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　　　第三八話　元・《魔ま王おう》様、修学旅行を楽しむ……かと思いきや







　蒼そう穹きゆう色いろの晴天に浮うかぶ太陽が、大地を燦さん々さんと照らす。

　夏も終わりに近づきつつある、ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こくのある地方にて。

　等とう間かん隔かくに並んだ馬車の群れが、街かい道どうにたおやかな歩調を刻んでいく。周辺にはのどかな光景が広がっており……車内にはそれに似合いの、和なごやかな声が溢あふれていた。

「あぁっ！　また狂きよう龍りゆう王おうのカードだわっ！　ちょっとオリヴィア！　あんたイカサマしてんじゃないでしょうねっ！」

「フン。己おのれの不出来を人のせいにするな、未熟者め」

「ていうか、龍除きババ抜きも飽あきてきたわね」

「次はカードとは違ちがうゲームでもやりましょうか。現地までまだまだ長いですし」

　同乗者たるオリヴィア、シルフィー、ジニー、そして我われ等らがイリーナちゃん。

　彼女等は仲良くカードゲームに勤いそしんでいた。

　それにしても、エルザードの奴やつはこの時代において高名な悪役であるというが、まさかカードゲームにおいても悪役扱あつかいとは。

　ここまで来ると、かつての敵とはいえ可か哀わい想そうに思えてくるな。

　……ともあれ。

　我々は現在、修学旅行を迎むかえるべく現地へと移動中だ。

　修学旅行といえば、否いや応おうなしに前世の記き憶おくが蘇よみがえる。

《魔王》と呼ばれていた頃ころ、俺は世を忍しのぶ仮の姿となり、庶しよ民みんが通う学まなび舎やへと入学したわけだが、そこでも修学旅行に類する行事はあった。

　修学旅行と聞けばやはり、友人との思い出作りとか、異性との健全なラブロマンスを期待するものだろう。無論、当時の俺もまた大いに期待した。

　大いに期待した結果、一人で過ごすハメになった。

　なんとか共に楽しむ友人を作ろうと、事前に色々頑がん張ばりすぎたのが原因であろう。

　努力は完全に空転し、俺はクラスのお調子者ならぬ除のけ者ものにされてしまったのだ。

『お前の存在って、息苦しいんだよ』とは、当時クラスの中心的存在であったマイケル君が下した、俺への人物評である。よほどウザかったのだろうな、あの頃の俺は。

　そのせいで修学旅行に良いい思い出は微み塵じんもない。思い出しただけで、もう……

「あ、あれ？　どうしたのよ、アード？　涙なみだ目めになってるけど……」

「お気になさらず。ただ、そう……私にも太陽の眩まぶしさを忌いま々いましく思う時があるのですよ」

　マイケル君は太陽のような存在であった。いつもクラスの中心にいた。

　修学旅行中だってそうだった。それに比べ、俺はといえば……

　いや、もう思い出すのはよそう。

　人間は過去に囚とらわれるべきではない。今を見つめて生きることこそが肝かん要ようなのだ。

　過去の俺は死を選せん択たくするほどに孤こ独どくであったが、今はといえば。

「ねぇねぇ、アード君。今回の旅行ですけど、宿の近くに海があるらしいですよ。自由時間、一いつ緒しよに泳ぎませんか？　このときのために、私すっごい水着用意したんです♡」

　豊満な胸を見せつけるかのように、身を屈かがめて迫せまってくるジニー。

「だ～ったら！　あたしも一緒に泳ぐわっ！　ちょうどアードに水泳を教えてもらいたかったものっ！」

　隣となりに座るイリーナちゃんが、こちらの腕うでを自らの胸に押し付けながら、威い嚇かくするかの如ごとくジニーを睨にらむ。まるで主人を取られまいとするワンコのようであった。マジ可愛かわいい。

「し、仕方ないわね！　アタシも付き合ってあげるのだわ！」

　白い頰ほおを僅わずかに紅あかく染めながら、シルフィーが叫さけぶ。正直、こいつが付いてくると面めん倒どうなことになりそうなので遠えん慮りよしてほしい……。

「フン。水泳、か」

　思案するように天てん井じようを見上げるオリヴィア。お前は絶対についてくるなよ、絶対だぞ。

　……とまぁ、前世に比べ、我が身辺は賑にぎやかなことになっている。

　これまで色々とあったが、今、俺はとても幸せだ。

　このまま平へい穏おん無事に時間が流れてくれることを切に願う。

　……と、そのように考えた矢先のことであった。

「ハメを外すのもいいがな、あくまでもコレは授業の一いつ環かんであることを忘──」

　オリヴィアが、言葉の途と中ちゆうで口を止めたのである。

　なんぞ気になることでもあったのだろうか？　彼女の顔に目を向けた。

　瞬しゆん間かん、俺は当とう惑わくする。オリヴィアが口を開いたまま、微び動どうだにしないのだ。

「……オリヴィア様？　いかがなさいました？」

　問いかけてみるが、応答がない。

　まるで時間が止まったかのような様子に、ますます当惑が深まっていく。

　……いや、ちょっと待て。

　不意にシルフィーの顔を見た途と端たん、俺の中で、当惑が警けい戒かい心しんへと変じた。

「ちょ、ちょっと？　シルフィー？　お～い」

　彼女の目の前でイリーナが手を振ふって見せるが……なんら反応はない。

　シルフィーもまた、オリヴィアのように瞬まばたき一つせず固まっている。

　そう、まるで、時を止められたかのように。

「ば、馬車の様子も、変ですよ……!?」

　ジニーの震ふるえる声に応じて、窓の外を見やる。先刻までゆるりと、しかし確かな歩調で進行していた馬車もまた、その動作を停止しているようだった。

　この異常事態に俺は鋭するどく口を開いた。

「イリーナさん、ジニーさん。用心なさい。これはおそらく、《魔族》の──」

　襲しゆう撃げきです、と、そう繫つなげる直前。

　我が意識が前まえ触ぶれなく暗転し、そして──

　数瞬後、俺は真っ黒な空間に立っていた。

「な、なによ、ここ……!?」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……！　ア、アード君がいてくれれば……！」

　場に存在するのは、俺だけではなかった。すぐ横にイリーナとジニーの姿がある。

　共に異常事態への恐きよう怖ふからか、小刻みに震えている。そんな二人を勇気づけるために、何か言葉をかけようとするのだが。

「よう……こそ……選ばれ、し……者達よ……」

　静せい寂じやくの中に、幼い声が響ひびいた。

　俺達は同時に弾はじかれたかの如くそちらへと目をやる。

　果たして、そこに立っていたのは一人の幼子であった。

　歳としの頃は一〇かそこらであろうか。肩かたまで伸のびた薄うすい水色の髪かみと、煌きらびやかな装束が特とく徴ちよう的てきである。その容姿は幼さゆえか中性的であり、男とも女とも取れる。

　外見こそ愛らしい幼児のそれ。さりとて……その本ほん性しようは何か、別のものに思えてならぬ。

「貴方あなたは、《魔族》ですか？」

　問うたところ、幼児はこちらを一いち瞥べつすらせず、その眠ねむたげに細めた瞳ひとみで虚こ空くうを見つめつつ、このように返答した。

「人は、未知なるものを……魔と称しようする……そういう意味ならぼくは、《魔族》……かもしれない。けれど……本質に着目、したなら……ぼくは、《魔族》ではない」

「ならば、何者だというのです？」

「君達の言葉に置おき換かえて……表現、するなら……神という言葉が、適当かもしれない」

　神。その一言に、俺達は全く同様の顔となった。即すなわち、怪け訝げんである。

　神。神だと？　……平常であれば、歯し牙がにもかけぬ言葉である。だが、現状を見るに、なんの信しん憑ぴよう性せいもない言葉だとは思えない。といって全面的にも信じられぬが。

「……まぁ、いいでしょう。貴方は少なくとも、《魔族》ではない。今はそういうことにしておきましょう。……それで。貴方は我々に何を望んでおられるのですか？」

　この問いかけに対し、自じ称しよう・神の幼児は先刻と同じく淡たん々たんとした調子で、こちらを見ようともせず応答した。

「世界は無数にあり……未来も過去も、無限に分ぶん裂れつを繰くり返すもの……けれど……特異点が発生したなら、話が……変わってしまう」

「……あの」

「定めを超ちよう越えつし……世界を変容し……その結果、生み出されるの、は……混こん沌とんか、光明か」

「ちょっと」

「過ぎ去った時、は……戻もどっては、こない……それが、定め……けれども、かの特異点、は……それを覆くつがえそうとしている……」

「すみませんが、我々にもわかるように説明していただけませんか？　貴方の語り口調はポエムティックに過ぎ──」

「特異点、を……消去してほしい……《魔王》との邂かい逅こうは……君の世界を大きく震わせ……どちらかが、消える……ぼくは君が残ることを、望むよ……」

「いや、だから。人の話を──」

　眉まゆ根ねを寄せながら訴うつたえかけるのだが、この自称・神の幼児は、とことん人の話を聞く気がないらしい。

「じゃあ……行って、らっしゃい……」

　我が声を遮さえぎる形で、一方的に述べられた言葉。

　そして、自称・神の幼児が無表情のまま、無気力に手を振ると──

　またもや、視界が一いつ瞬しゆんにして、黒一色に染め尽つくされたのだった。




　一瞬先のことである。

　我が意識は再度の覚かく醒せいを迎え……それと同時に、困こん惑わくが胸の内を支配した。

「これ、は……」

　思わず声が出てしまう。

　それは、俺だけではなかった。

「な、なんなのよ、この状じよう況きようは」

「人間って、あまりにも理解しがたい急展開を迎えたとき、頭痛を感じるものなんですね」

　イリーナとジニーが共に冷ひや汗あせを流し、周囲を不安げに見回す。

　我われ々われの視界に広がっている光景。それは夜の荒こう野やであった。

　月明かりに照らされた荒野には、至る所に大きな穴が穿うがたれており……

　そうした様相に、俺は見覚えがあった。

　いやまさか。

　己おのれの中に生じた、現状への答えを否定すると同時に。

「えっ。い、いや、ちょっと………………えっ」

　イリーナちゃんが天を見上げながら目を激しく擦こすり、口をパクパクと動かす。

　俺とジニーもまた自然と夜空を見上げ──その結果。

　俺は、否定した答えを、否が応でも受け入れねばならなくなった。

　闇やみ色いろの天てん蓋がいに浮うかぶは、二つの月。

　現代世界ではありえぬ光景である。古代のとある一件で、月は一つになったからだ。

　ならばなにゆえ、この眼めにあり得ぬ光景が映っているのか。その答えは一つ。

　どうやら。

「どうやら、我々は古代世界に飛ばされてしまったようですね……」

　信じがたい現実を前にして、俺は心の底からこう思う。

　どうしてこうなった？　と──
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　現代において、古代の定義は《外なる者達アウター・ワン》……現代でいうところの《邪じや神しん》襲しゆう来らいから、《魔王》・ヴァルヴァトスによる彼等の殲せん滅めつまでとなっている。

　以降は新世紀と呼こ称しようされ、この時代は今に至るまで続く。

　そんな新世紀の歴史学者達は、古代世界について皆みな口を揃そろえてこう述べている。

　人類史上もっとも濃のう密みつで、浪ロ漫マンに溢あふれた時代であった、と。

《邪神》という未いまだ謎なぞの多い存在の襲来。同時に発生した《魔ま族ぞく》という概がい念ねん。

《魔王》・ヴァルヴァトスの手による、人類用の魔法開発。

　数多あまたの英えい雄ゆう達による群ぐん雄ゆう割かつ拠きよ。人類ＶＳ《魔族》＆《邪神》。

　なるほど、人類史を紐ひも解といたうえで、これほど重要な時期もそうそうあるまい。

　……そんな時代の顔役として生きた人間としては、そうした評価は少々複雑だが。

　なんにせよ。

　古代は俺を含ふくむ大多数の者にとって過ぎ去りし時代であり、振り返ることしかできぬものだ。

　……つい数分前まで、俺はそう思っていたのだが。

　まさか、再び古代世界の土を踏ふむことになろうとは。

　……少なからず動どう揺ようが心の中を満たしている。

　俺ですらそうなのだから、イリーナやジニーはやはり、

「こ、古代世界に来た、って……」

「いくらなんでも、そんな……」

　強い困惑や不安が、表情から窺うかがい知しれる。そうした感情が、彼女等に現実を直視させないのだろう。こうした場合、状況を理解させるためにこんこんと話し込んでも意味がない。

　今はこの場から離はなれることが最優先事じ項こうである。

「私の記き憶おくが正しければ、現地はおそらく、《魔王》様が治められていた大国、ヴァルディア帝てい国こくのマキナ地方かと予想されます。時代の詳しよう細さいは不明ですが……ご安心ください。私がいる限り、危険要素などありません」

　堂々と断言し、安心感を与あたえようとしたのだが、二人はおずおずと頷うなずくのみ。

　仕方あるまい。二人の心理的問題は時間が解決してくれよう。時が流れたなら、否いやが応おうでも適応せねばならぬ。人はそのようにできているのだ。

　……というか、適応してくれなければ困る。

　さもなくば、生き延びることは不可能だ。

　二人にはさも余よ裕ゆうのある状況であるかの如ごとく語ったが、実のところ、現状は最悪の一言。

　現地はマキナ地方にある、修行地として有名な場所であろう。確か名は、不帰の荒野であったか。この土地には強大な魔ま物ものが多く生息し、外来の者達へ執しつ拗ように牙きばを剝むく。

　人間が訪おとずれたなら、そのほとんどは魔物の腹の中へ収まるか、土地の養分となるか。

　ゆえに不帰の荒野と呼ばれるようになり、若手の戦士を育成するには最適の場として利用されている。というか……利用してきた。

　ここを若手育成の地として定めたのは、この俺である。

　だからこそわかるのだ。イリーナとジニーのような現代人にとって、この土地は地じ獄ごく以外のなにものでもないということが。

「さて、今後の方針ですが。まず、この一帯から脱だつ出しゆつしましょう。この土地には魔物が多く生息しており、非常に厄やつ介かいな場所です。彼等は獣けものとは違ちがって、昼夜を問わず活発に動きますので……一いつ般ぱん的てきな冒ぼう険けんのセオリーは通じません」

　獣のみが生息する危険地帯であれば、こういうときは夜明けを待つものだ。朝～昼であれば、野生動物の脅きよう威いが半減するためである。

　だが前述の通り、この場ではそういう定石が通じない。

　よって昼夜問わず歩き続け、早さつ急きゆうに脱出する必要がある。

「星の位置からして……北は正面、ですね。となると、しばらくは真まっ直すぐ進んでいきましょうか。北方へ歩き続ければ街に到とう達たつできるかと」

　にっこり微笑ほほえむが、やはり二人の表情は暗いままであった。依い然ぜんとして、現状を夢か何かではないかと考えているような節さえ感じられる。とはいえ、その点について言げん及きゆうしてやれるような状況でもない。俺は強ごう引いんに話を進めることにした。

「ではまず、服装をどうにかしましょうか。万一、他者と遭そう遇ぐうした際、学生服を纏まとっていては怪あやしまれるでしょうから」

　言うや否いなや、俺は物質変へん換かんの魔法を発動した。

　イリーナ、ジニー、そして俺の正面に複雑な幾何きか学がく模様、魔ま法ほう陣じんが顕けん現げん。それが接近し、全身を通過した直後、我々の衣服が一いつ般ぱん的てきな革かわ鎧よろいへと変化した。

　これならば、どこぞの冒険者として認識され、怪しまれるようなことはなかろう。

　そういうわけで、出発である。

　古代の常識に照らし合わせば、こういうときは音速と同程度かそれ以上の速度で突つっ走り、さっさと土地を抜ぬけ出だすもの、なのだが……イリーナとジニーには望むべくもない。

　現代に比べ、古代世界は《魔素》の濃のう度どが非常に高く、ゆえに戦士の質も魔物の質も段だん違ちがいである。この時代の一番弱い魔物でさえ、現代人が討とう伐ばつするには大型の騎き士し団だんを派は遣けんする必要があるだろう。

　……そのような世界で、今の俺がこの二人を守り通せるかどうか。

　大きな不安を抱いだく最さ中なか、イリーナがふと口を開いた。

「……あの子供、いったい何者かしら？」

「神様、とか言ってましたねぇ……」

　やり取りをする二人の顔は、先刻に比べれば幾いく分ぶんかマシになっていた。ゆっくりとだが、確実に、状況を受け入れつつあるのだろう。

　ともあれ。あの自じ称しよう・神については、俺も首を傾かしげざるを得なかった。

「彼、あるいは彼女に関しては、現状の思し索さくに意義はないかと。おそらく正確な答えは出ません。ただ……最後に述べた言葉には、一考の価値がありますね」

「えぇっと、確か……特異点がどうとか、《魔王》様がどうとか言ってたわよね？」

　イリーナの言葉に頷いてから、俺は口を開いた。

「特異点という言葉が何を指すのかはわかりません。ただ、あの自称・神の子供は、その特異点とやらを我々に排はい除じよしてほしいと依い頼らいしてきた。これは間ま違ちがいないでしょう。そしておそらく……」

「その特異点をどうにかできたら、私達は元の時代に帰れる、と？」

　おずおずといった調子で言葉を紡つむぐジニーに、首しゆ肯こうを返す。

「おそらくは、そういうことになるでしょう。ゆえに我々の最終目標は特異点の排除となります。ただ、肝かん心じんの特異点とやらがどういうものなのか、我々は認にん知ちしておりません。よって今は、もう一つの目的を果たすことを優先すべきかと」

「もう一つの、目的？」

「えぇ。あの神を自称する者は、《魔王》との邂かい逅こうという言葉を口にしておりました。おそらく、《魔王》様に拝はい謁えつすることで状じよう況きようが進展するのではないかと」

「ま、《魔王》様に、拝謁……!?」

　ジニーの顔が石のように固まってしまった。横を見れば、イリーナも同じような顔になっている。こうした反応も、無理からぬ話やもしれぬ。二人にとって《魔王》・ヴァルヴァトスとは、神話の中でのみ存在する、いわば虚きよ構こう物ぶつに近い感覚であろう。そんなものに会いに行こうというのだ。まさしく正気の沙さ汰たではない。

　……実際は既すでに、《魔王》本人と対面しているわけだが、それはさておいて。

「彼に会う。それが第一目標ではありますが、しかし──」

　いかにすれば目的が果たせるのか。

　そのことについて言及する、直前であった。

「う、おぁあああああああああああああああああああッッ！」

　勇ゆう猛もうさを感じさせる雄お叫たけびが、耳じ朶だを叩たたく。

　……どうやら、早さつ速そく面めん倒どうごとが舞まい込んできたらしい。

「な、なんだか、逼ひつ迫ぱくした声、でしたね」

「きっと誰だれかが魔物に襲おそわれてるのよっ！　助けに行かなきゃっ！」

　怯おびえた様子のジニーに反し、イリーナの美び貌ぼうには勇気が宿っていた。

　この二人のことを思えば、当事者を見捨てるのが最適解であろう。しかし……

　そうしたなら、彼女等の期待を裏切ることになる。

　アード・メテオールはこの二人にとって、常に英雄ヒーローでなければならぬのだ。

「……よろしい。現場へと向かいましょう」

　言うと同時に駆かけ出だし、夜よ闇やみを引ひき裂さいていく。

　幸いにも声の主と我々の距きよ離りはそう離れてはいなかった。

　すぐさま、声の主の現状が瞳ひとみに飛び込んでくる。

「く、そぉおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　絶ぜつ叫きようする声の主、それはまだ年とし端はもいかぬ少女であった。

　我々と同様に革鎧を纏っているところからして、冒険者か何かであろうか。

　そんな彼女の凜り々りしい顔は今、疲ひ労ろうと恐きよう怖ふで歪ゆがみ、白い肌はだは面積のほとんどが鮮せん血けつの朱しゆに染まっている。

　元げん凶きようはやはり、魔物であった。それも複数体。

　どうやら、魔物の群れと遭遇してしまったようだな。

　と、俺が冷静に現状を把は握あくする一方で、

「な、なんなのよ、あのバケモノは……!?」

　驚きよう愕がくを吐はき出だすイリーナ。その傍そばで、ジニーは声さえ出ないのか、絶句している。

　無理もない。古代世界の魔物は、現代のそれとは比にならぬほど強大なのだ。

　啞あ然ぜんとするイリーナ達の横で、俺は顎あごに手を当てながら思索し、口を開く。

「ふむ。相手方はデス・スティンガーの群れとみて間違いないでしょうね」

「えっ、デ、デス・スティンガー？　アレが？」

「あ、あたしが知ってるのと、全然違うんだけど……」

　現代において、デス・スティンガーという魔物は体高五〇セルチ程度の、サソリに似た魔物である。威い圧あつ感かんこそ中々だが、その動作は極きわめて緩かん慢まんで、脅威はといえば尻しつ尾ぽ先せん端たんの針と、そこから放たれる毒のみ……なのだが。

　それは《魔ま素そ》濃度が低くなったことで、劣れつ化かしきったがゆえの話。

　古代世界におけるデス・スティンガーは、体高六メリルを超こえる巨きよ体たいである。

　備えた武器は現代と同様、針と毒、なのだが……

「ビシャアアアアアアアアアアアッッ！」

　群れのうち一体が、奇き声せいを放ちながら尻尾を振ふり上あげ、先端の針を少女に向ける。

　刹せつ那な、針の先から猛もう毒どくが放たれた。

　現代の個体であれば「どびゅっ」といった擬ぎ音おんが似合いそうな様相で、紫むらさき色いろの液体が放たれるのだが……

　古代のそれは「ギュバアアアアアアアア！」という轟ごう音おんと共に、超ちよう高こう圧あつで猛もう然ぜんと放射されるため、ともすれば光線のようにも見える。

「ぬぅっ！」

　少女は音を置き去りにするほどの速度で身を躍やく動どうさせ、どうにか毒を回かい避ひ。

　空転した猛毒は少女の代わりに大地を捉とらえ……次の瞬しゆん間かん、小規模な爆ばく発はつが生じた。

　古代世界の毒は、何かに衝しよう突とつするとだいたい爆発するのである。

　以降、少女とデス・スティンガーの群れによる闘とう争そうが繰くり広ひろげられるわけだが……

　イリーナもジニーも、ポカーンと口を開いて、微び動どうだにしなかった。

　古代世界のスタンダードを見て呆ぼう然ぜんとしているのだろう。

　まぁ、それも仕方がないことだ。音速レベルのスピードで動き回る少女と怪かい物ぶつの群れ。この一言だけでも、現代人からすれば荒こう唐とう無む稽けいに過ぎる。

　さりとて、俺からすれば慣れ親しんだ日常的光景に過ぎない。

　まるで実家に帰ってきたかのような、不思議な安心感と共に、俺は一歩前へと歩み出た。

「このままではやられてしまいますね。余計なお世話かもしれませんが……助すけ太だ刀ちするとしましょうか」

　この時代において、今の俺がどの程度通じるのか試ためしてみたくもある。

　デス・スティンガーの群れは、テスト相手として適当な存在と言えよう。

「では、まず小手調べから」

　選せん択たくした魔ま法ほうは、雷かみなり属性の中級攻こう撃げき魔法、《ライトニング・フィールド》。

　これは同じく中級攻撃魔法たる《ライトニング・ブラスト》の派生種であり、名の通り広こう範はん囲いに雷らい撃げきを落とす、制圧・殲せん滅めつ用の魔法である。

　それを無む詠えい唱しようで発動すると同時に、デス・スティンガー達の頭上、闇色の天空に複数の魔法陣が顕現し──

　前後して、黄こ金がね色いろの雷撃が魔物の群れへと落ちた。

　狙ねらい過あやまつことなく、全ての雷電が直撃する。

　こちらからすれば、この一撃は本当に、ただの小手調べであったのだが。

「ふむ。これは想定外でしたね。……まさか、この程度で終わってしまうとは」

《ライトニング・フィールド》を受けたデス・スティンガーの群れは、シュウシュウと音を立て、煙けむりを上げながら沈ちん黙もく。その様子からして、全個体が絶命へと至ったのだろう。

　そんな魔物の群れの中心にて。先刻まで必死の形相となっていた少女が、啞然とした顔になりながら呟つぶやいた。

「デ、デス・スティンガーの群れを、一撃で……!?」

　なんだか、デジャブな台詞せりふであるな。そういえば、イリーナちゃんと初めて会ったときも、似たようなシチュエーションであったか。

　過去を思い返しつつ、俺は少女に声を投げようとする、のだが。

　口を開いた瞬間のことだった。

　凄すさまじいプレッシャーが、背後にて突とつ如じよ発生。

　この感じ、まさか……。

　とある人物の顔を脳内に浮うかべながら、俺は冷ひや汗あせを流す。

　そして、おそるおそる背後を振り向く、と。

「フン。貴様、なかなかの腕うで前まえだな」

　果たして、夜闇の中に立っていたのは。

　四天王が一人にして、我が姉貴分。

　オリヴィア・ヴェル・ヴァインであった。

「「「オ、オリヴィア様っ!?」」」

　三人分の声が重なった。イリーナ、ジニー、そして先刻助けた少女の声である。

　察するに、少女はオリヴィアの弟で子しか何かなのだろう。ゆえに、現れた彼女を呼んでもなんら違い和わ感かんはない。さりとて……このオリヴィアからすれば、イリーナとジニーがさも知人の如ごとく自らの名を呼んだことを、怪け訝げんに感じたに違ちがいない。

　彼女は眉まゆ根ねを寄せながら腕を組み、イリーナとジニーに鋭するどい視線を浴びせると、

「……わたしは貴様等のことなど知らんのだが。なにゆえ、そのような目で見る？」

　イリーナとジニーの視線には、確かな親愛の情が込められていたのだろう。

　だが、このオリヴィアにそれが通用するわけもない。

　我われ々われが知る現代のオリヴィアとは、別人なのだから。

　それは容姿を見ても歴然としている。

　現代のオリヴィアは常に教職員の制服を動きやすいよう大だい胆たんに改造した衣服を纏まとっているのだが、このオリヴィアは極めて身軽そうな闇色の装束で身を包んでいる。

　また、現代の彼女に比べ幾いく分ぶんか若々しく、放つ気配もどこか強気で未熟さを感じる。

　長く艶つややかな黒くろ髪かみも現代とは違い馬の尾状ポニーテールにまとめられており、それがことさら、若さを強調しているようだった。

「えっ、えっと、その」

「わ、私達は、その」

　両者共に、複雑な表情で冷や汗を流していた。

　気持ちはよくわかる。親しい者と再会できたと思いきや、それは同一人物だが別人……このような体験をしたなら、困こん惑わくして当然だ。

　俺とて少々の戸と惑まどいはある。だが、それを表に出すことはできない。

　なんら動じていないように振る舞うのだ。この二人にとって、俺は精神的な支柱で在り続けねばならぬ。動じた姿を見せることは許されない。

　それに……泰たい然ぜんとした様相を維い持じするのは二人のためだけでなく、今後のためにもなる。

「申し訳ございません、オリヴィア様。この二人は貴女あなたの名声に羨せん望ぼうと憧しよう憬けいを抱いだいておりまして。ゆえに過か剰じような親愛を向けてしまったのです。どうぞご容よう赦しやを」

「……ほう」

　短く呟いてからすぐ。

　オリヴィアの全身から、桁けた外はずれの闘気と殺気が放たれた。

　大気が震しん撼かんする。肌がビリビリと痺しびれ出だす。

「う、ぁ……？」

　真っ先に尻しり餅もちをついたのは、ジニーだった。それから順に、イリーナ、少女、両名が地べたにへたりこんでしまう。

　三名とも声を発することもできず、ただオリヴィアの様子を見つめるのみ。

　絶対的な捕ほ食しよく者しやに睨にらまれた、哀あわれな小動物の如き姿。

　もし、このオリヴィアが現代のそれであったなら、俺もまた彼女等のようにすべきなのだろう。一ひと芝しば居い打つべきなのだろう。

　だが、目前に佇たたずむは古代のそれ。であれば、俺が取るべき選択は一つだ。

「さすがは四天王のお一人。殺気だけでも敵を仕留められそうですね」

「……動じない、か」

「えぇ。この程度では、ね」

「随ずい分ぶんと、己おのれの力量に自信があるようだな」

「いえいえ、そのようなことは。……ただ、己を凡ぼん夫ぷと定義したこともありませんがね」

　悠ゆう々ゆうと言葉を紡つむいでやると……オリヴィアの気き迫はくが、一層強くなった。

「うっ……」

　さすがに、これは耐たえがたかったか。ジニーを始め、三人が一いつ斉せいに気を失った。

　その一方で、俺は涼すずしげな顔を維持しながら、微び笑しようさえ浮かべてみせる。

　そうした態度に、オリヴィアはこちらの思おも惑わく通りの結論を出してくれたらしい。

「……貴様、名はなんという？」

「アード・メテオールと申します」

「そうか。ならば、アード・メテオールよ」

　オリヴィアは鋭い瞳ひとみをこちらに向けながら、短い言葉を放った。

「我が軍に入れ」

　この申し出に、俺は内心でほくそ笑えんだ。

　まさか、こんな展開になろうとはな。あまりにも好都合ゆえ、笑えてくる。

　俺はニヤケそうになるのを必死に堪こらえながら応答した。

「謹つつしんで拝命いたします。今日この日より、我が人生は陛下の御おん為ために」

　一礼を返すと、オリヴィアは殺気を消し去り、頷うなずいた。

　が──

「されどオリヴィア様。仕官にあたって、二つ条件を提示させていただきたい」

　すぐさま紡ぎ出したこちらの言葉に、オリヴィアは再び剣けん吞のんな空気を放った。

「……貴様という奴やつは、とことん肝きもが据すわっているようだな」

「えぇ。私のような人間は、貴女様の好むところでしょう？」

　慇いん懃ぎん無礼な態度だが、オリヴィアは気にしていないだろう。むしろ上じよう機き嫌げんとみた。

　その証しよう拠こに、獣じゆう人じん族特有の耳と尻尾をゆらゆらと動かしている。

　表情は険しいが、これでいい。こいつの場合、笑顔になったら逆に不味まずいのだ。

　この姉貴分とはもう千年近い付き合いになる。どうすれば取り入ることができるのか、俺は誰だれよりも把は握あくしているつもりだ。それゆえに──

「いいだろう。言ってみろ」

　こちらの要求が必ず通ると信じている。

　俺が提示した二つの条件だが……まず一つは、イリーナとジニーの入隊許可。

「……この二人はすぐに死ぬぞ。それでもいいのか」

「いいえ。そうはなりません。私が必ず守りますので」

　オリヴィアは鼻を鳴らし、次を促うながした。

「二つ目の条件、それは……我々の配属先を、ヴェーダ様直属にしていただきい」

「なんだと？」

　困惑の声をあげるオリヴィア。彼女は腕を組んだまま、理解不能なものを見るような目をこちらへと向けてきた。

「貴様、自分が口にした言葉の意味を理解しているのか？」

「えぇ、それはもちろん」

「……貴様ほどの戦せん闘とう能力を持つ者が、後方支し援えんを望むのか？」

「なにぶん、野心がないものでして。それに、こう見えて私は魔法学者の卵です。武力でなく、知力で陛下に尽つくしたく存じます」

　眉根を寄せ、唸うなるオリヴィア。……気持ちはわかる。手に取るようにわかるぞ。

　俺とて、あのヴェーダに仕官したいなどと言い出す奴を見たら、そいつの正気を疑うだろう。だが極きわめて皮肉なことに、あのヴェーダの下につくことこそが、安全を確保するうえではもっとも確実な選択なのだ。

　さもなくばあのヴェーダへの仕官など、死んでもゴメンである。

「……はぁ。いいだろう。わたしの権限で貴様等を奴の直属にしてやる」

　美び貌ぼうに怪訝を滲にじませながらも、オリヴィアは納なつ得とくしてくれたらしい。

　なんというか、随分と都合がいい展開だ。……このぶんなら、もしかすると。

「ところで、オリヴィア様。もし、私を有望株と見込んでいただけているのなら……もう一つ、お頼たのみしたいことがあるのですが」

「この期ごに及およんでさらに要求を重ねるか。……まぁいい。言ってみろ」

　不ふ機き嫌げんそうな顔だが、これは逆に好こう感かん触しよくである。

　これならもしや、予想される過程を何段階か飛ばすこともできるか……!?

　希望的観測を抱きつつ、俺は言葉を投げた。

「陛下への謁えつ見けんを、取り次いでいただけませんか？」

　瞬しゆん間かん──

「その要求の、意図を聞こうか」

　落ち着いた声、だが。

　その表情には笑みが宿り、全身から先刻までとは比にならぬ威い圧あつ感かんが放たれる。

　明らかな拒きよ絶ぜつ反応に、俺は内心で一つ、舌打ちを零こぼした。

　まぁ、こうした反応になる可能性が高いとは思っていたが。

　オリヴィアの身なりなどから察するに、我々がやってきた時代は俺が《魔ま王おう》と呼ばれ始めて間もない頃ころ、だな。

　この当時は色々と面めん倒どうなことが続いており、俺もオリヴィアも警けい戒かい心しんが強かった。

　よって我々の素す性じようを明かし、協力を要よう請せいしても、信じはすまい。

　そう結論づけると、俺はオリヴィアの問いに対する返答を口にした。

「特別な意図などはございません。ただ……敬愛する陛下のご尊顔を一目でも見られたなら、これ以上の名めい誉よと幸福はありません。それだけのことです」

「……奴に会いたくば、せいぜい活かつ躍やくすることだ。そうして信用を勝ち取れ」

　やはり、それしかないか。

　ヴェーダの配下となり、安全を確保しつつ、功績をあげるなどして良い感じに目立つ。

《魔王》、即すなわちこの時代の俺に会う方法は、これしかなかろう。

　今後のことを思いながら、俺は小さく、ため息を漏もらすのであった。







　　　第四〇話　元・《魔王》様と、複雑な再会







　それから。

　気絶したイリーナ達を起こし、オリヴィア共々、移動を開始する。

　その道中はまさに悠ゆう々ゆう自じ適てき。何せ全盛期のオリヴィアが付いているのだ。どんな魔ま物ものが襲おそい来ても、なんら脅きよう威いにはならない。

「えっ。い、いつの間にか、魔物が倒たおれて……!?」

「ど、どうなってるんですか、いったい……!?」

　イリーナもジニーも、まるで理解が及んでいなかった。

　オリヴィアが行い続けたことなど、単純明快なのだが。

　即ち、超ちよう高こう速そくの居合である。素す早ばやく抜ばつ刀とうし、剣けんを振ふるうことで鎌かま鼬いたちを発生させ、標的を両断する。ただそれだけのことだ。しかし二人にはオリヴィアの動作があまりにも速すぎて、近づいてきた魔物達が勝手に倒れていくようにしか見えないのだろう。

　俺もまた、気を抜ぬくと奴の動作が認にん識しきできないときがある。

　さすがは全盛期の姉貴分といったところか。




　さて。安全極まりない道中を過ごした末に、我われ々われは目的地へと到とう着ちやくした。

　前線都市・エーテル。

　名の通り、ここは前線に置かれた大型都市であり、立派な城じよう塞さい都市でもある。

　現代とは違ちがい、古代世界は戦いくさが常の世であったため、都市の全てが堅けん牢ろうなる壁かべによって守られているわけだが……このエーテルに設けられた壁は、ここ一帯を治める領主にして、稀き代たいの天才魔法学者ヴェーダの手によるもの。ゆえに国内でも最さい高こう峰ほうの堅かたさを誇ほこる。

　そんな究極の堅牢さを持つ壁に守られた都市の様相は、当然ながら現代のそれとは大きく異なるものであった。

「な、なんていうか……」

「私達、ホントに古代世界へ飛ばされちゃったんですね……」

　門を潜くぐった先で、二人が都市の内観を見つめつつ、小声で言い合う。

　現実を完全に受け入れたからか、両者共にげんなりとした様子であった。

　そんな彼女等の視線の先には、古代人の活気と旧ふるい建築物の群れがある。

　人々の顔立ちなどは現代とそれほど変わりがない。種族数が違うわけでもない。

　今と同様、ヒューマンが人口の大多数を占しめているし、この時代でもイリーナのようなエルフやジニーのようなサキュバスは希少種である。

　ただ、服装は現代のそれと大きく異なっていた。

　現代において街人が纏まとう衣服といえば、化学繊せん維いなどで構成された滑なめらかな布地で作られたものがほとんど。しかし古代では基本的に麻あさ布ぬのである。

　そのデザインについても、一枚の布を使って全身を巻いたようなもので……

　現代の様相を知ってしまうと、お世辞にも知的な姿には見えない。男であれ女であれ、非常に露ろ出しゆつ度どが高いその格好は、まさに未開の蛮ばん族ぞくといった印象である。

　また、建築物についても、現代の美び麗れいかつ緻ち密みつに計算されたものとは程ほど遠とおいものだ。

「な、なんだか、ブロックを積み重ねただけ、みたいな感じね」

「どうやって造ってるんでしょう……？」

　イリーナの言葉通り、この時代の建築物は基本的に、四方形の大型石材ブロックを積み重ねただけの、極めて簡素なものだ。一部例外はあるが、庶しよ民みんの家屋などはすべからくそれだと断言してもよい。

　その造り方は至ってシンプル。まず物理変へん換かんの魔法で土を石材ブロックに変換し、それを建築用の魔法でイメージ通りの形状へ組み立てる。これだけである。

　こうした魔法は現代において不可能技術ロスト・スキルの一つに数えられるのだが、古代では大人なら誰もが使えるような簡単すぎる魔法となっている。

　そうした事情もあり、この時代には建築家という職業が存在しない。

「……何をぶつくさ喋しやべっている。さっさと行くぞ」

「あっ、は、はい！」

「す、すみません、オリヴィア様！」

　すたすたと歩き出したオリヴィアに、慌あわててついていくイリーナ、ジニー。

　随ずい分ぶんと萎い縮しゆくしているな。人間関係においても、古代と現代とでは違いがある、といったところか。俺としてはこっちのオリヴィアの方が気を遣つかわんで済む分、非常に楽なのだが……イリーナやジニーからすると、実は生徒思いな優やさしいオリヴィアが恋こいしいのだろう。

　まぁ、しかし。

「おい銀ぎん髪ぱつ。あまりキョロキョロするな。田舎いなか者ものと思われたなら、スリの被ひ害がいに遭あうぞ」

「ひゃ、ひゃいっ！」

「おいピンク。下を見て歩くな。不安ならば仲間を頼たよれ」

「は、ははは、はいぃ！」

　実のところ、こっちのオリヴィアも性しよう根ねは変わらない。実は子供好きで、世話焼きな、優しい姉貴分である。

　そんな彼女と、彼女の弟で子しに案内された末に。

　我々は最終目的地である、ヴェーダの屋や敷しき兼けん研究所の前へと到着したのだった。

　国のトップに名を連ねる者が住まう場所なだけあって、敷地面積は極めて広い。

　そんなヴェーダの個人領域を守る門だが……番兵は一人も立っていなかった。

　堅く閉ざすべき門はむしろ、我々が近づいた瞬間、自動的に開いていく。

　来る者拒こばまず、といったヴェーダの精神を体現するような出入り口であった。

「……わたしが案内するのはここまでだ。後は貴様等でなんとかしろ。わたしは自領に戻もどり、こいつ弟子を鍛きたえ直なおさねばならんのだ」

　冷たく突つき放はなすような言葉を紡つむぐオリヴィアだが、それからすぐに、

「奴やつに会ったらまず、わたしがしたためた紹しよう介かい状じようを見せろ。そうしたなら、下手な扱あつかいはされんはずだ。いいか、紹介状を真っ先に見せるのだぞ。わかったな？」

　俺達の身を案じているのだろう。しつこく釘くぎを刺さしてきた。そんな優しい姉貴分に礼を述べると、彼女はやや不安げだが、しっかりと頷うなずいて、弟子共々去って行った。

　その背中を見送ると、イリーナ、ジニーの両名は再び門へと向き直り、呟つぶやく。

「……ヴェーダ様って、どんな人かしら？」

「英えい雄ゆう譚たんでは、すごくきまじめで職人気質な御お方かた、という印象だけれど……実物はきっと、違いますよね……」

　あぁ、そうだな。君達が思うような人間では絶対にないと思うよ。

　現代に伝わりしヴェーダの人物像は、おおむね「天才魔法学者」とか「魔王軍を陰かげで支えた縁えんの下の力持ち」だとか、地味な印象を受けるものが多い。

　また、世界的なベストセラーになっているらしい、《魔王》を主人公とした英雄譚では、「極めて神経質だが基本的には好こう々こう爺やとした老学者」といったふうに描えがかれている。

　学問に対し情熱的で、《魔王》に対する忠誠は厚く、世の平和のため魔ま道どうを極めんとする崇すう高こうなる学者。後世におけるヴェーダの人物評はおよそこんな感じだが……奴のことを知る人間からしてみれば、そういう人物評を最初に出した者へ、声を大にして言いたい。

　ふざけんな馬ば鹿か野や郎ろう、と。

「……立ちすくんでいても、仕方ありません。入りますよ、お二人とも」

　俺の言葉に、二人は緊きん張ちようからか冷ひや汗あせを浮うかべながら頷いた。

　こっちだって同じ気持ちだ。奴との再会など、できることなら勘かん弁べん願いたい。

　だが極めて遺い憾かんながら、ヴェーダのもとに居座るのがもっとも安全なのだ。

　何せ奴が率いる軍は基本的に後方支し援えんを一任されている。というか、後方支援しかできない。奴の軍を構成する人員はその大半が学者であり研究者。荒あら事ごとには不向きであるため、兵へい站たんや医い療りようなどを中心に働かせていた。

　そうしたヴェーダ軍は全軍中、もっとも死亡率が低い。一方で、もしオリヴィアの軍に入ってしまった場合……イリーナとジニーはどう頑がん張ばっても一月さえ持つまい。

　また、ヴェーダは神域の頭脳と呼ばれるほどの天才である。もしかしたら、我々が知りたい情報……特に、あの自じ称しよう・神についても知っているかもしれない。

　だから、ヴェーダなのだ。心底嫌いやだが。本当に、死ぬほど嫌だが。

　俺は大変大変、まことに遺憾ながらも、ヴェーダを選ばざるを得なかったのだ。

「……いいですか、二人とも。頭の中にもっとも荒こう唐とう無む稽けいな人物像を想像なさい。おそらく、実物はそれよりも酷ひどいでしょうが……何もしないよりかはマシというものです」

　なんの精神的準備もせずアレと接するのは、さまざまな意味で辛つらい。

　それを知るがゆえの助言だったのだが、二人には意味がわからなかったらしい。

　とりあえず返事をした、という態度であった。

　そんなイリーナ達を連れて門を潜り、敷地へと入る。広大な面積の中心には巨きよ大だいな碗わん状じようの建物がデンと構えており……その上部に「お米最高！」とか書かれている。

　もう、この時点でウンザリだった。できることなら別の場所へ行きたい。

　胃の痛みをどうにかこらえつつ、進んで行く。

　一歩、二歩、三歩。歩を刻む毎ごとに、浮かび上がる脂あぶら汗あせの量も増えていく。

　そして、奴の屋敷兼研究所の手前まで足を運んだ、そのときだった。




　ドガァアアアアアアアアアアンッ！




　一いつ切さいの前まえ触ぶれなく、目前の珍ちん妙みような建物が、大だい爆ばく発はつと共に木こっ端ぱ微み塵じんとなった。

「「えっ」」

　あまりの急展開に脳がついていけてないのだろう。イリーナもジニーもポカーンと口を開き、目をパチクリさせている。

　……甘いぞ、二人とも。まだまだ地じ獄ごくは始まったばかりだ。

　そう。ヴェーダ地獄は、始まったばかりなのだ。

　眉まゆ根ねを寄せ、ゴクリと生なま唾つばを飲む。

　すると次の瞬しゆん間かん、山となった無数の瓦が礫れきの一部が、突とつ如じよとして吹ふっ飛とび──

　煤すすだらけの少女が、ガバッと立ち上がった。

「だ～いせ～こ～うっ！　さっすがワタシ！　今回の実験もパーフェクトッ！」

　天を見上げ、晴れやかな蒼そう穹きゆうへと絶ぜつ叫きようする。

　その姿はなんというか、珍ちん奇きの塊かたまりであった。

　年ねん齢れいは我々よりも随分下に見える。幼児といってもよい。

　極きわめて華きや奢しやかつ小こ柄がらな体を包むは、学者の印である白衣。

　その容姿は可か憐れんの極み。

　艶つややかな黄こ金がね色いろの髪かみを両側面で結び、ツインテ─ル状に纏めている。

　外見だけなら、なんとも可愛かわいらしい少女、なのだが……。

　そんな彼女に、イリーナがおそるおそる近寄り、声を投げた。

「あ、あんた、ヴェーダ様の娘むすめさん？　それとも、お孫さんかしら？」

「んん？」

　少女は大きな瞳ひとみをギョロリと動かし、天を見上げた姿勢のまま、イリーナを見た。

「おやおや、可愛らしいお客さんだね。ウチになんか用？」

「いや、その……ヴェーダ様に用があるんだけど……お留守かしら？」

「へぇ～、珍めずらしいなぁ。お客さんなんて。どうぞどうぞ、上がって上がって。……って、家さっきブッ壊こわれたんだっけ！　うっかりうっかり！」

　天を見上げたポーズのまま舌を出し、片目を瞑つぶってポンと頭を叩たたく。

　そんな少女に、今度はジニーがいぶかしげな調子で問うた。

「あ、あの。大だい丈じよう夫ぶ、なんですか？　お屋や敷しきをこんな、メチャクチャにしちゃって。ヴェーダ様がお怒いかりになられるんじゃ……」

「んん～？　こんなの日にち常じよう茶さ飯はん事じだし、怒おこらない怒らない！　むしろテンションはマックスさ！　ワタシの天才ぶりがまたもや爆発したんだからね！　物理的にも！　なぁ～んつって！　ゲヒャヒャヒャヒャヒャ！」

　何がそんなに面おも白しろいのか、腹を抱かかえながら笑う。……依い然ぜんとして、天を見上げながら。

　そんな少女にイリーナはしびれを切らしたのだろうか。

「と、とにかく！　ヴェーダ様がいるなら、呼んでほしいんだけどっ！」

　やや語気を荒あららげてそう言った彼女に、相手方はここでようやっと天を見上げることをやめ、しっかりとイリーナの方を向く。

　そうして、愛らしく小首を傾かしげると、

「ヴェーダなら、ここにいるじゃないか」

「「……は？」」

　イリーナとジニー、両者が一いつ斉せいに声を出した。その顔には明確に、「なに言ってんだこいつ？」といった感情が張り付いている。

　わかる。わかるぞ、二人とも。気持ちは痛いほどわかる。

　でもな、これが現実なんだよ。

　だが、イリーナはまだ、それを受け止めきれていないらしい。

「いや、あのね？　お姉ちゃん達、ヴェーダ様を呼んでほしいんだけど」

　冷や汗を流しながらの言葉に、対面の少女はどこかムッとした顔になりながら、ブンブンと両りよう腕うでを振ふって……

　声高らかに、こう叫さけんだ。

「だ～か～ら～！　ヴェーダはワ～タ～シ～な～の～！　ワタシ＝ヴェーダ！　ワタシ＝天才美少女魔ま法ほう学者！　おわかりっ!?」

　外見に似合う、ブスッとした愛らしい表情で叫ぶ少女……もとい、ヴェーダ。

　そんな彼女に、イリーナもジニーも、そして俺も。

　ただただ、沈ちん黙もくを返すことしかできなかった。

　……神域の頭脳。究極の知性。史上最高の学者。

　四天王が一人、ヴェーダ・アル・ハザードを評する際、人々は総じて大おお仰ぎような言葉を使う。

　事実、彼女の才覚は煌きらびやかに装そう飾しよくされた文句に相応ふさわしいものだが……

「まったくもう！　しつれ～しちゃうなぁっ！　人を外見で判断しちゃダメだって親に教わんなかったのっ!?」

　ぷんすかと怒るその可愛らしい姿からは到とう底てい、想像もできないだろう。

　彼女が、四天王の一角であることなど。

「いや、だって、ねぇ……？」

「いくらなんでも……」

　顔を見合わせ、困こん惑わくを隠かくそうともしないイリーナとジニー。

　ヴェーダを初めて見る者はおおよそがこうなる。古代世界でもそうなのだから、誤った人物像を受け入れていた現代人ならばなおさらであろう。

　なんにせよ、このままでは話が進まんので、俺は一歩前に出て彼女へ声を──

「お初にお目にかかります。私はア──」

「おやおやぁ!?　君ってば、レアモノの匂においがするねぇっ！」

　こちらの挨あい拶さつを遮さえぎって、ヴェーダが瞳を輝かがやかせた。

　澄すみ切きった目をキラキラさせるその姿は、まさに純じゆん粋すい無む垢くな幼子、なのだが。

　俺は知っている。こいつがこういう態度をとったなら、次の瞬間どうなるのかを。

　実際のところ──

「ちょっと解かい剖ぼうさせてくれないかなぁっ!?」

　まるで珍しい昆こん虫ちゆうを採取しようとする子供のような気安さで、ヴェーダはこちらへと攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。

　詠えい唱しようもなく。魔ま法ほう陣じんの発現さえなく。

　ヴェータの周囲に半はん透とう明めいな刃やいばが無数に召しよう喚かんされ──

　こちらがそれを認にん識しきした矢先、刃の群れが獰どう猛もうな軌き道どうを描いて飛んでくる。

　常人であれば面食らうことで対応が遅おくれ、結果ズタズタに刻まれていたことだろう。

　だが前述の通り、俺はコイツのことをよく知っている。

　出で会あい頭がしら、何かを感じ取ってこういうことをしてくるだろうと、確信を抱いだいていたのだ。

　よって対応は迅じん速そくである。

　半透明な刃が放たれるよりも前に、俺は防ぼう御ぎよ魔法を発動していた。

　等級は無論、上級。名は《ギガ・フィールド》。

　こちらを中心として、四方に魔法陣が顕けん現げん。次いで、球体状の膜まくが全身を覆おおい隠かくす。

　数すう瞬しゆん後、防ぼう壁へきに刃が衝しよう突とつ。半透明なそれらはことごとくがガラスのように砕くだけ散ちり、大気の中へと霧む散さんしていった。

「おぉうっ！　すごいねすごいね！　この天才魔法学者のヴェーダちゃん、オリジナルの必ひつ殺さつ技わざを防ぎきるだなんて！」

　ますます、こちらに対する興味を深めたらしい。

　上気した様子で頰ほおを赤らめ、鼻息を荒くさせ……

「よぉ～し、そんじゃ次は、もっとヤバいやつを試ためしちゃおっかなっ！」

　言うや否いなや、ヴェーダの頭上に真っ黒な穴が現れた。

　今回もまた、詠唱もなければ魔法陣もない。

　これが、ヴェーダの恐おそろしい要素の一つである。

　奴やつが扱あつかう業わざは魔法だかなんだかよくわからない、解かい析せき不能な技術だ。

　俺が創り出したルーン言語による人間用の魔法をベースに、奴は自分専用の不可解なパワーを創造した。それが彼女にもたらす戦力は絶大である。

　そのうえ、奴は普ふ段だんから強力な魔ま導どう兵器を造りまくっており……

　正体不明なパワーと兵器を組み合わせて戦ったなら、このヴェーダは神さえも殺せるほどの力を発揮するだろう。

　だからこそ、俺は学者であるコイツを文官の最さい高こう峰ほうたる七文君ではなく、武官の最高峰である四天王に選定したのだ。

「さぁ、実験を始めようかっ！」

　爛らん々らんと輝く瞳には、色いろ濃こい狂きよう気きが宿っている。その姿はまさに、マッドサイエンティストのド変態であった。……ウチ魔王軍の連中はこんなんばっかりである。

　俺はやれやれとため息を吐つきながら、

「貴女あなたにお付き合いするのもやぶさかではありませんが……そうなりますと、私の連れ二人に迷めい惑わくがかかりますね。結果として貴女はオリヴィア様の不興を買うことになりますが、それでもよろしいのですか？」

「うぇっ？　オリヴィアちゃんがなんで怒るのさ？」

「私達は、貴女に仕官させていただくつもりでこちらへ参ったのです。オリヴィア様のご紹しよう介かいでね」

　そう述べると、ヴェーダは「ちぇ～。じゃあ我が慢まんするよ」と素す直なおに頷うなずいて、頭上に浮うかんでいた黒い穴を消した。

「にしても、ワタシに仕官だなんてめっずらしいねぇ。もしかしてアレかな？　ワタシの大ファンとか？　ゲヒャヒャヒャヒャ！　ついにワタシの時代が来たか～！」

　一人で納なつ得とくし、こちらの答えなどまったく必要としていない様子。

　楽しげに笑い転げるヴェーダの姿に、イリーナとジニーはまったく同じタイミングで、まったく同じ言葉を吐はき出だした。

「「なんなの、この子……」」

　気持ちはわかる。痛いほどわかるぞ、二人とも。




　さて。

　落ち着きを取とり戻もどした後、ヴェーダはまず、木こっ端ぱ微み塵じんとなった屋敷を元に戻した。

　まるで時間が巻き戻っているかのようなその光景は、やはり魔法によるものではない。

「……本当にヴェーダ様、なのね。あの子が」

「い、未いまだに信じられないっていうか、信じたくないというか……」

　顔を見合わせながら、ブツブツと言い合うイリーナとジニー。思えば、こっちに来てからずっとこうだな。普段みたくいがみ合うことが一いつ切さいない。そうする余よ裕ゆうもないのだろう。

「よぉ～し、じゃあ入って入って！　詳くわしい話を聞いてあげるからさ！」

「……我々の詳しよう細さいは、先さき程ほどお話した通りですが。オリヴィア様の──」

「紹介受けて来た浪ろう人にん達、でしょ？　でもさぁ、君達」

　首を動かして、肩かた越ごしにこちらを見るヴェーダ。ギョロリとした大きな瞳は、まるで全てを見通すかのような不可思議さを宿していて──

「それだけじゃないんだろう？」

　実際のところ、奴の頭脳は俺達の真相を見み抜ぬいているのだろう。

　かつての配下に対し、改めて畏い敬けいの念を覚えながら、俺は先導するヴェーダに従い二人と共に屋や敷しきへと入った。

　屋敷の内観は極きわめてシンプル。無む駄だが一切なく、珍ちん奇きなものはどこにもない。

　そうした内部を進んで行き、応接間と思おぼしき部屋へと入った。

　広々とした室内には複数の寝しん台だいが置かれている。

　ヴェーダはその一つに寝ねっ転ころがると、

「君達も楽にしちゃっていいよ！」

　この言葉に、イリーナもジニーも俺へと目をやった。

　どうしてよいのか、わからないのだろう。

　現代であればこういうとき、ソファーなどに座って向き合いつつ話すものだが……

　この時代、この国にはソファーなどない。代わりに、この寝台を使うのである。

「お二人とも、寝台に寝そべってください。こういうときはそのような状態で会話をするのが古代の文化です。以前、オリヴィア様の歴史学の講義で習ったでしょう？」

「あっ、そ、そういえば、そうだったわね」

「初めて知った時も思いましたけど、なんだか変な文化、ですね。どうしてこういう習慣が根付いたんでしょう？」

　寝台へと横たわる二人。この風習の所以ゆえんは、古代人特有のおおらかさにあると個人的には考えているが、本当のところは俺も知らん。特別、気にしたこともない。

　俺も二人と同じように寝そべりながら、ヴェーダの顔を見る。

　それから……

「ご要望にお応こたえして、我われ々われの素す性じようを明かさせていただきます」

　俺達がこの場へと至る経けい緯いを、包つつみ隠さず話した。

　自分達が未来人であること。自じ称しよう・神の手によってこの時代に飛ばされたこと。元の時代に戻るための手がかりを探していること。

　常識ある人間であれば、こんな荒こう唐とう無む稽けいに過ぎる話は一切信じないだろう。

　だが、目前にて、寝台に寝そべりながら俺の話に聞き入るこの変態は、常識など持ち合わせぬマッドサイエンティストである。

　信じぬどころか、奴は目をキラッキラと輝かせて、

「マジか！　マジで！　マジだ！　フゥオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　奇き声せいを発しながら、寝台の上でビッタンビッタンと、跳はね回まわる魚のように躍やく動どうする。

「《外なる者達アウター・ワン》とも《旧ふるき神》とも違ちがう、超ちよう高こう次じ元げん存在の尻しつ尾ぽは摑つかめてたんだけどね！　まっさかこんな形でその存在が実証されるダなんて！　やっべぇ、超ちよう絶ぜつテンション上がってきたぁああああああああああああああああっ！」

　激しく跳ね飛びまくるヴェーダに、イリーナもジニーもドン引きであった。

　もちろん、俺もドン引きしている。

　なんで頼たよりになるのがコイツしかいないのだろう……と、嘆たん息そくしてからすぐ、イリーナが疑ぎ問もん符ふを覚えた様子で問うてきた。

「さっきヴェーダ様、《旧き神》とか言ってたけど……《旧き神》ってなんだっけ？」

　俺が答えるよりも前に、ジニーが得意げな顔で返答した。

「《旧き神》とは、古代よりもさらに過去、超古代の世界を支配していたという謎なぞの存在の通つう称しようです。彼等は《邪じや神しん》がこの世界に襲しゆう来らいした際、殲せん滅めつされてしまったとオリヴィア様は言ってました。……授業は真しん剣けんに聞きましょうね？　ミス・イリーナ」

　小こ馬ば鹿かにした調子で笑うジニーに、イリーナが頰を膨ふくらませた。

　微笑ほほえましい様子に、俺は微び苦く笑しようを浮かべる。と、どうやらヴェーダが落ち着きを取り戻したらしく、「あぁ～、疲つかれた～」とか言いながら寝台の上をゴロゴロと転がって、

「ま、とにかく事情は理解したよ。君達の希望通り、ワタシが君達を庇ひ護ごしてあげようじゃないか。元の時代に戻る手伝いもしてあげよう。ただし、その代わり──」

　どうせ実験に付き合えとか、たまに解剖させてくれとか、そんなことを言うつもりだろう。そうはさせじと、先手を打つべく、俺は口を開く──

　その前に。

　ドガァッ、という破は壊かい音おんが響ひびく。

　遠くから飛んできたそれは、おそらく屋敷の外部から響いたものだと思われるが……

　不ふ審しんな音が耳に入ってすぐ、ドタドタと慌あわただしい足音が聞こえてきた。

　それは次し第だいにこの部屋へと近づいてきて……当然ながら、俺もイリーナもジニーも即そく座ざに寝台から降りて、警けい戒かい態勢をとった。一方でヴェーダは依い然ぜんとして寝台に寝そべったままで、なんの緊きん張ちよう感かんも発してはいない。

　そして次の瞬しゆん間かん。

「だらっしゃあああああああああああああっ！」

　鈴すずのような美声には不似合いな叫さけび声ごえと共に、ドアが蹴け破やぶられた。

　果たして、乱暴な闖ちん入にゆう者しやの正体は……俺達がよく見知った人物であった。

「シ、シルフィー……!?」

　イリーナの口から、闖入者の名が紡つむぎ出だされた。

　そう、シルフィー・メルヘヴンである。ただし、この時代の、だが。

　服装は古代のスタンダード。全身を一枚の布で覆った、露ろ出しゆつ度どの高い衣装。

　彼女のシンボルでもある炎ほのおのような赤あか髪がみは、現代のそれよりかはやや短めであり、背せ丈たけも少しだけ低い。胸やらなんやらはこの当時から相変わらずちんちくりんである。

　そんなシルフィーは俺達のことなど一いち瞥べつすらせず、寝台にて寝ね転ころがるヴェーダにのみ視線を集中させ、こう叫んだ。

「見つけたのだわっ！　もう逃にがさないわよ、この馬ば鹿かっ！」

「ゲヒャヒャヒャヒャ。知ってるかい、シルフィーちゃん。人に馬鹿って言ったらね、その人は相手よりもずっと馬鹿になっちゃんだよ～？」

「えっ。そ、そうなのっ!?」

「ぷぷ～～～っ！　んなわけないじゃあ～～～ん！　人の言うことをなんでもかんでも真に受けちゃってさぁ！　ほんっと、君ってば天てん井じよう知らずの馬鹿だよねぇ～～～！　ゲヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャヒャ！」

「ぐぬぬぬぬぬ……！」

　腹を抱かかえて笑い転げるヴェーダと、顔を真っ赤にして唸うなるシルフィー。

　そんな二人の容姿に、イリーナはどこか複雑げな表情だった。

　おそらく、オリヴィアのとき以上に、シルフィーとの再会がショッキングなのだろう。

　妹分として可愛かわいがっていた存在が、自分に対してなんの関心も示さないという現状に、少なからず心痛を感じているに違いない。

　何か一つ、イリーナちゃんを癒いやしてやれるような言葉を、と、思し索さくする──

　その最さ中なかのことだった。

「あぁ、もうっ！　ボッコボコにしてやりたいけれど！　今回は我慢するのだわっ！」

　次の瞬間、シルフィーが口にした言葉が──

　俺の心を、大きく動かした。




「やっちゃってちょうだいっ！　リディー姐さんっ！」




　名を呼ばれてからすぐ、コツコツと、静かな足音が鳴り響く。

　そして、一人の美女が室内へと入ってきた。

　その姿を視し認にんすると同時に……ドクリと、心臓が高鳴る。

「っ…………！」

　周囲の全てが、真っ白に漂ひよう白はくされていく。

　イリーナも、ジニーも、シルフィーも、ヴェーダも。全ての存在が意識の中から消失し、俺の視界には、俺の世界には、ただ一人の女だけが残った。
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「リディア……！」




　どれだけ、また会いたいと願ったか。

　そのたび、どれほどの苦痛を味わったか。




　もはや思い出の中でしか、その姿を見ることはない。そう思い続けてきた彼女が、今、目前に立っている。

　そんな現実に、俺は動どう揺ようせざるを得なかった──







　　　第四一話　元・《魔ま王おう》様と、伝説の《勇者》







「えっ……!?　リ、リディー姐ねえさんって、ことは……!?」

「あ、あの人が、伝説の……!?」

　蹴破られたドアの前に立つ一人の女を見つめながら、イリーナとジニーは冷ひや汗あせを流す。

　二人の視線を浴びる彼女は、ヴェーダを一瞥すると、小さく息を吐はいて目を瞑つぶる。

　その外見を一言で表すなら……美の結けつ晶しようといったところか。

　長く尖とがった耳が示す通り、種族はエルフ。背丈は女にしては高い一七五セルチ。

　引ひき締しまった肢し体たいと女性特有の膨らみを、薄うすい布地で覆おおっている。

　顔の造形は全てが黄金律で構成されているかのようで、長く美しい銀ぎん髪ぱつが特とく徴ちよう的てき。

　彼女の名は、リディア。リディア・ビギンズゲート。

　神話に名を刻みし数多あまたの英えい雄ゆう達の主席にして、代表格。

　始まりの《勇者》にして、あらゆる戦士の頂点。

《魔王》と呼ばれていた頃ころの俺にとっては、唯ゆい一いつ無二の親友だった女。

　そんなリディアは次の瞬間──

　くわっ！　と、切れ長の怜れい悧りな瞳ひとみを開いて、

「やいヴェーダ、てめぇゴラァ！　後方支し援えん部隊の数が少ねぇってなんべん言わせるつもりだボケッ！　オレのこと舐なめてやがんのか！　あぁんッ!?」

　美声に不似合いな汚きたない暴言を吐き散らかしながら、リディアは長い銀髪を揺ゆらめかせ、ズカズカとヴェーダのもとへ詰つめ寄よった。

　そうして彼女の小こ柄がらな体を持ち上げ、無理やり立たせると。

「出しゆつ撃げき部隊の数を倍に増やしやがれッ！　さもなきゃケツの穴に腕うでブチ込んで脳のう味噌みそまで貫かん通つうさせんぞ、ゴラァッ！」

　胸倉を引っ摑み、至近距きよ離りでガンを飛ばしながら凄すごむ。まるで街のチンピラであった。

　その美しい外見からは想像もつかぬ粗そ暴ぼうさに、イリーナもジニーも啞あ然ぜんとしている。

「……アレが、伝説の《勇者》様？」

「え、英えい雄ゆう譚たんの人物像と、違いすぎますよ、いくらなんでも……」

　後世に伝わるリディア像もまた、「ふざけんな馬ば鹿か野や郎ろう」と言いたくなるようなものだからな。そうした虚きよ像ぞうを信じていた二人には衝しよう撃げき的てきな現実であろう。

　このリディアという女は決して、現代に伝わっているような聖人君子ではない。

　美しいのは見た目だけで、その内心は様々な欲よくに塗まみれた小汚いチンピラである。

　そしてシルフィーの姉貴分なだけあって、ワールドレコード……いや、ヒストリーレコード級の大馬鹿野郎である。

　……そんな大馬鹿野郎の姿を見た途と端たん、自然と、じんわり涙なみだが浮うかんできた。

　そうか。俺は、過去に戻もどってきたんだな。

　リディアがいる世界に、戻ることができたんだな。

　動揺が一気に、感動へと変化する。その一方で、リディア達は、

「まぁまぁ、落ち着きなよ、リディアちゃん。後方支援部隊の数は適切だと思うよ？　なんせワタシの天才的な頭脳が導き出した数──」

「なぁ～にが天才的頭脳だ、この豆まめ粒つぶ馬鹿が！　ちょっと前の戦いくさでもそんなこと言って、想定以上の被ひ害がい数になったの忘れてんじゃねぇだろうなぁッ!?」

「想定以上？　いやいや、そんなことはないよ？　ワタシが読みを外すわけないじゃないか。なぜならワタシは────天ッ☆才ッ☆だからねぇぇええええええええええええ！　ゲヒャヒャヒャヒャ！」

　胸倉を摑つかまれ、足が浮いた状態にもかかわらず、ゲラゲラと大笑いするヴェーダ。

　それに対し怒いかりを隠かくそうともせず、怒ど鳴なり散らしながら、彼女の小柄な体を揺らしまくるリディア。

　そんな両者の傍そばでは、シルフィーが得意げな顔をして立っており、

「さすが姐さん！　あの頭がおかしい変態相手でも、ぜんっぜん気き後おくれしてないのだわ！」

　瞳に憧しよう憬けいの煌きらめきを宿しながら、リディアに熱視線を向けている。

　そんなシルフィーだが、何かに勘かん付づいたのだろうか、不意にイリーナの方を見ると、

「……ん？　アンタ、姐さんに似てるわね。まさか、生き別れの姉妹？」

　顎あごに手を当てながら、シルフィーはイリーナの顔を覗のぞき込む。

「い、いや、あたしは、その……」

　現代のシルフィーとは違ちがい、過去の彼女にはどう接していいのかわからないのだろう。

　イリーナはしどろもどろな返答しかできなかった。この二人のこういうやり取りは非常に貴重で、なんだか面おも白しろく感じる。

　……さておき。

　リディアの怒鳴り声から察するに、俺達が飛ばされた時代は、やはりアラリア平野の戦いが決着する以前の時期、らしいな。

　この頃ころ、既すでに俺達は幾いく柱はしらかの《外なる者達アウター・ワン》を打だ倒とうしており、勢いに乗った状態であった。国土も広々とした面積を確保しており、世界に覇はを唱える大国へ成長を遂とげ、いよいよ《外なる者達アウター・ワン》、そして《魔ま族ぞく》との戦も最終段階へと突とつ入にゆうしていく……そんな時期だったと記き憶おくしている。

　この頃の俺は戦のほとんどを四天王やリディア率いる勇者軍に任せきっており、王都にて内政に勤いそしんでいた。多くの変態、もとい人材を抱えた我が軍はまさに黄金期を迎むかえており、もはや俺がわざわざ出しゆつ陣じんすることもない状態だったからだ。

　そんな時期にあって、アラリア平野の戦いはまさに、長く続いた戦の中ちゆう盤ばんと終盤を隔へだてるターニングポイントであった。

《魔族》が治める広大な土地、アラリア平野。そこに建こん立りゆうされた多くの砦とりでと城じよう塞さい都市。

　これらを落とし、大陸支配の礎いしずえを築いたのが、当時のリディア軍とヴェーダ軍のコンビだった。当初は相あい性しようが悪いと思われていた両軍だったが、意外にもこれが上手うまくハマり、最終的には攻こう略りやく難度が高いとされていたアラリア平野を二年足らずで平らげてしまった。

　リディアの怒ど声せいを聞くに、現在はアラリア平野の戦いにおける中盤戦といったところか。

「だ～か～ら～！　もうそろそろヤベぇのが出てくる頃ころ合あいだっつってんだろが！　オレの勘がビンビン反応してんだよ！」

　目め尻じりを吊つり上あげながらなおも怒鳴り散らすリディアに、さしものヴェーダも疲つかれが出始めたのだろうか。面めん倒どう臭くさげに瞳を細め、嘆たん息そくすると、

「むぅ～～～。じゃあさぁ、そこの三人を使えばいいよ」

　思わず「は？」と声を出してしまうようなことを言いながら、こちらを指差してくる。

　ここでようやく、リディアは俺達の存在に気付いたらしい。

「あぁん？」とガラの悪い声を出してから、奴やつは首だけを動かし、こちらを向いた。

　彼女の目が真っ先に捉とらえたのは……この俺である。

　瞬しゆん間かん、その瞳が鋭するどく細められた。が、リディアは特に何も言うことなく、隣となりへ視線をずらす。そこに立っていたのは、イリーナだった。

「……お前」

　リディアの端たん整せいな顔が、僅わずかに歪ゆがむ。これは驚きよう愕がく、であろうか？　なんにせよ、イリーナに強い感情を抱いだいたことは間ま違ちがいなかろう。

　……それにしても、今さらだが、先刻シルフィーが述べた通りイリーナとリディアの容姿は実によく似ているな。初めてイリーナと出会った際にも考えたことだが……

　まさかこの二人、血けつ縁えん者しやではあるまいな？

　……いや、そんなわけないか。

　この俺が、リディアの血縁者に転生後すぐに出会うなど、あまりにも出来すぎている。

　と、そんなことを考えている最中。

　リディアがついっと視線を横にずらし……ジニーを瞳に捉えた瞬間のことだった。

「ッッッ！　おいおいおいおい！　マジかオレ！　なぁにやってんだよ、馬ば鹿か！　こんな上玉が同じ部屋にいるってのに！」

　リディアは片手で自分の顔を覆い、天を見上げ、嘆息すると、ヴェーダの細身な体を放り投げてジニーの方へ近寄ってきた。

「え？　え？」

　目を付けられたジニーが、大量の冷や汗を流しながら当とう惑わくする。そうしながら、こちらに目を向けてきた。彼女の瞳は、こんな問いを投げているかのようだった。

『わ、私、何かしちゃいましたかっ!?』

　……いいや。何もしてないぞ、ジニー。

　これは、そう。

　奴の悪い癖くせなのだ。

「お嬢じようさん、お名前は？」

　ジニーを目前にすると、リディアは彼女を見下ろしつつ、先刻までとは打って変わって丁てい寧ねいな口調で問いかけた。

　老ろう若にやく男なん女によを虜とりこにするような美声を受けて、ジニーは頰ほおを紅あかくしながら、受け答える。

「ジ、ジニーと申しますわ。こ、このたびは、ご高名な《勇者》様にお会いできて、光栄の極きわみ、です……」

「ハッハッハ。そんなにかしこまらないで。私なんぞ、そんなたいしたものじゃありませんよ。そう……貴女あなたのような美しく可か憐れんな華はなに比べれば、ね」

　……あぁ、もう。久々だな、この感じ。

　できることならあリのデ馬イ鹿アの頭をひっぱたいてやりたい。だが、ここはグッと我が慢まんだ。

　……一方で、奴の本性を知らんジニーは頰をますます紅くして、照れ始めた。

「は、華だなんて、そんな」

「いやいや、貴女は本当に素す晴ばらしい女性だ。見み目め麗うるわしく、端整な容姿。そして──」

　リディアの視線が、僅かに下へと落ちる。

　そこにあるのは、たわわに実ったジニーの乳ち房ぶさであった。

　途端、リディアの目に邪よこしまな気が宿り──

　とうとう、馬鹿が本性を現した。

「どうですか、お嬢さん。今から私の別べつ荘そうで、夢のような一時を過ごしてみませんか？」

「……えっ」

　遠回しではあるが、奴の物言いは明らかに情事への誘さそいであり……

　それがあまりにも意外だったのだろう。ジニーの細ほそ面おもてに驚おどろきと当惑が広がる。

　一方で、彼女の目前に立つ両刀使いの変態リデイアは、さらなる欲よく望ぼうの声を積み重ねた。

「その反応……まさか、未経験？　ウッソだろ、おい。サキュバスなのに未経験？　なにそれチョー最高。ますます気に入ったわ。ぐへへへへ」

　途と中ちゆうから一気に距離を詰めてきた。精神的にも、肉体的にも。

　ジニーの腰こしを抱だき、キス寸前レベルまで美び貌ぼうを近づけるリディア。絵え面づらだけを見れば、絶世の美女が可憐な少女を抱きしめている、といった内容になるが……その実態は、性せい欲よく魔ま人じんの変態が哀あわれな少女に毒どく牙がを突つき立たてんとする、そんな図式であった。

　ジニーはそれを本能で察したのか、途端に恐きよう怖ふの表情となって、

「ひぃっ！　は、放してくださ……いぃっ!?　ちょっ、ど、どこ触さわってんですかぁ!?」

「ぐへへへ、いいケツしてんじゃねぇか姉ちゃん」

　もはや汚い自分を隠そうともしない。同性であることを利用して、ジニーの体を思う存分まさぐり始めたリディア。

　そんな彼女の姿に、イリーナは小首を傾かしげ、

「ねぇアード。リディア様はなんであんなにジニーのことを気に入ったのかしら？」

　なぜジニーを気に入ったのかって？　それはね、イリーナちゃん、あいつが巨きよ乳にゆう美少女をこよなく愛するド変態だからだよ。

「あっ……ちょ、そ、そこはらめぇ……！　そこは、アード君だけのものなのぉ……！」

「なんだ姉ちゃん、心に決めた奴がいるのかぁ？　ぐへへへ、なおさら燃えてきた！　オレのテクで寝ね取とっちゃるわ！　ぐへへへへへへへ！」

　とうとう、あの腐くされ馬鹿のド変態が、イリーナちゃんには見せられんレベルの行こう為いに及および始めたので。

　俺は前に出て、無理やりリディアとジニーを引きはがした。

「あぁん!?　あにすんだてめぇ!?」

　端整な顔を怒ど気きで歪めながら、ゼロ距きよ離りでメンチを切ってくるクソ馬鹿女。

　その姿はまさに、全身男性器な街のチンピラ野や郎ろうである。

　……なんで俺は、こんな奴を親友だと思っていたのだろう。

「申し訳ございませんが、我われ々われはたった今この都市に着いたばかりでして。私も、そこのイリーナさんも、そして先刻までさんざんいじくり倒たおしてくださったジニーさんも、大変疲れております。よって……ご遠えん慮りよください。さまざまな意味で」

　口元には微び笑しようを浮うかべておいたが……やはり内心に渦うず巻まく感情を隠し通すことは叶かなわない。気付けば瞳ひとみが鋭くなっていて、俺は真っ向から、リディアにメンチを切り返していた。

「てめぇ、いい度胸してんじゃねぇか。オレと喧けん嘩かするつもりか？」

「滅めつ相そうもございません。ただ……貴女がどうしても私に挑いどみたいとおっしゃるなら、相手をして差し上げますよ？」

　ここではアード・メテオールとして振ふる舞まわねばならぬ、ということは重々承知しているのだが……こいつを前にすると、どうしても抑おさえが利きかん。

「へぇぇぇ……マジでいい度胸してんじゃねぇか……！　表出ろやゴラァッ！」

　挑ちよう発はつに乗ってはならぬと思いながらも。

「いいでしょう。貴女の酷ひどい性根を叩たたき直なおして差し上げます」

　我慢できず、共に屋や敷しきの外へ出て。

　何時間にもわたり、殴なぐり合あいの喧嘩を繰くり広ひろげたのだった。

　魔ま法ほうなどは周囲の迷めい惑わくになるため、扱あつかうのは己おのれの肉体のみ。とはいえ、相手は全盛期の《勇者》。純じゆん粋すいな肉体技だけでも驚きよう異い的てきな力を誇ほこる。

　反して、こちらは前世の頃ころと違い古代世界の平均レベルな肉体。

　そうであるがゆえに、《魔王》と呼ばれた頃に比べて追い込まれやすかった。

　この馬ば鹿か野や郎ろう。俺も全盛期だったなら、こんなに殴られることはなかったというのに。

　生まれて初めて、《魔王》と呼ばれた頃に戻もどりたいと思った。

　そして──

「ぜぇ、ぜぇ……や、やるじゃねぇか、てめぇ……！」

「お、思ったよりも、たいしたこと、ありませんね、貴女は……！」

「原形留とどめてねぇ顔面で、んなこと言ってもな、説得力、ねぇんだよ、バァーカ……！」

「貴女だって、お綺き麗れいな顔が、醜みにくいゴブリンのように、なってますよ、ざまぁみろ……！」

　お互たがい、地べたに転がりながら、罵ば倒とうを吐はき合あう。

　そんな俺達を、イリーナやジニーはどんな顔で見ているのだろうか。ヴェーダはおそらくニヤニヤしているに違ちがいない。

　……まったく、嫌いやな時代だ。さっさと現代に帰りたい。

　口の中に溜たまった血を乱暴に吐き捨てる、と──

「く、くく……！　まったく、おもしれぇ野郎だな、てめぇは」

　ケラケラと、リディアが笑い始めた。その顔にはさっきまでの敵意などなく……カラッとした気持ちのいい、いうなれば男らしい情念だけがある。

「アードっつったっけ？　お前、あの二人連れて後方支し援えんに来いよ」

　起き上がり、こちらの顔を見下ろしながら、リディアは言う。

「ホントは前線まで来いって言いたいところだが……なんか事情でもあんだろ？　さもなきゃ、ヴェーダなんぞの下についたりしねぇもんな」

「……そこまで察することができるなら、無茶なことは言わないでください。我々は戦場になど──」

「オメーの力がオレには必要なんだよ。皆みなまで言わすな、恥はずかしい」

　ムスッとした顔をするリディア。

　……まったく、こいつは本当に嫌な奴やつだ。いつもいつも、俺の予定を崩くずしに崩しまくる。

　そんなこいつが、俺は心底から大だい嫌きらいだ。

　……大嫌いだが、頼たよりにされたなら、仕方あるまい。

「……いいでしょう。そこまでおっしゃるなら、力を貸して差し上げなくも──」

「お前が来りゃ、あのジニーちゃんも来るよなぁ？　そうなりゃこっちのもんだ。あの手この手でモノにして……空き時間とかにアレやらコレやらヤりまくってやるぜ！　ぐへへへ、戦いくさが楽しみになってきたなぁ～～～～！」

　ボコボコになった美顔に、小こ汚ぎたない欲望を宿して笑うリディア。

　そんなかつての親友に、俺は──




　とりあえず、もう一発拳こぶしを叩き込んでやったのだった。







　　　第四二話　元・《魔王》様と、古代世界の夜







　リディアとの邂かい逅こうにより、我々は戦場への出しゆつ撃げきが決定した。

　……当初の予定とは異なるが、より手て柄がらが立てやすくなったとポジティブに捉とらえよう。

　どの道、我々はなんらかの功績を挙げ、軍内での立ち位置をある程度は高めるという方針で動いていたのだ。

　戦場には功績がゴロゴロと転がっている。それを一つでも拾い上げれば、《魔王》との邂逅という目標に大きく近づくことだろう。

　我々が任されたのは後方支援であるため、それほど大きな危険に遭あうこともなかろうし……判断を誤ったというわけでは、ないはずだ。

　ともあれ。

　当然の話だが、従軍が決まったら即そく出発、ということになるわけもない。

　リディア、ヴェーダ、両軍共にまだ準備すべき事こと柄がらがあるとのこと。

　それが終わり次し第だいの行軍となる。

　これは非常に都合がいい。こちらとしても一つ、準備をしたいと考えていたところだ。

　また、ありがたいことはもう一つあり……

　行軍の日を迎むかえるまで、我々はこの都市にあるリディアの別荘で過ごすことになった。

　イリーナとジニーをよほど気に入ったのだろう。俺はオマケ程度だろうが、なんにせよ僥ぎよう倖こうであった。リディアがこのように申し出てくれなければ、俺達はあのヴェーダと寝しん食しよくを共にするハメになっていたのである。

　このことをヴェーダに報告したところ、奴は大きな瞳をウルウルとさせて、

「やだぁ～～～！　行っちゃやだぁ～～～！　ずっとここにいてよぉ～～～！」

　こちらの胸に飛び込んできて、幼児のように残留をねだってきた。

　そのさまだけを見れば、非常に可愛かわいらしい子供、といった印象である。

　コイツは見た目だけは本当に可か憐れんな少女なのだ。ゆえにこういうおねだりをされたなら、誰だれもが言うことを聞いてしまうだろう。

　しかし……

「夜寝てるときにこっそり人体実験とかするつもりだったのにぃ～～～！　せめてこの場で！　この胸をちょっとだけ切り開かせて！　ちょっとだけでいいから！　先っちょだけでいいからぁ～～～～～～～～！」

　この時点で、誰もがコイツを投げ飛ばして逃にげ去さるだろうが。

　当然、俺もそのようにした。

　背後でヴェーダのすすり泣く声が聞こえてきたのだが、まったく心は痛まない。

　……なんで我が軍の人材は上に行くほど変態度が増すのだろうか。

　そうした一ひと悶もん着ちやくの末に、我々はリディアの別荘へと赴おもむき、それぞれが一室をあてがわれた。奴の別べつ荘そうもまた、単純にデカいというだけで造形的美点はどこにもない。とはいえ、室内は十分な広さがあるし、何より清潔だ。よって問題は一つもない。

　ベッドの上に寝ね転ころがり、その感かん触しよくを楽しむ。そうしながら、俺はポツリと呟つぶやいた。

「……まさか、あいつと再会するとはな」

　実のところ、この時代に飛ばされた時点で、その可能性は脳裏をよぎっていた。

　だがそれは一いつ瞬しゆんのこと。すぐさまそうした思考は消えた。

　いや……考えないように努めたと言った方が正確か。

　俺にとってリディアという女は、極きわめて複雑な存在なのだ。

　かつての親友であるがゆえに、もう一度会いたいという気持ちは常にあった。

　魂たましいのみの存在となり、俺の指示を聞くだけの人形と化した彼女ではなく、活いき活きとした本物のリディアに会いたい。そんな思いは常に抱いだいていた。

　だが、その一方で。

　そんな唯ゆい一いつ無二の親友を、俺はこの手にかけたのだ。

　厳然たる事実が、会いたいという思いに対し、断念を迫せまる。

　お前にそんな資格があるのか？　と。

「……あの自じ称しよう・神とやらは、いったい何を考えているのだ。俺に対する嫌がらせか？　もしそうだったなら、次に会った際は容よう赦しやせんぞ……」

　嘆たん息そくする。と──

　次の瞬間、ドアがノックされた。

　ジニーでもやって来たのだろうか？　イリーナちゃんやリディアは入室前のノックなどしないからな。

　この時間帯夜中に彼女が来たということは、つまり……

　艶つや事ごとをどのようにして断ろうかと頭を悩なやませながら、返事をする。

　果たして、ドアを開いて入室してきたのは。

　ジニー、ではなかった。

　見知った顔ですらない。褐かつ色しよく肌はだと白い髪かみが特とく徴ちよう的てきな、年とし端はもいかぬ少女であった。

　服装は一いつ般ぱん的てきなものだが……腹部に刻まれた紋もん章しようが、彼女の立場を表している。

　あの特徴的な紋章は……奴ど隷れいの印である。

「お初にお目にかかります。ラティマと申します。リディア様の従僕にして、身の回りのお世話をさせていただいております。このたびはリディア様の命により、こちらに滞たい在ざいなさる間、わたしが貴方あなた様のお付きとなりました。ふつつか者ではありますが、なにとぞよろしくお願いいたします」

　事務的に、淡たん々たんと述べると、ラティマと名乗った少女はぺこりと一礼した。

　……リディアは確か、奴隷制度の反対派であったが、この制度が社会にもたらす利点を理解していたがために、潰つぶすことができなかった。

　その代わり、せめて不当な扱いを受けて奴隷となった存在を救おうと躍やつ起きだったな。

　この少女もおそらくはリディアに救われ、その身み柄がらを彼女に預けたのだろう。

　リディアの側近部隊にはそうした者が多く在ざい籍せきし、彼女に狂きよう信しん的てきな忠誠を誓ちかっている。

　ゆえにこのラティマという少女は信用ができる……はずなのだが。

　気のせい、だろうか。




　こちらを見る彼女の目に、どこか剣けん吞のんな色が宿っているように思えるのは。




　　　　◇◆◇




　一室をあてがわれた後、イリーナはジニーと共に、リディアの誘さそいを受けて屋敷に併へい設せつされた入浴施し設せつへと入った。

　大きな浴場、その湯船の中には既すでにシルフィーが華きや奢しやな体を浸つけており、

「ふぃ～～～～。生き返るのだわぁ～～～」

　などとオッサン臭くさいことを呟きながら、気持ち良さげに息を唸うならせていた。

　そんな様子にイリーナは自然と笑えみを零こぼす。

（やっぱり、シルフィーはシルフィーなのね）

　入浴時間は、なかなか楽しいものだった。

　その中心にいたのはやはり、

「ジニーちゅわ～～～ん！　背中洗いっこしようぜ～～～～～！」

　この人。リディア・ビギンズゲートであった。

「ひぃぃっ!?　え、遠えん慮りよしますぅううううううううう！」

「そんなこと言わないでさぁぁぁぁぁ！　泡あわ塗まみれになったおっぱい揉もませてくれよぉ～～～！　ぐへへへへへへ！」

「いやぁああああああああああああああっ！」

　好色親おや父じもドン引きしそうな顔をして、ジニーを追いかけ回す。そんな様子からはとてもではないが、伝説の《勇者》の威い厳げんなど感じられない。

　だがむしろ、それがイリーナには良い点に思えた。

　もし英えい雄ゆう譚たんなどで描えがかれているリディア像そのままだったなら、イリーナは常に萎い縮しゆくしっぱなしで、気の落ち着く暇ひまもなかっただろう。

　とはいえ──

「げははははは！　捕つかまえたぜ、マイ・ハニー！」

「ひぃぃぃぃぃ!?　は、放して！　放してくださいっ！　ちょっ、お、おっぱい揉んじゃらめぇええええええええええっ!?」

　ジニーにとっては、たまったもんじゃないだろうが。

　豊かに育った形のいい巨きよ乳にゆうが、リディアの白い手の中でグニュグニュと形を変える。

　心底迷めい惑わくといった顔で泣なき叫さけぶジニーだが、リディアはお構いなしだった。

「うははははは！　この感触！　ボリューム感！　やっぱ巨乳は最高だぜ！」

「うわぁ～～～～ん！　もう勘かん弁べんして～～～～～～！」

　そんな二人を、シルフィーは湯船に浸かりつつ、ジト～っとした目で睨にらみながら、

「……アタシだって、あと二、三年もしたらおっきくなるのだわ」

　つるぺたな胸を撫なで回まわす。しかし悲しいかな、二、三年経たってもシルフィーのまな板が膨ふくらむことはないことを、イリーナはよく知っていた。無論、その現実を突つきつけるようなことはしなかったが。あまりにも哀あわれ過ぎるので。

　主にリディアのおかげで賑にぎやかな入浴時間を過ごした後。

　イリーナは古代世界のスタンダードな衣服を着て、自室に戻もどった。

「う～ん……なんだか、スースーするわね……ちょっと、見えすぎじゃないかしら？」

　あまり肌はだの露ろ出しゆつに対し頓とん着ちやくしないイリーナだが、この、一枚の布で大事な部分を隠かくしただけ、という風ふ情ぜいの格好は少し恥はずかしい。

　ジニーほどではないが豊満に実った乳ち房ぶさと、柔やわらかそうな尻しり、よく締しまった腹筋が大だい胆たんに露あらわになっている。これはやはり、少しだけ恥ずかしい。

　だが、恥ずかしい反面、その羞しゆう恥ちが気持ちいい。

「エ、エルザードに拉ら致ちされてから、あたし……ちょっと、えっちな子になっちゃったのかしら？」

　こんな自分を、アードはどう思うだろう。そんなことを考えると、顔が真っ赤になる。

「～～～～っ！」

　上気した顔を冷やすべく、ベッドに倒たおれ込んで、枕まくらに顔を埋うずめた。

　そして、無理やり思考を切きり替かえる。

「最初は不安だったけれど……意外と、楽しめちゃうかも。この時代」

　アードが以前に話した通り、イリーナにとって現状は修学旅行ならぬ、時間旅行となっていた。古代世界を実体験するなど、どのような魔ま法ほうを用いたって不可能だ。それを思えば、自分は今、非常に貴重な経験をしていると思う。

「イメージとは全然違ちがってたけど……まさか、ヴェーダ様やリディア様に会えるだなんて。でも……クラスの皆みんなに話したって、きっと信じてくれないよね」

　現代へと思いを馳はせる。

　……思えば、アードと出会ってからというもの、今回の一件も含ふくめて信じられないことばかりが起きている。

　特に信じられないのは、自分に友達がいるということ。

　多くの者に囲まれ、笑っていられるということ。

　だが……それは薄はく氷ひようのように脆もろい環かん境きようだ。あの事実を知られたなら、すぐさま壊こわれてしまうだろう。イリーナはそれをよく理解している。
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「友達がたくさんできた。でも……どこまで行ってもあたしは……穢けがれた血族、なのよね」

　先刻までの熱気はどこへやら。嘆息と共に、寂せき寞まくとした気分が心に広がっていく。

　表面上、イリーナは多くの友人に囲まれ、幸せに暮らしてはいる。だが……

　究極的には、誰だれとも違うのだ。

　イリーナはそもそも、人間ですらないのだ。

　かつてエルザードに言われた通り、イリーナは《邪じや神しん》の血を引くバケモノなのだから。

　ゆえにイリーナは表向き、人々に囲まれて生きる幸せな女の子、だが……

　本質的には、誰とも違うという孤こ独どくを抱かかえて生きる、哀れな少女である。

「……はぁ。ダメね、あたし。気付いたら、考えなくてもいいことばかり考えちゃう」

　ふと、頭の中にアードの姿が浮うかび上あがった。

「……今日は多分、一人じゃ寝ねられないわよね」

　スッと立ち上がるイリーナ。

　毎晩のようにアードとベッドを共にしているのは、彼に並々ならぬ好意を抱いているから、だけではない。彼と一いつ緒しよにいると、心が落ち着くのだ。

　イリーナの孤独を完全に理解し、そのうえで共にいてくれると約束してくれた人。

　だからこそ、イリーナにとってアード・メテオールという人間の存在は大きい。

「……アード、もう寝てるかしら？　もし、そうだとしても……許してくれるよね」

　彼の部屋へ赴おもむくべく、ドアへと向かう。

　が、次の瞬間。

　イリーナがそれを開くよりも前に、戸板が部屋の内側へと入ってきた。

「えっ」

　小さな声をあげるイリーナ。その視線の先には、

「よう、イリーナ。まだ寝ないよな？」

　穏おだやかな表情をしたリディアが、革かわ袋ぶくろを片手に立っていた。

　彼女はゆったりした歩調で部屋へ入ると、ベッドに腰こし掛かけて、革袋の中身──蒸留酒をぐいっと呷あおる。

　そうして、「うぃ～～～」っと女らしくない唸り声をあげてから。

　イリーナの目を真まっ直すぐに見み据すえて、こう言った。

「お前と二人きりで話がしたくてな。ちょっと時間いいか？」

　リディアの澄すんだ瞳ひとみには、真しん摯しさがあった。ジニーに向けていたいやらしいものでなく、アードに対する荒あら々あらしいものでもなく、澄すみ渡わたったそれにはどこか……心こころ惹ひかれるものがあって。だからイリーナは、

「……はい」

　コクリと頷うなずく。

「ん。じゃあ、隣となり、座んなよ。酒はイケる口か？」

「い、いえ、あんまり」

「そっか。じゃあ、こっちだな」

　腰こし元もとに括くくり付つけていたいくつかの革袋のうち、一つを渡してくる。どうやら中身は葡ぶ萄どうのジュースらしい。

　それを受け取りつつ、イリーナはリディアの隣に座った。

　しばらく、沈ちん黙もくが室内に広がる。

　話したいと言っておきながら、リディアは一言も喋しやべろうとはしない。

　しかもタチが悪いことに、今のリディアは非常に真しん剣けんな雰ふん囲い気きを纏まとっていて……

　そうしているとこの女性ひとは、本当に魅み力りよく的てきなのだ。

　横顔をちらりと見るだけで、同性のイリーナさえも顔を紅あかくしてしまう。この一点だけは、伝聞の通りである。《勇者》・リディアは、あまりにも美しかった。

　そんな彼女は今もなお、黙もくしたまま口を開こうとしない。

（～～～～～っ！　た、耐たえらんないわ、この空気！）

　沈黙に耐えられなくなったイリーナは、勇気を振ふり絞しぼって言葉を紡つむぎ出した。

「あ、あの！　あ、あたしに話があるって、おっしゃってましたよねっ!?」

　問いかけに対し、ようやっと、リディアが声を出す．

「……おう。かなり、聞きにくいこと、なんだけどよ」

　向けられた瞳は、やはり澄み切ったもので、自然とイリーナは生なま唾つばを飲んだ。

（な、何を言われるのかしら？）

（あ、でも、もしかするとくっだらないことだったりして）

（リディア様ならありえるわよね。こんな空気作っといて実は、みたいな）

　そう考えると、幾いく分ぶんか緊きん張ちようも和らいだ。

　しかし。

「なぁ、イリーナ。お前さ」

　次の瞬しゆん間かん、リディアが放った言葉はイリーナにとって──

　くだらないとは、到とう底てい言えないものだった。




「奴等の血を引いてるんだろ？」




　その問いを受けて、イリーナは石のように固まった。

　奴やつ等ら、というのはおそらく、《邪神》を指す言葉だろう。なにゆえ、彼女が直接的ではなく、遠回しな言い方をしたのかは判然としないが……

　今、そのようなことはどうだってよかった。

　あの《勇者》が。《邪神》討とう伐ばつの大だい英えい雄ゆうが。

　話があると言って部屋にやってきて、こちらの正体……《邪神》の血族だという真実を口にする。

　それがいかなる意味を持つのか。

　そこまで考えが行き着いたと同時に。

「～～～～ッッ！」

　イリーナは弾はじかれたようにベッドから飛とび退のいて、リディアから距きよ離りを取った。

　伝聞において、リディアは《邪神》とその関係者に対し苛か烈れつな制裁を下し続けたという。

　もし、このリディアもそうだとしたなら……

　今、この場で、自分は殺されてしまうかもしれない。

　そんな危機感が、大量の発はつ汗かんを促うながす。

　胃の痛みと、秒刻みで速まっていく心臓の脈動を感じながら、イリーナはリディアを睨む。そんな様子に──

　リディアは申し訳なさそうな顔をしながら、革袋を振った。

「わりぃな、突とつ然ぜんで。気分を悪くさせちまったよな。でも……どうしても、話がしたいと思ったんだよ。なんせ……」

　次に紡がれた内容は。

　イリーナに対し、さらなる衝しよう撃げきをもたらすものだった。




「オレと同じ奴に出会うなんざ、初めてのことだからな」




　驚きよう愕がくを禁じ得ない。

　気付けばイリーナは、眼球が飛び出んばかりに、目を強く見開いていた。

「お、同じ……!?」

「あぁ、そうさ。オレもな、お前と同じなんだよ。オレの親おや父じは……《邪神》の、一柱だ」

　信じがたいことだった。あの《勇者》が、史上もっとも《邪神》を憎にくんだとされる彼女が、まさか自分と同じ境きよう遇ぐうだっただなんて。

　しかし……リディアの瞳には、噓うその気配など微み塵じんもない。

　彼女が打ち明けてきたことは、正しよう真しん正しよう銘めいの真実なのだろう。

　そう思うと、不思議な仲間意識が芽生えてきて……

「リ、リディア、様も……昔は、人を信じられなかったり、したんですか？」

「あぁ。酷ひどいもんだったよ、本当に」

　気付けば、言葉が溢あふれてきて、止まらなくなった。

　それからイリーナは、リディアと様々なことを話し、時には笑い、時には涙なみだした。

　こんな気持ちは初めてだ。

　この世界には自分一人しかいないという、寂寞とした気持ちが消えていく。

　生まれて初めて、孤独感を完全に忘れることができた。あのアードですら癒いやしきれなかったその感情が、リディアという同どう胞ほうの存在により、消きえ失うせていく。

　気付けば、イリーナの中で、リディアは極きわめて大きな存在になっていた。

　だから……この人と、離はなれたくないと、心の底から思ってしまう。

「もうそろそろ、寝る時間だな。突然やってきて悪かった。でも、楽しかったよ。ありがとな、イリーナ」

　微び笑しようしながらイリーナの銀ぎん髪ぱつを優やさしく撫なでて、リディアが立ち上がる。

　行かないでほしい。そんな感情が爆ばく発はつしたがために、イリーナはリディアの手を摑つかんで、

「あ、あのっ！　い、一緒に……一緒に、寝てくれませんか!?」

　リディアは一いつ瞬しゆん、きょとんとしたが、すぐに柔やわらかい笑えみとなって、

「ジニーちゃんに夜よ這ばいかける予定だったんだが……そんな顔で頼たのまれちゃあな」

　共にベッドへと入ると、リディアはパチンと指を鳴らす。

　その途と端たん、天てん井じように取り付けられていた魔ま導どう式しきの照明具が消灯。室内に闇やみが広がる。

「おやすみ、イリーナ」

「はい……おやすみなさい、リディア様……」

　リディアに抱だかれ、彼女の腕うでの中で瞳を瞑つぶる。

　自分よりも大きな体。柔らかい肢し体たい。女性特有の甘い香かおり……

　自然と、イリーナは母のことを思い出した。

　あの人が生きていた頃ころは、孤独など感じたことがなかった。幼い頃のイリーナは、母が世界の全てで……彼女がいてくれさえすれば自分は一生幸せだと、心の底から思っていた。

　だが、母はもういない。

　母の消失が、イリーナに大きな孤独をもたらして……それはアードと出会ったことでほとんど癒えたのだが、完全ではなかった。きっと死ぬまで、この孤独はしこりのように残り続けるのだと思っていた。

　けれど今、イリーナはリディアを、第二の母として認にん識しきしたのだろう。

　まるで、母と一緒にいるような、このうえない幸福感がイリーナの心の中にある。

　しかし。

　だからこそ、心の底から悲しくなるのだ。

　なぜならば──

　この第二の母さえも、いつかは自分の前から消えてしまう。

　いずれ自分達は、元の時代に帰らなければならないのだから。

　とはいえ──それだけなら、まだ我が慢まんもできる。

　イリーナは瞳を僅わずかに開いて、リディアの寝ね顔がおを見つめながら、思う。

（この人は、死ぬ）

（悲劇的な結末を、迎むかえてしまう）

　それはまさに、歴史的な定めであった。

　されど、それがもし、運命であったとしても。

（そんなの）

（そんなの、絶対にやだ……！）

　しかし、自分に何ができるというのだろう。

　いずれ来たるであろう宿命に、イリーナは悶もん々もんとした感情を抱き続けるのだった──







　　　第四三話　元・《魔ま王おう》様と、古代の戦場　前編







　前線都市・エーテルでの数日は瞬またたく間まに過ぎ去り、我われ々われはとうとう出しゆつ撃げき日びの前夜を迎えるに至った。

「では、数日前お話しした通り……お二方に専用魔装具をお渡わたしいたします」

　リディア邸ていの一室にて。俺はイリーナとジニーへこのように告げると、目線をすぐ横の机へと移した。

　丸形の木製机の上には、二組の魔装具が置かれており……

　一つは真しん紅くの脚きやく部ぶ装そう甲こう。

　一つは黄金の槍やり。

　最後の一つが、蒼そう穹きゆう色いろの腕うで輪わである。

　これらは全て、イリーナ達のために急造したもの。ハッキリ言って、彼女等の戦せん闘とう能力は、この時代においてまったく通用しない。下手をすると三歳児にすら劣おとるだろう。

　ゆえに魔装具による戦力強化は必ひつ須すである。

「ねぇねぇ、アードっ！　この紅あかいのって、足に付けるやつ、よね!?　コレはどういう魔装具なの!?」

　目をキラキラさせながら聞いてくるイリーナ。どうやらデザインが気に入ったらしい。

　彼女が好きそうな形状を、徹てつ夜やして考えた甲斐かいがあったな。

　内心でイリーナの反応を喜びつつ、俺は魔装具の効果説明を行う。

「この魔装具には着用者の機動力を高める術式だけでなく、飛行機能なども付ふ与よしております。地上での高速運動だけでなく、空中への飛ひ翔しようも織り交ぜることで三次元的な戦闘を可能にします。立体機動で敵を翻ほん弄ろうする、というのが基本コンセプトですね」

「へぇ～。飛行機能っていうのは魅み力りよく的てきねっ！」

「個人的には高速運動っていうのが気になるのですが……どれぐらいの速度で動けるようになるんですか？」

「そうですね。まぁ、最低でも音速レベルは保証いたします」

「「お、音速ぅっ!?」」

　目をまん丸にして叫さけぶ両者。現代人の二人からすれば当然の反応だが……

　この時代では、音速機動など至し極ごく当然である。

「こちらの槍は攻こう撃げき用の魔装具となっておりまして。魔ま力りよくを流すことで雷かみなり属性の魔法が発動する仕組みになっております。その効果は、そうですね……まぁ、一いち撃げきで三〇〇人程度なら殲せん滅めつできるでしょう」

「「さ、三〇〇人を一撃でっ!?」」

「最後にこの腕輪ですが、装着者の生体反応を常に検知するようになっておりまして。致ち命めい傷しようを負ったなら、付与された術式により一瞬で回復いたします」

「「ち、致命傷を一瞬でっ!?」」

　こういうとき、この二人は本当に息が合う。まるで姉妹のようであった。

「し、信じられない効果、ですけど……」

「相手がアード、だものね……」

　惚ほれ直なおしたといわんばかりの視線を向けてくる二人に、俺は面おもはゆい気持ちを味わう。

　……なんにせよ、準備は整った。




　そういうわけで、翌日。時刻は早朝。

　我々はヴェーダ軍に交ざり、共に目的地へと移動中である。

　行軍の形式自体は、古代も現代も変わりはない。

　歩兵は自らの足で走り、将兵や騎き兵へいは龍りゆう馬ばに跨またがって移動する。

　龍馬というのは名の通り、龍と馬のミックスとされる獣けもので、分類上は魔物の一種だ。しかしこの龍馬は知能が極めて高く、人になつきやすい。ゆえに龍馬は数少ない、人と共存できる魔物の一つとされている。

　高度な知性と強きよう靭じんな脚きやく力りよく、個体によっては状じよう況きように応じて魔法を発動することさえできる。そんな龍馬は極めて貴重な存在であり、それを与あたえられる兵は軍内でもトップクラスの者達だけだ。

　そのため、俺やイリーナ、ジニーは徒歩での行軍となった。

「……なんというか、やっぱりデタラメですね。古代世界って」

　隣となりを走るジニーが、諦てい念ねんじみた感情を乗せた声を吐はき出だした。

　その原因はやはり、この行軍にあるだろう。

　前述した通り、現代であっても古代であっても、行軍の形式は変わらない。

　ただ……その光景は、あまりにも違ちがう。

　現代ではどれほど近い戦場であったとしても、最低数日は必ずかかる。

　だが……

　古代では、よっぽど遠い場所でない限り、数時間以内に戦場へ到とう着ちやくしてしまうのだ。

　なぜならば、歩兵も騎兵も移動速度が段だん違ちがいに速いからである。

　龍馬は現代にも残存しており、その走行速度は通常の馬の数倍。しかしながら、それは《魔素》濃のう度どの低下により、種としての力が大きく劣れつ化かした現代においての話。

《魔素》濃度が高い古代の龍馬は、現代のそれと比べ、数十倍の速度で走行できる。

　また、歩兵の基き礎そ能力も現代人の比ではなく……さすがに龍馬並の速度で走れる人間はそういないが、それでも桁けた外はずれなスピードである。

　土つち煙けむりを上げて猛もう然ぜんと突つき進すすむ軍勢。その進行速度は誰だれもが超ちよう高こう速そく。

　現代人であるジニーからしてみれば、あまりにも狂くるった光景であろう。

　また……そんな群れの中に現代人の自分がいるということも、彼女にとっては奇き妙みような状況に感じられているに違いない。

　そう、彼女やイリーナもまた、音速で駆かけ抜ぬけているのだ。

　これは昨夜渡した、紅い脚きやつ甲こうに付与した魔法術式によるもの。

「あはははは！　あたし今、風になってるわ！　あははははは！」

「なんというか……夢でも見てるような気分ですねぇ……」

　両者共、らしい反応を見せつつ大地を蹴けり続つづけている。

　なんにせよ、俺が与えた魔装具により、ジニーとイリーナはこの時代でも十分に戦えるほどの力を得た。少なくとも、並なみ大たい抵ていの相手には遅おくれをとらんだろう。

　この二人は性しよう根ねが素す直なおでしっかりとしているため、与えられた絶大な力を己おのれの力量であると錯さつ覚かくする心配もない。

　ただ……

　心配といえば、我等がイリーナちゃんである。

「ところでイリーナさん。昨晩も、リディア様と共に同どう衾きんされたのですか？」

「うんっ！　リディア様ってね、男らしいだけじゃなくて、可愛かわいらしいところもあるのよっ！　リディア様ったら、昨夜いきなり起きて──」

　聞いてもいないのに、イリーナの口からはリディアとのひとときに関する話が溢あふれに溢れまくった。そんな彼女に、俺は表向き微び笑しようしつつ、

「それでね！　リディア様ったら──」

「そうなのですかー」

「リディア様って意外と──」

「それはようございましたねー」

　真しん摯しに話を受け止めて、相づちを打つ、のだが。

　内心ではリディアに対するドロッドロな感情が渦うずを巻いていた。

　あの野や郎ろう。ウチのイリーナちゃんに手を出してないだろうな。

　何かあったときに駆けつけられるよう、監かん視し用の超ちよう小こ型がた魔ま導どう装置をこっそり部屋に仕し掛かけているのだが、あの野郎、毎回さりげなく除去しやがる……！

　ゆえに俺は、室内で二人がどういうやり取りをしているのか、まったく把は握あくできていない。そうした状況であるため、不安が募つのりに募り、とうとう昨晩、胃に穴が開いた。

　まさか再会して数日で、再び俺の胃に穴を開けやがるとは。

　リディアという女はまっこと、我が天敵である。不ふ俱ぐ戴たい天てんの宿敵である。

　奴やつと再会したばっかりに、イリーナちゃんは毎日毎日、リディアのことばっかり。

　少し前までは常に俺と一いつ緒しよにいて、俺のことばかり話していたというのに、今やリディアリディアである。

　だが別に、嫉しつ妬としてるわけじゃない。

　奴にイリーナちゃんを取られて腹立たしいとか、これっぽっちも思ってない。

　ただ俺は、純じゆん粋すいに。純粋に、イリーナちゃんが心配なだけなのだ。

　あの巨きよ乳にゆう好きのド変態がいつ、イリーナちゃんを毒どく牙がにかけやがるのか……！

　この戦いくさが終わり次し第だい、奴にさえ感知できない監視装置の制作に取りかからねば！

　全ては我等がイリーナちゃんのためである！

　彼女の貞てい操そうだけは、なんとしてでも守らねば！　親友として！

　……そんなふうに、内心で決意を固めた頃ころ。

　我々は戦場へと到着したのだった。

　アラリア平野のちょうど真ん中、であろうか。周囲一帯にはやや凹おう凸とつ気味な地形が広がっており、特別不ふ穏おんな気配はない。

　むしろ極きわめてのどかな景観が広がっており、今より血みどろな戦が始まるという実感を抱いだかせなかった。

　付け加えるなら、我々ヴェーダ軍が待機している場所は、戦士達が本格的にぶつかり合う場からかなり離はなれたところにある。

　ゆえに一層、戦気分というものが湧わいてこない。

　が──

「い、いよいよ、始まるん、ですね」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ、かしら……リディア様……！」

　戦争を体験したことがないこの二人からすると、感じ方が大きく異なるらしい。

　始まる前から既すでに、イリーナとジニーは冷ひや汗あせを流していた。が──

　正面、遥はるか向こう側にて、戦せん端たんが開かれて以降。

　イリーナもジニーも、冷や汗一つ流さなくなった。

　その理由はおそらく、一つ。

　あまりにも信じがたい戦いくさ場ばの風景に、ただただ呆ぼう然ぜんとすることしかできなくなったのだろう。受け止めきれぬ現実を前にしたなら、人はむしろ冷静になってしまうものだ。

「……なんか、いきなり天候が変わったり、とんでもなく大きな光の柱が立ったりしてるんだけど……あたしの目の錯覚かしら？」

　とは、向こう側で展開される戦せん況きようを見つめながらの一言である。

「……この時代って、死んだ人が簡単に蘇よみがえっちゃうんですねー」

　とは、こちらに運び込まれてきたバラバラ死体が、特とく殊しゆ魔ま法ほう陣じんの上で元通りに復活した瞬しゆん間かんを見ての一言である。

　ちなみにこの時代、死者蘇そ生せいはさして珍めずらしいものではない。ただし、それは霊れい体たいがこの世界に残っている場合に限った話。将兵レベルの戦いでは霊体ごと相手を搔かき消けすような戦せん闘とうが展開されるため、雑ぞう兵ひようは死んでも死なない可能性が高い反面、将兵はバタバタと冥めい界かい送りになる、というのがこの時代における戦の常識だ。

　そこらへんも現代とは違うな。現代では雑兵がバタバタと死に、無能な将兵が生き残りやすい状況にある。まっこと嘆なげかわしいものだ。

「救護班ッッ！　救護班を呼べぇえええええええええッッ！」

「手足がもげた程度で帰ってくんじゃねぇよ！　さっさと死んでこい！」

「あっ、そっちの死体はあえて放置な。ヴェーダ様がそいつの身体データ欲ほしがってたから、ちょっと解かい剖ぼうしなきゃならん」

　後方部隊に交ざったのは久方ぶりだが、やはりここはここで慌あわただしいな。

　多くの人員がドタバタと行いき交かい、怒ど声せいが四方八方に飛び交う。

　前世での半生は、これが日にち常じよう茶さ飯はん事じであった。

　なんとも懐なつかしい気分になる──

　と、そのときだった。

「うぉああああああああああああああああああッ!?」

　鋭するどい悲鳴と共に、破は壊かい音おんが耳じ朶だを叩たたく。

　極めて近い場所から発生したそれに、イリーナとジニーはビクリと体を震ふるわせた。

「い、今のって……!?」

「ふむ。どうやら敵てき襲しゆうのようですね」

「て、敵襲、って……！」

　大量に発はつ汗かんしながら震え出す二人とは違い、俺は冷静さを保ったまま、音が飛んできた方を見やった。

　煙けむりが天高くまで立ち上り、依い然ぜんとして悲鳴と破壊音が飛び交っている。

　そうした状況に、ジニーは怯おびえた様子で声を漏もらした。

「こ、後方には、敵が来ないんじゃ……！」

「そうでもありませんよ。兵へい站たんや医い療りようを潰つぶすのは戦の定石ですからね。最前線と比べれば幾いく分ぶんか安全というだけで、敵襲が一いつ切さいないというわけではありません」

　大おお騒そう動どうの中、俺は落ち着き払はらったまま返答する。

　その直後のことだった。

「ハハハハッ！　やはり気持ちのいいものだなぁッ！　ムシケラ共を踏ふみ潰つぶすのはッ！」

　剛ごう胆たんさを感じさせる、野太い声が耳に入る。

　そちらに視線をやると──複数人を連れた大おお柄がらの男が目に入った。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨きよ体たいを真しん紅くの鎧よろいで覆おおい隠かくしており、その風ふう貌ぼうはまさに歴戦の武士もののふといった様相である。引き連れた配下達も中々の面つら構がまえだった。

「おそらくは、彼が襲しゆう撃げき部隊の頭目といったところでしょうね」

　呟つぶやくと、俺はイリーナ、ジニーに向けてこう述べた。

「では、行って参ります」

　言葉は返ってこない。二人とも、あの《魔ま族ぞく》が放つオーラに圧あつ倒とうされているのだろう。

　まぁ、仕方がないことだ。

　この時代における《魔族》は、現代のそれとは比にならぬほど強い。

　さりとて……

　俺からしてみれば、あの《魔族》は決して、恐おそれるほどのものではなかった。

　当然であろう。

　後方部隊を叩くといった程度の仕事を任せられるような者が、強大であるわけもない。

「《魔王》に会うには、少々足りぬだろうが……手て柄がらは手柄か」

　湧き上がる好戦的な感情が、笑えみとなって発はつ露ろした。

　久方ぶりとなるまともな《魔族》との戦を前にして、俺は気分の高こう揚ようを覚えるのだった。
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「フハハハハハ！　泣けぇ！　喚わめけぇ！　臓物をぶちまけろぉッ！」

　愉ゆ悦えつと狂きよう乱らんに満ちた叫さけびを上げながら、巨きよ漢かんの《魔族》が右みぎ腕うでを天へと突つき上あげた。

　瞬間、五つの魔ま法ほう陣じんが顕けん現げん。前後して、陣から無数の雷らい撃げきが四方八方から放たれた。

　五重詠えい唱しようか。やはりこの時代の《魔族》は現代と比べれば格が違ちがうな。

　とはいえ──

「この程度では、まだまだ殺すには値あたいせぬがな」

　小さく呟きながら、俺は魔法の遠えん隔かく発動を実行。

　雷撃が向かう先、友軍の兵達を覆うようにして、多数の防ぼう壁へきが顕現する。

　巨漢の《魔族》が放った雷撃は、そのことごとくが防壁に衝しよう突とつし、搔き消えた。

「ほぉう……！」

　命拾いをした友軍の兵達が、蜘蛛くもの子を散らすかの如ごとく逃にげ惑まどう中。

「邪じや魔まをしおったのは、貴様かぁ？　小こ僧ぞう」

　巨漢の《魔族》とその配下達が、ギラギラとした眼光をこちらに向ける。

　非戦闘員であれば尻しり餅もちをつくほどの闘気だが、俺にとっては生なま温ぬるい。

「左様にございます」

　涼すずやかな気分で微び笑しようを作ってみせると、巨漢の《魔族》は牙きばを剝むくように笑い、

「先刻の魔法、一ト二ウ重エ詠ル唱ブに見えたが……ワシの気のせいかな？」

「いいえ。貴方あなたの目は間ま違ちがっておりませんよ」

「……その歳としで、一二の魔法を同時発動できる、と？」

「疑われるなら、試ためしてみるがよろしい」

　両手を広げながら誘さそい文句を口にする。

　と──

「者共ッ！　そこな餓が鬼きを血祭りにあげいッ！」

　野太い声が轟とどろくや否いなや、複数の敵方が一いつ斉せいに動いた。

　数的有利にあるがためか……どうやら連中は、こちらを侮あなどっているらしい。

　発動したのは攻こう撃げき魔ま法ほうではなく、身体機能の強化魔法であった。それで以もつて激げき烈れつな踏み込みを見せ、各おの々おのが手に持つ剣けんや槍やりといった得物を振ふるってくる。

　奴やつ等らの表情から、その心理が手に取るように読み取れた。

『この小僧め、嬲なぶり殺ごろしにしてくれるわ』

　嗜し虐ぎやく的てきな思考に対し、俺は──

「下の下、以下ですね」

　微び笑しようを保ったまま躍やく動どうする。

　こちらもまた、攻撃魔法は用いない。この雑兵共には、それを使うだけの価値もない。

　身体機能強化の魔法を発動し、徒と手しゆ空くう拳けんで以て対応する。

　槍の穂ほ先さきを掌てのひらで弾はじくと同時に鋭く踏み込んで、裏うら拳けんを顔面へと叩き込む。

　縦一文字に振るわれた剣を紙かみ一ひと重えで躱かわし、下腹部へとつま先を突き入れる。

　我が側頭部を殴おう打だせんと振り上げられた棍こん棒ぼうに、拳の迎げい撃げきをぶつけて粉ふん砕さいし、電光石火の回まわし蹴げりを敵方の脇わき腹ばらへと見み舞まった。

　刹せつ那なの判断を要求される、超ちよう高こう速そくの近接戦闘。

　それを制したのは──このアード・メテオールだった。

「やれやれ。これしきの相手では準備運動にもなりませんね」

　地面に転がる《魔族》達を見下ろし、「ふぅ」と息を吐はく。

　そんな俺に、巨漢の《魔族》は、

「グァッハッハッハッハッハ！　やるな小僧！　このボルガンが手ずから殺してやるだけの価値はあるッッ！」

　獰どう猛もうな叫きよう声せいを放ちながら、攻撃魔法を繰くり出だしてきた。

　敵方の正面にて、一〇の魔法陣が顕現し、そして──

「喰くらえぃッ！　《ボルテック・バースト》ッッ！」

　蒼そう穹きゆう色いろに煌きらめく熱線が、一斉に放たれた。

　一〇の陣から放たれた超高熱は、やがて一つの巨きよ大だいな熱線へと纏まとまり、こちらの全身を消し去らんと殺さつ到とうする。

　だが。

「中の下、といったところですか」

　片手を無造作に持ち上げ、防ぼう御ぎよ魔法を発動する。

　我が正面に幾何きか学がく模様が顕現し、次いで、それが半はん透とう明めいな防壁へと変じた。

　刹那──

　蒼穹色の熱線と防壁とが衝突し、周囲一帯に衝しよう撃げき波はが広がった。

　膨ぼう大だいな超高熱が半透明な壁かべに阻はばまれ、四散していく。

　敵方が放ったそれは結局、その目的を果たすことなく消失したのだった。

「ほぉう……！　その歳で上級の防御魔法を無詠唱で使いこなせるとはな……！」

　半分は驚きよう嘆たん。もう半分は喜き悦えつ。

　巨漢の《魔族》、ボルガンの心中は今、狩かり甲斐がいのある敵を前にして、このうえない昂たかぶりを見せているのだろう。

　だが……その一方で、こちらの心は秒刻みで冷えていく。

「はぁ。久方ぶりに、骨のある《魔族》と戦えるやもと、少しは期待したのですが。どうやら私の見込み違いだったようだ」

「なにぃ……!?　まさか小僧、このボルガンを格下とみなすかッ！」

「残念ながら、そうせざるを得ませんね」

「貴様ッ……！　たかだか人間用の上級魔法が使えるという程度で、調子に──」

「そうした認にん識しきをしている時点で、やはり貴方は中の下どまりの敵でしかない」

　ボルガンの言葉を斬きり裂さいて、俺は現実を叩き付けた。

「先さき程ほど私が扱あつかってみせた魔法は、上級の防御魔法ではありません。なんの面おも白しろ味みもない、下級の防御魔法です」

「なん、だと……!?」

　目を見開くボルガンに、俺は言葉を積み重ねた。

「貴方も知っての通り、魔法というものは術式に込めた魔ま力りよくの量などで効力も変動します。先刻、貴方が放った魔法は私にとって、少々多めに魔力を注いだ下級の防御魔法で十分に対応できるという程度の技わざに過ぎなかった」

　ふぅ、と一息吐くと、俺はここで初めて瞳ひとみを鋭くさせ、

「貴方との闘とう争そうは児じ戯ぎにも劣おとる。長々と時間をかけるは、まさに無む駄だの極きわみ。ゆえに──この戦いは、残り三手で詰つめさせていただく」

　宣言に対し、ボルガンの巨体から並々ならぬ殺気が放たれた。

「舐なめるなよ、クソ餓鬼がぁッ！」

　怒ど声せいが大気を震ふるわせ──

　そして、奴やつの前に巨大な魔法陣が現れた。

「冥めい界かいにて己おのれが慢まん心しんを悔くやむがいいッ！　《オール・エンド・イヴァン》ッッ！」

　叫声と共に、大型の魔法陣から万ばん雷らいが放たれる。

　こちらへと一いつ気き呵か成せいに迫せまりし、無数の雷撃。その光景は中々に美び麗れいだが……

　やはり、中の下といった評価を覆くつがえすものではなかった。

「お見せしましょうか。本物の雷撃というものを」

　目前に手をかざし、術式を一いつ瞬しゆんで構築。

　魔力を消費すると共に、大型の魔法陣が現れ──

　刹那、漆しつ黒こくの万雷が、激烈な閃せん光こうと轟ごう音おんを響ひびかせた。

　雷かみなり属性の中級攻撃魔法、《ヒドラ・ブラスト》。

　無数の黒い電光が蛇へびの如く推進し、敵方が放った雷へと衝突する。

　我が雷らい蛇じやの群れは瞬またたく間まに相手の雷撃を吞のみ込んで、そのままボルガンへと殺到。

　奴の巨体を、吞み込んだ。

　……これで、まず一手。

《ヒドラ・ブラスト》の獰猛なる行進が過ぎ去った後。

　ボルガンは全身から煙けむりを立てながらも、二本の足で地面を踏ふみしめていた。

　しかしながら。

「こ、こんな、馬ば鹿かな……！」

　もはや満まん身しん創そう痍い。まともに戦える状態ではない。

　また……先刻の一いち撃げきは奴にとって、切り札だったのだろう。それをあっさりと搔かき消けされたからか、巨漢の《魔ま族ぞく》は動どう揺ようの色を隠かくそうともしない。

　心身共に追い詰められたボルガンだが、それでも奴は、諦てい観かんを見せはしなかった。

　ギロリと真横を向く。その視線の先には──

「ひっ!?」

　俺の戦いを傍はた目めで見守っていた、ジニーの姿があった。

「ぬぅ、おおおおおおおおおおおおッッ！」

　雄お叫たけびを上げながら、ボルガンがジニーへと駆かけ寄よっていく。

　想定通り、奴は彼女を人ひと質じちにすべく動いたか。

　当のジニーは向かい来る《魔族》の迫はく力りよくにあてられたらしい。身動き一つできなかった。

　すぐ傍そばにいるイリーナもまた、彼女を助けるための行動が取れない。

　両者共、この時代の《魔族》に立ち向かうには、まだまだ心身共に不足している。

「まだだぁッ！　まだ、ワシは終わってはおらぬぞぉおおおおおおおおおッ！」

　叫びながら、ボルガンはジニーとの距きよ離りを詰めていく。

　残り一〇歩。九歩。八歩。そして──

　残り七歩というところで。

　ピッ、という異音が鳴り響いた。

　瞬しゆん間かん、ボルガンの足あし下もとにて魔法陣が顕現し、白銀に輝かがやく光柱が天へと伸のびた。

　奴はその柱に為なす術すべなく吞み込まれ……

「あり、えぬ……この、ワシが……」

　黒くろ焦こげになった全身を、地面へと沈しずませたのだった。

「これで二手。……おっと、一手早く終わってしまいましたね」

　こうなることを見み越こして、俺は事前にトラップ魔法を仕し掛かけておいたのだ。

　奴の行動はおおむね、こちらの想定通りであった、が……

　一手分、相手を過大評価してしまったな。まだまだ俺も精しよう進じんが足りぬわ。

「ふぅ……ご無事ですか、ジニーさん」

「ひゃ、ひゃい」

　よほど怖こわかったのだろう。ジニーはすとんと腰こしを落とし、へたりこんでしまった。

　その隣となりではイリーナが安あん堵どの息を吐いて、

「さっすがアード！　あんなに強そうな《魔族》も、アードにかかっちゃイチコロねっ！」

「お褒ほめにあずかり、恐きよう悦えつ至し極ごく」

　笑え顔がおをみせるイリーナちゃんへ、一礼を返す。

　と、周囲の面々もまた戦いが終わったことを理解したか、

「す、すげぇ……！」

「なんであんなバケモンが後方支し援えんなんかやってんだよ……！」

「ヤバすぎだろ、今の魔ま法ほう……！」

　口々に称しよう賛さんの言葉を吐き出す。

　やはり非ひ戦せん闘とう員いんというのは、力量を測る物差しというものを備えていないな。

　あの程度の三下を片付けたぐらいで、英えい雄ゆうを見るような目を向けてくるとは。

　俺が行ったことなど、たいした手て柄がらにならぬ些さ事じでしか──

「うおおおおおおおおおおおおおおッ！　敵はどこだわぁああああああああああッッ！」……聞き慣れた少女の絶ぜつ叫きようが、耳じ朶だを叩たたく。

　そちらに目をやると、やや離はなれた場所に紅あかい髪かみの少女──シルフィーが息を弾はずませながら立っていた。

　その全身には身軽そうな革かわ鎧よろいを纏っており、随ずい所しよに傷が刻まれている。

　まさしく戦場帰りという様相だが……その点はどうでもいい。

　気になるのは、

「どうやら、オレ等が来る前に終わっちまったようだな」

　シルフィーの傍にリディアが立っている。これがどうにも、おかしく思える。

　奴は相も変わらず、普ふ段だん着ぎで戦いくさに臨のぞんでいた。上は一枚の布で胸を隠しているという程度。白い二の腕うでや鍛きたえられた腹筋が大だい胆たんに露ろ出しゆつしている。下はゆるゆるとしたズボンで、金物の類たぐいは一いつ切さいない。身を守るという発想が、この女には皆かい無むなのである。

　奴は鎧を纏うことによる機動力の低下を嫌きらう。ゆえに防具の類いは一切合切投げ捨て、常に攻せめて攻めて攻めまくる。攻こう撃げきこそ最大の防ぼう御ぎよというのが、リディアの戦いくさ哲てつ学がくだ。

　……それを知しり尽つくしているからこそ、不思議に思う。

　たかだか後方部隊が襲しゆう撃げきされたというだけで、リディアが前線から帰ってくるか？

　ヴェーダが都市にて待機している今、この合同軍の総大将はリディアである。

　となれば普ふ通つう、奴は後方で待機するのが常、だが……そんな常識、リディアには通じない。奴は決して取られてはならぬ大将首だというのに、その身をあえて死地へと投じてしまうのだ。そしてシルフィーを始めとした複数名の側近と共に、独立した友軍部隊として戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回り、戦せん況きようを引っかき回す。

　この点は我が軍が誇ほこる最強にして最悪の戦せん闘とう狂きよう・アルヴァートとよく似ている。

　そのため……リディアが後方部隊の危機を察した場合、

『おう、シルフィー！　後ろがやべぇんだってよッ！』

『よっしゃ、アタシに任せるのだわッッ！』

　といったやり取りを経て、シルフィーのみが戻もどってくるのではないか？

　しかし現実は違ちがう。

　なぜだか、誰だれよりも前線で戦い続けることを望むリディアが、この場に立っている。

　そのことについて強い疑問を感じていると、

「……おい、アード。こいつはお前がやったのか？」

　当の本人が、黒焦げになって倒たおれ伏ふす敵将、ボルガンを指差した。

「左様にございます」

「……殺してはいねぇんだな？」

「えぇ。私が手ずから討うち取とるまでもない相手だと、そう判断いたしましたので。それに、この程度の武人でも将は将。敵軍の情報を得られるやもという考えもあり、あえて生いけ捕どりという選せん択たくをいたしました」

「へぇぇぇ……つまりお前は、コイツをあえて殺さずに、生け捕りができるだけの力量を備えてるってわけだ」

　なぜだか、リディアが楽しげに笑い始めた。

　……なんだろう。互たがいの認識が、嚙かみ合あっていないように思えるぞ。

「あの、リディア様。このボルガンという将は……敵軍からすれば、下から数えた方が早いような存在、ですよね？」

　この問いかけに、リディアは──

「ククッ」と笑しよう声せいを零こぼし、半ば呆あきれたような顔をしながら、己が銀ぎん髪ぱつをボリボリ搔くと、

「違ちげぇよ、バーカ。お前がブチのめしたのはな、オレ等が狙ねらってた大将首だ」

「……は？　大将首？」

　こいつが？　大将首？

「ぐぬぬぬぬ！　手柄を横取りされたのだわっ！　新入りのくせに生意気なっ！」

　少し離れた場所で悔くやしげに地じ団だん駄だを踏むシルフィー。

「それだけアードが凄すごいってことよ！　さっすがあたしのアードっ！　初うい陣じんで大将首を取っちゃうだなんてっ！」

　どんなもんだいとばかりに大きな胸を張って、「ふんす」と鼻息を吐はくイリーナ。

「ま、なんにせよ、だ。大したもんだよ、お前は」

　ガハハと豪ごう放ほう磊らい落らくに笑いながら、リディアがこちらの背中をバシバシ叩いて称賛してくる。こうしたやり取りも久方ぶりで、二度とできぬものと思っていたことゆえ……まぁ、嬉うれしくないこともない。

　されど……嬉しい反面、疑問も強かった。

　このボルガンが、大将首だと？　そうした男が後方部隊を襲おそう、ということに関しては、奇き策さくの一つとして納なつ得とくはできる。

　だが、それを今の俺が討ち取るというのは……あり得うることなのか？

　全盛期の俺、即すなわちヴァルヴァトスであった頃ころならば、今回の結果は当たり前の帰結だ。

　しかし、今の俺はアード・メテオール。

　古代の平均レベルの才覚しか持たぬ、ただの村人である。

　……一応、俺には元・《魔ま王おう》としての知識や経験があるし、幼少期の頃から寝ねる間も惜おしむことなく努力を積み重ねてきた。

　さりとて、そうであったとしても。

　この時代の大将首を、楽々と討てるほどの力量になるものだろうか？

　……何か、妙みような違い和わ感かんがある。

　それゆえに。

　大おお手て柄がらを立て、目的達成に急接近したことを、素す直なおに喜ぶことができなかった──
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　前線都市・エーテルを発たってから、まだ一日も経過していない。

　時刻はおよそ、昼と夕刻の狭はざ間まといったところだろうか。

　蒼そう穹きゆう色いろの晴天には燦さん々さんと輝く太陽が浮うかび、大地を明るく照らしている。

　そんな中。超ちよう短たん時じ間かんで戦の決着をつけてしまったリディア／ヴェーダ合同軍は、約半数の兵を簡易砦とりでに駐ちゆう屯とんさせ、前線都市・エーテルへの帰路に就ついた。

　今後は簡易砦を中ちゆう継けい点てんとして、最大目標である《魔族》領の大都市、アルメディオを落とすための作戦が画策されていくという。

　さて。

　帰き還かんの道中は行きの際に比べ、ゆったりとした歩調であった。

　軍内には先の戦で疲ひ弊へいした者も多くいるため、彼等に合わせて緩ゆるやかな進みをとっているのだという。

　そんな中にあって、アード・メテオールという存在はまさに、突とつ如じよ現れた超新星だった。

「初陣で大将首とか、聞いたことねぇよ！」

「いやいや、そんな、たいしたことはしておりませんよ」

「助けてくれてありがとな！　この恩はいつか倍にして返すぜ！」

「いやいや、そんな、お気になさらず」

　周りを取り囲まれ、感謝と称賛の言葉を雨あられと受けるアード。

　少し困ったように笑いながら応対する彼と……

「ふっふ～ん！　あたしのアードにかかっちゃ、この程度は朝飯前よっ！」

「ぐぬぬぬ！　ちょ、調子に乗らないでちょうだいっ！　大将首あげた回数はアタシの方がずっと上なのだわっ！」

　アードを取り巻く面々に、得意げな顔で胸を張るイリーナ。

　激賞されるアードへ、悔しげな言葉を叩き付けるシルフィー。

　一方で、アードの様子を離れた場所で見つめながら……

　サキュバスの少女、ジニーは誇らしげに微笑ほほえんだ。

（やっぱり、アード君は凄い……！）

　彼が称賛されていると、ジニーもイリーナと同様、まるで我がことのように嬉しかった。

　当然だ。好きな人が活かつ躍やくするさまを見て、こうならないわけがない。

　だからジニーの心には、ただただ、アードへの称賛と、彼の友人であるということに対する誇らしさだけがあった。

　──そんな彼女に。

「な、なぁ、君。君ってさ、あいつの連れ、なんだよな？」

　横から声をかける者が一人。まだ年とし端はもいかぬ少年であった。

（こんな子も、戦場に出る時代、なんだ）

（私と、そんなに変わらないのに）

　改めて、古代世界の厳しさを感じ取りつつ、ジニーは少年に微び笑しようしながら返答する。

「はい、そうですよ。私はアード君のお友達……というか、お嫁よめさん第一号です♪」

「えっ。お、お嫁さん……!?」

　目を見開いた後、あからさまな失望感を顔に出す少年。

　ジニーはこういうことについて鈍どん感かんではない。だから、彼の感情がすぐに理解できた。

　もっと言うなら……こういうとき、男がそう簡単に諦あきらめるものではないということも、よく理解している。

「そ、そうなんだ～。へぇ～。ま、まぁ、あいつのことはさておいて……オ、オレは君に興味があるなっ！」

　ストレートに迫せまってきた。が、残念なことに、ジニーは少年になんの興味もない。

　アード以外の異性とそういう関係になるつもりは皆無である。よってここは、早さつ急きゆうにこちらの意思を表明すべきだと、そう思った直後のことだった。

「君もさ、あいつみたいに凄いんだろ!?　その装備だって、特別製って感じだもんな！」

　この言葉が、ズンッと胸に突つき刺ささり、ジニーの口を閉じさせてしまった。

　そして。

「最後の方なんか、《魔ま族ぞく》に襲おそわれかけたけど……き、君ならあんな奴やつ、瞬しゆん殺さつできちゃうんだろ!?　いやぁ、ホンット、羨うらやましいっていうか、なんていうか！」

　少年からしてみれば、とにかく褒ほめ殺ごろして気分を良くさせようという作戦なのだろうが。

　残念ながら、逆効果だった。

「……いいえ。私は、全然凄くなんかありませんよ」

　少しだけ、声こわ音ねに暗あん澹たんとしたものが混ざる。

　もしかすると、表情にもそれが出ていたかもしれない。

「えっ？　えっと、その……な、なんか、ごめん」

　これ以上続けたなら、致ち命めい的てきな失敗が待ち受けていると悟さとったのだろうか。少年はバツが悪そうな顔をして謝ると、すぐさま逃にげるように離はなれていった。

　そんな彼の姿を見つめながら、ジニーは嘆たん息そくする。

（特別、か。そんなわけ、ないのよね）

（さっきだって……アード君が助けてくれなかったら、どうなってたか）

　その心境を表すかのように、頭の羽がしゅんと垂れ下がる。

　もう一度ため息を吐くと、ジニーはアードの様子を見やった。彼は依い然ぜんとして大勢の人間に取り囲まれていて、その傍そばにはイリーナやシルフィーの姿もある。

　……先さき程ほどの、少年との会話が理由だろうか。

　あの輪の中に、自分がいてもいいのかと、そう思ってしまう。

（やっぱり、アード君は特別、なんだな）

（ミス・イリーナや、ミス・シルフィーだって……）

（でも、私は……私は、違ちがう……皆みんなとは、違う……）

　ジニーとて、希少種たるサキュバスである。その才覚は並ではない。

　だが……あの三人は、あまりにも違うのだ。

　アード・メテオールは言うまでもない。

　イリーナにしたって、何か、普ふ通つうとは異なるオーラがある。

　シルフィーなどは神話に名を刻みし《激動の勇者》だ。

　それに比べ……ジニーという人間の、なんと矮わい小しようなことか。

　先の戦いくさでも、役に立つどころか、危あやうくアードの足を引っ張るところだった。あの少年は《魔族》に襲われても瞬殺できるんだろ、と言ってきたが、そんなわけがない。アードの規格外ぶりがあったからこそ、ジニーは人ひと質じちにとられることなく、事なきを得たのだ。

（……そもそも）

（私、なんですね。人質にしようとしたのは。……ミス・イリーナではなく）

（私なら、反はん撃げきされても怖こわくないって、思われたのかな）

　そんなふうに侮あなどられたことが、あまりにも悔しかった。

（私が、あの場で一番弱かった。一番、存在する意味がなかった）

（だから、選ばれた……！）

　きゅっと唇くちびるを引き結び、拳こぶしを握にぎり締しめる。

（……アード君の傍にいる資格が、私にあるの？）

（……ミス・イリーナ達と、友達でいる資格が、あるの？）

（こんな、迷めい惑わくしかかけられない凡ぼん人じんな私が……あの、特別な人達の傍にいることは──）

　許されないことなんじゃないか？

　そう考える直前のことだった。

「ジニーちゅわぁ～～～ん！　なぁ～に暗い顔してんだよぉ～～～～う！」

　軽けい薄はくそうな口調が耳に入った矢先。

　むにゅり。

　ジニーの豊満な胸の膨ふくらみが、背後から鷲わし摑づかみにされた。

「ぐへへへへ、やっぱジニーちゃんのおっぱいは最高だぜ！」

　下品な笑い声を出しながら、ぐにゅぐにゅとジニーの胸を揉もみしだくのは……

「ひぃんっ!?　や、やめてください、リディア様っ！」

　伝説の《勇者》・リディアであった。

「ほいほいっ、と」

　ジニーの叫きよう声せいを受けて、彼女は意外なことに、あっさりと手を離す。

　そして。

「どうよ？　暗い気分がちったぁやわらいだんじゃねぇの？」

　隣となりに並びながら、ジニーの肩かたを抱だいて、太陽のように眩まばゆい笑え顔がおを見せてくる。

　気を遣つかわれたのだと理解したことで、ジニーは申し訳ない気分になった。

　そんな心境を読み取ったのか、リディアが軽く、ポンポンと肩を叩たたいてきて、

「なぁ～に悩なやんでんだよ。ちょっと話してみな？　こんなんでも一応、普通の人間よか人生経験積んでる方だぜ？　もしかすっと、ジニーちゃんの悩みを──」

「特別な貴女あなたには、わかりませんよ」

　それは、反射的に口にした言葉だった。

　吐はき出してからようやく、ジニーは自分の無礼を理解し、焦しよう燥そうする。

「ご、ごめんなさい……！　ゆ、《勇者》様に、なんてご無礼を……！」

　謝罪するが、リディアはそのことについて、さしたる興味を示さなかった。

　その代わり、ジニーに対し真まっ直すぐな目を向けて、

「なるほどね。お前、くっそつまんねぇことで悩んでんのな」
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　こんなことを、言い放ってきた。

　つまらないこと。

　自らの苦く悩のうをそのように斬きって落とされ……ジニーは思わず、カッとなる。

　白い頰ほおが怒ど気きで紅潮し、勝手に目め尻じりが吊つり上あがった。

（つまらない？）

（そりゃあね、貴女みたいに特別中の特別な人間からすれば、そうでしょうよっ！）

（貴女なんかに、私の何がわかるっていうの……！）

　そう叫さけんでやりたかったが、ジニーはグッと堪こらえた。

　しかし。

「そうだな。オレぁ自分を普通だとは口が裂さけても言わねぇ。だから、お前の苦悩は絶対に理解できねぇ」

　まるでこちらの心を読んだかのような発言に、ジニーは目を丸くしながらリディアの顔を見る。……なんて、澄すみ切きった瞳ひとみなのだろうか。普ふ段だんこそ助すけ平べえ親おや父じのような女だが、こうして真しん剣けんな面おも持もちでいると、まるで世界の真理を知しり尽つくす女神のように思える。

「お前は、自分のことを普通だと思ってる。自分は仲間達とは別の人種……別世界の人間だと、勝手に区別してるってわけだ。んで、あいつらと一いつ緒しよにいる資格があるのか、みてぇな、くっだらねぇことで悩んでんだろ？」

　ジニーは小さく頷うなずいた。するとリディアは大きく息を吐いて、

「お前さ、四天王のオリヴィアって知ってっか？」

「え、えぇ。勿もち論ろんですわ」

「じゃあよ、あいつのこと、特別だと思うか？」

「それは……当たり前じゃないですか。だってあの人は……」

《魔ま王おう》に仕えた伝説の使徒様である。これを特別と言わずしてなんというのか。

　そう考えるジニーにとって、次にリディアが述べた内容は、信じがたいものだった。

「あいつとはな、時たま酒を飲のみ交かわしたりするんだが……ある日、酔よっ払ぱらったあいつがこう言ったよ。わたしは特別ではない、あまりにも凡ぼん夫ぷで嫌いや気けがさすってな」

「えっ……!?　オリヴィア、様が……!?」

「あぁ。……信じらんねぇって顔してんな。でもま、とりあえず聞けよ」

　そう言って、リディアは腰こし元もとに括くくり付けてある革かわ袋ぶくろの一つを取り外し、中身をぐいっと飲んだ。それから、その革袋をジニーに渡わたし、言葉を続ける。

「あいつには魔ま法ほうの才能がなかった。種族としての技能スキル……一時的な身体機能の向上ぐらいしか、取とり柄えがなかったのさ。だから昔は、いつもいつもヴァルの足を引っ張って、そのたびに陰かげで泣いてたんだとよ」

　手て渡わたされた革袋を見つめながら、ジニーはリディアの言葉に聞き入っていた。

「当時のあいつは、まさに今のお前とまったく同じ苦悩を抱かかえてたんじゃねぇかな。でも……奴は諦めなかった。取り柄を伸のばし、剣けん術じゆつっていう武器を磨みがいて……今や四天王だぜ。ヴァルの右みぎ腕うでで、懐ふところ刀がたな。誰だれよりもあいつを支える存在になりやがったのさ」

　噓うそ、ではないだろう。今のリディアの瞳を見て「虚きよ言げんだ」と吐き捨てることができるような人間は、きっとこの世にはいない。

　だが、そうであったとしても。

「……私なんかが、諦めずに努力したとして、オリヴィア様みたいになれるんでしょうか」

　結局のところ、オリヴィアもまた、特別な才覚があったからそうなれただけでは？

　弱気な思いが、ジニーを卑ひ屈くつにさせていた。

　そんな彼女に、リディアは、

「グダグダ言ってんじゃねぇよ」

　鋭するどい声を放ちながら──ジニーの尻しりを、力強く叩いた。

　バシィンッ！　と派手な音が鳴なり響ひびき、前後して痛みが襲い来る。

　周りが「なんだなんだ？」とざわめき、こちらに視線を集めてくるが、ジニーは痛みのせいで羞しゆう恥ちどころではない。

「な、なにするん、ですかっ……！」

　うるうると涙なみだ目めになりながら、リディアを睨にらむ。だが、彼女は一いつ切さい悪びれもせず、むしろムスッとした顔をしながら言葉を叩き付けてくる。

「特別だの普通だの、んなもん関係ねぇんだよ。壁かべなんてもんは、弱音が見せるくだらねぇ錯さつ覚かくだ。なんも考えず、ただただ突つっ走りゃいいのさ。そうすりゃきっと、いつか今日の自分を思い出して、あの頃ころは馬ば鹿かなことで悩んでたなって笑うときが来るだろうさ」

　そして、リディアは、穏おだやかに笑いながらこう言った。

「ウジウジしてねぇで、とにかく動けよ。仲間の足を引っ張る人間から、仲間に頼たよられる人間になるにはな、とにかく動くしかねぇんだ。悩んでたって、今のお前が変わるようなこたぁ絶対にありえねぇんだからよ」

　その言葉と、その笑顔には、不思議な魅み力りよくと説得力があって。

「そう、ですね」

　苦悩が消えたわけじゃない。吹ふっ切きれたとも言いがたい。

　だが……

　悩むだけの自分とは、決別しようと思う。

　ジニーは先刻、リディアから手渡された革袋を見つめると……

　その中身を、一気に飲み干した。

　キツい蒸留酒である。喉のどが焼けるようだった。

　しかし。

「美味おいしいですね、これ」

　焼けるような感覚も。尻のヒリヒリとした痛みも。

　今はどこか、心ここ地ちよかった。

「ハハッ！　そいつの良さがわかるってこたぁ、良い女って証しよう拠こだぜ」

　肩を組んでくるリディアに、微び笑しようを返す。

　やはりこの人は、伝説の《勇者》なのだ。否いや応おうなしに、周囲の人間を変えていく。

　良き方向へと、導いてくれる。

　だからこそ、この人は《勇者》と呼ばれるのだろう。

　……なんにせよ。




　ほんの少しだけ、生まれ変わったような気分だった──




　　　　◇◆◇




　俺としては、此こ度たびの一件を大きく評価してはいない。

　だが、上の者達……要するに、この時代の俺は違ちがう考えだったらしい。

　今回の功績を高く評価した《魔王》・ヴァルヴァトスは、我われ々われに直々の謁えつ見けんを望んできた。勲くん章しようだとか、称しよう賛さんの言葉だとかを与あたえたいという。

　こちらとしては非常に好都合だ。

　あまりにも想定外な道みち程のりではあるが……

《魔王》に会うという目的が、これで果たされることとなる。

　そして、出発の朝。




　現代への帰き還かんという最終目標に思いを馳はせながら、俺達は馬車へと乗り込んだのだった。







　　　第四五話　元・《魔王》様と、過去の《魔王》様







　早朝である。

　まだ朝あさ靄もやも晴れぬうちに、我々は《魔王》直ちよつ轄かつ領りようの中央たる王都、キングスグレイヴへと赴おもむくべく、馬車へと乗り込んだ。

「ところでリディー姐ねえさん、この前教えてもらった、その……あそこが大きくなる体操なんだけど、アレって本当に効果あるの？」

「……昔っからよく言うじゃねぇか。信じる者は救われるってよ。自分の可能性を信じて努力し続ければ、人間ってのはなんにだってなれるもんだよ。そう……ちっちゃい奴やつも、デッカくなれるのさ」

「リディー姐さん……！　アタシ、頑がん張ばるのだわ！」

「おう。お前の成長を楽しみにしてるぜ」

　対面の座席にて、馬鹿なことを言い合いながら笑う両者。

　絵え面づらだけを見れば、挫ざ折せつ気味な妹分を励はげます美しい姉貴分、といった光景なのだが……

　実態は「乳ち房ぶさを膨ふくらませたい貧乳」と「それを励ます性せい欲よく魔人の変態」である。

　よって、なんら美しい光景に思えなかった。

　……この両名は先刻の戦いくさにおける総大将と副官である。ゆえに最大功績はこの二人が得ることとなる。そんな両者を差し置いて、我々だけが国王陛下ヴアルヴアトスに謁見するというのは、軍における道理に合わない。

　そういうわけで、我々はリディア、シルフィーの二人と共に、目的地へと向かっているわけだが……

　馬車に乗ってからというもの、俺の両りよう隣どなりに腰こしを下ろす二人……イリーナとジニーが、一言も発していない。

　両者共に、青い顔をしながらプルプルと震ふるえている。

　おそらく、《魔王》との謁見というイベントに対する緊きん張ちようゆえだろう。

　この古代においても、《魔王》……即すなわち前世の俺は、崇すう拝はいと畏い怖ふの対象であった。現代では神格化されたこともあり、畏怖の感情は一層高まったと言える。

　二人はそんな時代の出身なのだ。

　世界最大宗教における主神に謁見する……それがこの二人にとって、どれほど強い不安と緊張をもたらすのか、俺には想像もできない。




　ともあれ……静かな道中の果てに、我々は目的地へと到とう着ちやくした。




　ヴァルディア帝てい国こく王都・キングスグレイヴ。

　前述の通り、この地を治めていたのは過去の俺である。ゆえにこれから述べることは全て自画自賛となってしまうのだが……

　あえて言いたい。このキングスグレイヴは、国内どころか古代世界において、最高の発展を見せた都市だったと。

　この大都市を造り上げ、それを維い持じするために、どれほどの苦労を費やしたことか。

　しかしその甲斐かいあって、王都は並々ならぬ活気が常に満ちた、最高の都市に成長したと胸を張って断言できる。

　そんなキングスグレイヴの大通りを進み、都市中央に居を構えし我が城……《キャッスル・ミレニオン》へと到着。

　久方ぶりに見た我が居城だが……

　もう一度、自画自賛を許してもらいたい。

　俺の城、やっぱり凄すごい。

　この時代において、建築物というのは魔法によって手て掛がけられるもの。専用の術式をくみ上げて魔ま力りよくを注げば、誰でも簡単に建築が可能な時代である。

　だからなのか。はたまた、この時代の人間が大ざっぱなのか。

　古代では建築物に対して芸術という概がい念ねんを当てはめる者がほとんどいなかった。

　そんな時代にあって、ヴァルヴァトスという男はまさに異い端たん児じだったのだろう。

「うわぁ……！　こ、これが、あの《キャッスル・ミレニオン》……！」

「あ、あの御お方かたの居城に相応ふさわしい、最高のお城ですぅ……！」

　イリーナもジニーも、我が城の魅力に圧あつ倒とうされているようだ。

　ふふん。美しかろう、雄お々おしかろう、そして何より──格好よかろう、我が城は。

　この《キャッスル・ミレニオン》は、古代における最初にして最高の芸術的建築物と呼ばれており、建築物に対する芸術的造形の追求という考えを世に広めたきっかけであると、後世の者達は評価している。

　そんな城を手がけたのが……この俺だ。基き礎そ設計から造形の細やかなデザインに至るまで、何から何まで、俺が一人で造り上げたのである。

　無論のこと、俺が造り、俺が住まう最高の城だ。その機能性もまた、史上最高だと断言しよう。

　この《キャッスル・ミレニオン》はただ格かつ好こいいだけの城ではない。

　およそ一〇万三〇〇〇もの魔ま法ほう術式を付ふ与よしており、有事の際は無敵の要よう塞さいと化す。

　俺はこれまでに多種多様な物作りを行ってきたが……最高の兵器はおそらく、この《キャッスル・ミレニオン》ではないかと考えている。

　そんな超ちよう美び麗れいかつ超最高な我が城の内部へ、我々はリディアに連れられる形で入城。

「な、中も凄いわね」

「絢けん爛らん豪ごう華かって言葉がこんなにも似合う内観は、見たことがありませんわ……」

　ふふん。そうだろう、そうだろう。

　ガワだけ良ければそれでいい、などという妥だ協きようは一切していない。

　外だけでなく、内側に至っても、この城は形状と実用性、両方が完かん璧ぺきである。

　……まぁ、とはいえ。内部の実用性という点については実のところ、完成当時、お世辞にも良いとは言えなかった。それに気付かせてくれたのは、

「ふん！　こんな城、ただデッカいだけでなんの面おも白しろ味みもないのだわっ！　リディー姐さんが造ったお城の方が一〇〇万倍素す敵てきなのだわっ！」

　と、ありえぬことをのたまう馬鹿、もといシルフィーであった。

　あれはそう、この《キャッスル・ミレニオン》が完成して数日が経過した際のこと。

　当時の俺はあまりにも最高過ぎる城を造ってしまったがために、心の未熟さを露ろ呈ていした。

　即ち……他者に対し、自分が造った物を自じ慢まんしたくてしょうがなかったのである。

　それはもう、姉貴分のオリヴィアだけでなく、頭がおかしいヴェーダやアルヴァートさえも遠方から呼び寄せ、お披ひ露ろ目め会かいを催もよおすほどだった。

　……思い出してみると、あのときの俺は随ずい分ぶんと恥はずかしい奴だったな。

　あのオリヴィアだけでなく、頭のおかしなヴェーダやアルヴァートさえも、

「ま、まぁ、人間誰だれしも、浮うかれるときってあるよね」

　とか、

「いやはや、我が主あるじの美的センスは素す晴ばらしいものですなぁ。……ところで、もう帰ってもよろしいか？」

　とか、

　普ふ段だんの奴やつ等らを知る身からすれば、信じられぬほどこちらに気を遣つかっていた。

　そんな中、リディアとシルフィーがやって来たのである。

「どうだ、我が城は。忌き憚たんのない感想を述べよ」

　内心で褒ほめ言葉を期待しまくりながら、俺はそわそわしつつ、二人に問うた。

　リディアは両りよう腰ごしに手を当てながら、《キャッスル・ミレニオン》の威い容ようを眺ながめ、

「へぇ～。いい城じゃねぇか。今度オレの城も造ってくれよ」

「よかろうよかろう。なんだって造ってやろうではないか、我が心の友よ」

　普段は決して見せぬこんな態度に、リディアはドン引きした様子であったが……

　一方、出会った頃ころよりずっと俺に対たい抗こう心しんを燃やしていたシルフィーは、俺がリディアに褒められたことが悔くやしくてしょうがなかったらしく、

「こ、こんな城！　ぜんっぜんたいしたことないのだわっ！」

「……なんだと？」

「ふんっ！　なぁ～にが難なん攻こう不ふ落らくにして史上最高の城よっ！　ちゃんちゃらおかしいのだわっ！　アタシにかかればこんな城、ブッ壊こわすのに三日もかからないのだわっ！」

　この挑ちよう戦せん的てきな言葉に、俺は大人げなくこう返した。

「ほぉ～う！　では馬ば鹿か、もといシルフィーよ！　この城を三日以内に攻こう略りやくしてみせよ！　もしできたなら一つだけ褒ほう美びをくれてやる！　しかし、できなかった場合は覚かく悟ごせよ！　我が城を貶けなしたこと、後こう悔かいさせてくれるわッ！」

　こんなやり取りの末に、シルフィーの《キャッスル・ミレニオン》攻略が始まった……かのように思えたが。

　実際は平へい穏おん無事に時が流れ、二日が経過。当初こそ、シルフィーの猛もう攻こうに備えて様々な準備をしていたのだが……全て無む駄だに終わった。

　あの馬鹿も冷静になって考え直した結果、我が城を落とすことなど不可能だと思い至ったのだろう。今いま頃ごろ、俺が与あたえる罰ばつを減じるための言い訳作りに勤いそしんでいるに違ちがいない。

　当時はそんなことを考えていたのだが……これが大きな過あやまちであった。

　シルフィーという馬鹿はいつだって、こちらが予想する斜ななめ下を突つっ走るのだ。

　……三日目を迎むかえた俺は、もはやシルフィーの存在など歯し牙がにもかけていなかった。

　王としての激務に勤しみつつ、居城の心ここ地ちよさを味わう。なかなか充じゆう実じつした一日を過ごしていた、その真っ最中のことだった。

　ピッ。

　なんの前まえ触ぶれもなく、唐とう突とつに、異音が鳴なり響ひびき……

　ピッ。

　ピッ、ピッ、ピッ、ピッ、ピッ、ピッ、ピッ、ピッ。

　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ…………

　けたたましい異音の連続に、俺は「まさか」と口にする。そして、次の瞬しゆん間かん。




　ドガァアアアアアアアアアアンッ！




　超高熱と光の嵐あらしが巻き起こり……

　我が《キャッスル・ミレニオン》が。

　丹たん精せい込めて造った最高傑けつ作さくが。

　誰にでも自慢したくなる、我が子同然に思う至高の作品が。

　ほんの一いつ瞬しゆんにして、瓦が礫れきの山へと変じてしまったのである。

　黒くろ焦こげになった俺はしばし呆ぼう然ぜんとしていたのだが、状じよう況きようを作り出した張本人の顔を思い浮かべた瞬間、反射的に転移魔法を発動。

　シルフィーの前へと転移した。

「あははははは！　その様子だと、アタシの勝利が確定したみたいねっ！」

　俺を指差しながら、ゲラゲラ笑い転げるシルフィー。

「外側ばっか気にして、内側はぜんっぜんなっちゃいなかったのだわ！　どんなに強い存在も中は弱いものっ！　そんなこともわからないなんて、やっぱアンタ、たいしたことないわねぇ～～～～～～！　ぷぷぷ～～～～～～！」

　こちらを小こ馬ば鹿かにしながら、周りを跳はね回まわるシルフィー。

　……まことに遺い憾かんながら、反論の余地がなかった。

　むしろ俺は、感謝していた。

　もしシルフィーよりも前に、敵方がアレをやってきたら……

　ともすれば、絶大な被ひ害がいが出ていたやもしれない。

　コイツは我が城の脆ぜい弱じやく性せいを教えてくれたのだ。それゆえに──

「シルフィーよ、約束通り、一つだけ褒美をとらせよう」

「あら何かしら？　アタシとしては、アンタの土下座とか見てみたいわね！　もしくは裸はだか踊おどりしながら謝罪とか！　シルフィー様～、私が愚おろかでした～、私めはシルフィー様にぜんっぜん及およばぬクソ無能ですぅ～～～って、踊りながら三日三晩言い続けるの！　きゃははははっ！　想像しただけで笑えてくるわっ！」

　ゲラゲラ笑いながら膝ひざを叩たたくシルフィーに、俺はニッコリと微笑ほほえんで、

「うむ。貴様への褒美だがな──────拳コイツをくれてやるわッ！　このクソたわけがぁあああああああああああああああああああああああああああああッッ！」

　全身全ぜん霊れいのゲンコツを、奴やつの頭頂部へと炸さく裂れつさせたのだった。

　感謝？　あぁ、したよ。でもな、それとこれとは話が別だ。

　俺の汗あせと涙なみだと愛の結けつ晶しようをブチ壊したバカタレにくれてやるものなど、憎ぞう悪おを込めたゲンコツ以外にない。

「……どうしたのよ、新入り？　アタシの顔になんか付いてる？」

「……いいえ。なんでもありません」

　言えぬ。

　思い出したら腹が立ってきたので、もう一度ゲンコツを喰くらわせてやりたい、などとは決して言えぬ。

　ともあれ。

　我われ々われはリディアに案内される形で、城の中を進んで行く。

　イリーナやシルフィーは極きわめて緊きん張ちようした様子だった。

「い、いよいよ、ね……！」

「あ、あぁ……ま、まさか、あの御方のご尊顔を……み、見られる、だなん、て……」

　冷や汗をダラダラと流す二人に、俺は何か言葉をかけてやろうとするのだが──

　その直前のことだった。




　鋭するどい殺気が、こちらへと飛ぶ。




　刹せつ那な、俺は反射的に防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを発動。

　上級のそれ、《ギガ・フィールド》である。

　俺だけでなく、連れの面々全員を覆おおい隠かくす半はん透とう明めいの防ぼう壁へき。

　数すう瞬しゆん後、それに対し、灼しやく熱ねつ色の波動が衝しよう突とつする。

　途と端たん、周囲に轟ごう音おんが轟とどろき、続いて、防壁と波動とがぶつかることで生まれた衝しよう撃げき波はが、辺りの有象無象を破は壊かいした。

　どうやら我が防御魔法は相手の攻こう撃げきを防ぎきったらしい。

　さりとて、その壁へき面めんは粉ふん砕さい寸前であり……

　そうした状態が、攻撃を放った者の力量を表していた。

「ふはは。良き哉かな、良き哉。よもや先刻の一撃を防ぎ切るとはなぁ」

　対面にて、かような言葉を口にする襲しゆう撃げき者しや。

　衝撃波による破壊がもたらした煙えん幕まくに隠れ、その姿は目視できぬが……

　芝しば居いがかった語り口調と、艶つやめいた中性的な声により、俺は相手方の正体に勘かん付づいた。

「……お噂うわさはかねがね。しかしながら」

　やがて煙けむりが晴れ、対面に立つ相手の姿も見え始めた。

　そして俺は、奴が姿を完全に現すよりも前に。

　瞳ひとみを鋭くさせながら言葉を放つ。

「新兵に対する歓かん迎げいにしては、いささか過激ではありませんか？　……アルヴァート様」

　名を呼ぶと同時に一いち陣じんの風が吹ふき、煙のベールが完全に消きえ失うせた。

「過激であれば過激であるほど、吾わたしの貴君に対する愛は深いと受け取ってもらいたい。なにぶん、こういう形でしか愛情を表現できぬ性しよう分ぶんであるゆえ……貴君のような素す敵てき過ぎる戦士を見ると、思わず殺愛してしまいたくなるのだ」

　晴はれ渡わたった通路の只ただ中なかで、狂くるった言葉を紡つむぎ出した男。

　奴の名は、アルヴァート。アルヴァート・エグゼクス。

　四天王最強の男であり……気の触ふれた戦せん闘とう狂きよう。

　その容姿を一言で表すなら、野性的な美び貌ぼうといったところか。

　スラリとした長身を覆う、黒と金を基調色とした装束。

　顔立ちは一見すると美女のようであり、紅あかい唇くちびるから艶えん然ぜんとした色気が漂ただよう。

　そんな我が軍の切り札にして目の上のたんこぶである男は、やはり芝居がかった口調で言葉を積み重ねた。

「いやはや、それにしても想定以上だ。見れば見るほどに惚ほれ惚ぼれする。今回はちょっとしたつまみ食い程度に留とどめようと思っていたのだが……本気になってしまいそうだよ」

　全身から放たれる凶きよう悪あくな殺気が、一層強くなる。

「ひっ……！」

　とうとう耐たえがたくなったか、イリーナとジニーが尻しり餅もちをつく。

　その瞬間だった。

「やれやれ……あいっかわらずだな、てめぇは」

　泰たい然ぜんとした様相のまま、リディアは静かに呟つぶやくと……

　一瞬先には、その姿が消失していた。

　まさしく電光石火の踏ふみ込み。俺でさえ認にん識しきできぬほどの神速で以もつて、リディアはアルヴァートの目前へと接近。……いや、ただ近づいただけではない。

　いつの間にか、奴の右手には愛あい剣けんたるヴァルト＝ガリギュラスが握にぎられており、その白銀の切っ先がアルヴァートの首筋へと突きつけられている。

「そんなにも喧けん嘩かがしてぇなら……オレが受けて立つぜ？」

　背筋が凍こおるような、冷然とした声音。だが、これはアルヴァートには逆効果だ。奴は肝きもを冷やすどころか、戦せん闘とう意い欲よくをことさら高めたようで、狂きよう的てきな笑えみが一層深くなる。

「《勇者》殿どのが相手となれば、なんの文句もない。されど……今の吾は既き知ちの美味よりも、未知の至高を楽しみたいのだよ」

「……んなこと、オレが許すとでも？」

　互たがいに好戦的な笑みを浮うかべながら、睨にらみ合う。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ。一秒後には戦せん闘とうが始まってもおかしくない、緊張の時。

　その真っ只中に。

「なぜ貴様等は、いつもいつも騒さわぎを起こすのだ」

　壮そう麗れいなる風を思わせるような凜りん然ぜんとした美声が、場の空気を斬きり裂さいた。

　気付けば全員の意識が、声の方へと集中する。

　誰だれもがそうせざるを得ないほど、その第三者の存在感は絶大だった。

　複数人の屈くつ強きようなる騎き士しを引き連れる、そいつの名は──

「久しぶりじゃねぇか、ヴァル公」

「くくっ。本日も麗うるわしいな、我が主あるじよ」

　この時代における俺。

　即すなわち──《魔ま王おう》・ヴァルヴァトスである。

「あ、あれが……！」

「あばばばばばば……！」

　過去の俺を目視した瞬間、イリーナは目をまん丸にしながら顔を林りん檎ごのように紅潮させ……ジニーはといえば、泡あわを吹いて卒そつ倒とうした。

　後世において、《魔王》の容姿は次のように表されることが多い。
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　歩けば地に大輪の華はなが咲さき誇ほこり、存在するだけで穢けがれた気も浄じよう化かされ、卑いやしき者はその威い光こうを目にした瞬間に心を改めることを誓ちかう。

　老ろう若にやく男なん女によ問わず魅み了りようする、史上類を見ぬ美形である、と。

　また、後世に残る伝承には、《魔王》の美貌を見た者の多くが、そのあまりの美しさに失神したとも残されている。

　……古代世界に関する文ぶん献けんには間ま違ちがいもかなり多いのだが。

　この時代における俺の容姿だけは、実のところ、文献通りのものだった。

　王たる者を指し示すための、荘そう厳ごんなる黒衣を身に纏まとう過去の俺。その煌きらびやかな衣装は平へい凡ぼんな者であればまず似合うまいが……

　そうした服ですら地味に思わせるほど、《魔王》の容姿は美び麗れいであった。

　その外見に男らしさは皆かい無む。今の俺よりも頭一つ小さく、男性としては小こ柄がら。幼さが残る白い顔は、背景に無数の華が咲いて見えるほど可か憐れんであり、あまりにも美しい。腰こし元もとまで伸のばした艶やかな白はく髪はつはサラサラとしており、あたかも流りゆう麗れいな河川のようである。

　どこをどのように切り取っても美しいという言葉しか出てこない。

　そんな《魔王》・ヴァルヴァトスは、アルヴァートを睨ねめつけながら桃もも色いろの唇を開く。

「貴様を呼んだ覚えはないぞ」

「然しかり然り。お呼ばれした覚えはございませぬなぁ。しかしだからこそ、吾わたしは陛下に遺憾の念を覚えているのですよ。貴公はここ最近、吾に対しつれないばかりか、優ゆう秀しゆうな人材の下見役さえ任せてはくださらなくなった。いやまったく、たいへん嘆なげかわしいことだ」

「……貴様に見せたことで、どれだけの人材が潰つぶされたことか。ゆえに、あえて秘密裏に謁えつ見けんをと思ったのだがな。あいもかわらず、こういうことに関しては鼻が利きく男だ」

「お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく」

「誰も褒めとらんわ、馬ば鹿か者もの」

　心底げんなりした様子で、大きなため息を吐つく。同一人物なだけあって、その感情は痛いほどよくわかる。本当にめんどくさいよな、この戦闘狂は。

「……とにかく、貴様はもう帰れ。さもなくば」

「さもなくば？」

「今後、貴様のことは完全に無視する。何をしても構ってはやらん。それでもいいなら好きにするがいい」

　これを受けて、アルヴァートは困り果てたような、それでいて楽しそうな笑みを浮かべ、

「それはそれは。吾にとって一番効く言葉ですなぁ。今でさえあまり構ってくださらぬというのに、これ以上となれば……吾は寂さびしさのあまり死んでしまうのではなかろうか」

「死んでくれても俺は一向に構わんが。……それで、返答やいかに」

　瞳を細めてみせる《魔王》に、アルヴァートは降参するかの如ごとく両手を上げる。

「わかり申した。この場は退散するといたしましょう。おさらば、我が愛いとしの主よ」

　気色の悪いことを述べた矢先、奴の姿が忽こつ然ぜんと消失した。

　転移魔ま法ほうでも使ったのだろう。この時代であればさして珍めずらしくもない。

「……さて」

　嵐あらしのような変態、アルヴァートが去った後、過去の俺がこちらに目をやった。

「はうっ！」

　目を向けられた途端、イリーナが奇き声せいを発し、その愛らしい顔がさらに紅潮する。

　……長いこと生きてきたが、自分自身に対して嫉しつ妬との念を抱いだくのは初のことだ。

　なんとも奇き妙みような感情を嚙かみしめながら、俺は過去の自分と目線をぶつけ合う。

「……貴様が、アード・メテオールか」

「……左様にございます、陛下」

　なんとも複雑な思いが、胸中に飛来する。

　ともあれ……

　この時間旅行も、これで大おお詰づめを迎むかえてくれたのではなかろうか。







　その後、立ち話で全てを済ませるわけもなく、我われ々われは《魔王》に先導される形で通路を歩いた。

「にしても、マジで久しぶりだよなぁ、おい」

「……相変わらず馴なれ馴れしいな、貴様は」

　肩かたに腕うでを回してくるリディアに、迷めい惑わくげな顔をする、過去の俺。

　だが、リディアはまるで気にしたふうもなく、満面に嬉うれしそうな笑みを宿して、

「もうそろそろ、オレに会いたかったんじゃねぇの～？　なんぜお前、オレ以外に友達いねぇもんなぁ～」

「……誰が友達だ、誰が。貴様なんぞ俺にとってはただの客将に過ぎぬわ」

「またまた～、素す直なおじゃねぇんだから、こいつは」

　拳こぶしで頰ほおをグリグリしてくるリディアを、過去の俺は鬱うつ陶とうしげに睨む。

　そんな光景に、シルフィーは嫉妬からか「ぺっ」と唾つばを吐き、イリーナとジニーは無言のまま、見み惚ほれているかのようだった。

　一方で、俺はというと……

　最後の幸福ともいえる過去の状じよう況きようを目前にして、悲ひ哀あいの情を抱くと共に。

　それよりもなお強い、畏怖の念を覚えていた。

　その原因は……我が側近たる、屈強な騎士達である。

　薔薇ばらの騎士・リヴェルグを始めとした筋骨隆りゆう々りゆうな美び丈じよう夫ふ達。その目は皆みな一様にリディアを睨み据すえ、視線にこのうえない殺意を乗せていた。

　なぜならば……こいつらの誰もが、俺のケツを狙ねらっているからだ。

　この当時の俺はあまりにも美しく、それゆえに女が寄りついてこなかった。

　曰いわく、異性として見れない。というか、同じ人間としても見れない。とのこと。

　また、政略結けつ婚こんを目もく論ろむ連中にしても、俺の容姿を見た途と端たん、「ウチの娘むすめでは到とう底てい相手にしてもらえん」といった感じに諦あきらめてしまうのか、そういう話を持ちかけてきた者は一人さえいなかった。

　そういうわけで、異性との触れ合いなど、前世の頃ころには微み塵じんもなかったのだが……

　反面、野や郎ろう共は我が周囲を固めに固め尽つくした。

　当時は彼等に対して特別、何も思うことはなかったが、連中の本性を知る今、奴やつ等らの一挙手一投足が気になってしょうがない。

　そのせいで、勲くん章しよう授じゆ与よの簡易式典など上の空であった。

　それから我々は《魔王》に連れられ、応接間へ。

　この時代特有のスタイルでもてなしを受けながら、歓かん談だんをすることになった。

　各おの々おの、好き好きに寝しん台だいへと寝ね転ころがる。過去の俺もうつぶせになり、落ち着いたように息を唸うならせる。……そんな過去の俺へ、配下の一人（筋肉ダルマ）が声をかけた。

「陛下、お飲み物はなんになさいますか？」

「果か汁じゆう入りの水を頼たのむ」

「かしこまりました」

　掛かけ合いだけを見れば、特にどうということもない。だが……

　あの筋肉ダルマは常に、俺のケツしか見てなかった。

　ゆえに常時、背筋がゾワゾワしっぱなしである。

「陛下。軽食をお持ちいたしました」

「うむ、ご苦労」

　近い。顔が近い。そんなにも接近させる必要はないだろうが。

　というか他の配下共も気持ちが悪いんだよ。羨うらやましそうな顔をするんじゃない。それと、右側に立ってるお前、さっきさりげなく過去の俺の尻しりに触さわろうとしてただろ。

　そもそも、一番悪いのは過去の俺だ。

　なんなのだ貴様は。もっと厳格に振ふるまえよ。

　うつぶせになりながら飲料水を幸せそうに飲むんじゃない。

　足をぱたぱたさせるな。可愛かわいらしい女子か貴様は。

　そんな態度がな、配下の情じよう欲よくを搔かき立てまくるんだよ。

「へ、陛下……！　マ、マッサージなどいかがでしょう!?」

「んなっ!?　マッサージだと!?」

「控ひかえろ、この下げ郎ろうがッ！　陛下のケ……ではなく、御おん身みに触ふれるなどあってはならぬ！」

　アレな奴等がアレな理由で小こ競ぜり合あいを繰くり広げる。今の俺からしてみれば、まっこと気持ちが悪い光景なのだが……

「な、何をそんなに怒おこっておるのだ？」

　過去の俺はまだ何も知らんため、ポカンとしているだけだった。

　見るに堪たえぬとはこのことか。後でこっそり真実を教えて……いや、こいつだけ後々の苦労をしないというのも癪しやくに障さわる。あえて黙だまっておいてやろう。

　貴様も俺と同じ苦しみを味わうがいいわ。

　内心で暗い情念が煮にえたぎる。その横で、イリーナとジニーがヒソヒソ話し込んでいた。

「そ、想像してたのと、全然違ちがうわね、《魔王》様。想像よりもずっと……お綺き麗れいだわ」

「何を言ってるんですか、ミス・イリーナ。お綺麗？　そんな陳ちん腐ぷ過ぎる言葉で《魔ま王おう》様を表現するだなんて、万死に値あたいしますよ」

「じゃあどういう表現なら許されるっていうのよ？」

「そうですね……このうえない美を言い表す言葉として、《魔王》を用いるというのはどうでしょう？　使用例としては、〝《魔王》様、まさに《魔王》様〟とか？」

「わっけわかんないわよ、それ……」

　彼女等の話題の中心は、依い然ぜんとして《魔王》であった。他の男が彼女等の、特にイリーナちゃんの心を奪うばっているという現状は、極きわめて不ふ愉ゆ快かいである。

　……まぁ、正確には他の男ではなく、俺なのだが。同一人物ではあるのだが。

　と、そんなことを思っていると。

「……《魔王》？」

　イリーナやジニーの雑談を、過去の俺は耳ざとく拾っていたらしい。

　奴やつは美び貌ぼうに怪け訝げんを宿し、口を開いた。

「そこな娘達よ、《魔王》というのは、どういうことか？」

「「えっ？」」

　まさか、自分達が声をかけられるとは思っていなかったらしい。

　二人して固まってしまい、一言も発することができずにいる。

　そんな彼女等に代わって、俺が返事をした。

「陛下の異名を口にしただけのこと。ちまたでは陛下をそのようにお呼びしているのですが、ご存じないのですか？」

「……俺が、《魔王》だと？」

　怪訝の色がより濃のう厚こうになった。おかしいな。なにゆえ、このような態度になる？

　時代背景からして、既すでに《魔王》という異名が定着しつつある頃だと思うのだが。

　にもかかわらず、過去の俺はさも初耳であるかのように振る舞まっている。

　これは、どういう──

「市し井せいでは、俺をそのように呼ぶのか？　……それがまことならば、おかしな話だな」

　次に奴が述べた言葉は、少なからず、衝しよう撃げき的てきな内容であった。




「《魔王》と呼ばれし者は、他にいるのだが。なにゆえ奴と同じ異名で俺を呼ぶのだ？」







　　　第四六話　元・《魔王》様、真相に迫せまる







　自じ称しよう・神は、我々に二つの目的を提示した。

　特異点を見つけ出し、歴史を修正しろ。

《魔王》に会え。

　おそらくはこの二つを達成することにより、元の時代に戻もどれるのだろうと考えた我々は、まず《魔王》に会うということを主目的としつつ、特異点とやらの情報収集に努めるべくヴェーダの配下となった。

　結果として、思わぬ形でリディアと再会し、これまた思わぬ形で功績を挙げたことにより……我々は、《魔王》と会う、という目的を果たした……

　かのように思われた。

「《魔王》が、他にいる？」

　たった今、目前にて過去の俺が口にした言葉を反はん芻すうする。

　……俺にとって、《魔王》とは過去の自分、即すなわちヴァルヴァトスを指す言葉だ。

　それ以外に、《魔王》の称しよう号ごうで呼ばれた者など記き憶おくにない。

「……どうした？」

　短く一言、過去の俺が問いを投げてくる。これに対し俺は、

「いえ、なんでもありません。おかしなことを口走り、まことに申し訳ございません」

　この話はこれで終わりだとばかりに、早口で言葉を紡つむぎ出す。過去の俺は何かを察したようだが、だからこそなのか、特に何も追つい及きゆうすることなく口を閉ざした。

　……俺の記憶にない《魔王》とやらについて、コイツに説明を求めるということは、できることなら避さけるべきだと考えた。

　ヴァルヴァトスの反応からして、《魔王》は誰だれもが知るような存在なのだろう。それを知らぬと言えば身元を怪あやしまれ、必然的に正体を話すことになる。

　もし、この俺がそれを信じたとしても……どう動くのか、読みがたい。

　この当時の俺は徹てつ頭とう徹てつ尾び、王として生きていた。

　ゆえに国を守るため、民たみを守るためならば、なんでもした。

　それこそ……どこまでも冷れい酷こくに。

　そんな過去の俺にとって、未来から歴史を修正しにやってきた存在がどのように映るのか……それは、当人である俺自身もわからない。ともすれば危険人物と認にん定ていされ、よくて監かん視し、悪ければ暗殺の対象と設定するやもしれぬ。

　ゆえに……詳しよう細さいは彼女に聞くほかあるまい。

　あの、天才にして天災たる、彼女に。




　その後、我われ々われは談笑を終えて、前線都市・エーテルへと帰き還かんした。

　道中、イリーナ、ジニーは終始無言。

　彼女等も俺と同様、《魔王》問題について当とう惑わくしているのだ。

　そして我々は疑問を解き明かすべく、ヴェーダのもとへと向かった。

　リディアやシルフィーには、「ヴェーダ様は一応、主あるじですので、王宮での出来事を報告する義務があります」などともっともらしいことを言って、一時的に別れた。

　で、現在。俺達はヴェーダの奇き妙みような屋や敷しき兼けん研究所の応接間にて、寝台に寝転がったヴェーダへ事情の説明を行い──

「あ～、やっぱりね」

　ヴェーダはあっけらかんとした調子で、そう言った。

「やっぱり、とは？」

「君等が言う《魔王》と、ワタシ達が知る《魔王》、これらの認識にズレが生じているってこと。君等が《魔王》に会うとか言った瞬しゆん間かん、アレ？　って思ったけど、やっぱその通りだったんだねぇ」

「……気付いていたなら、なぜもっと早く教えてくださらなかったのですか？」

「教えようとはしたよ？　でもさぁ～、その前にシルフィーちゃんが来ちゃったもんだから、言うタイミングがなくなっちゃってね。まぁ、その後も言うタイミング自体はいくつかあったけれど……ぶっちゃけ、ワタシにとっちゃどうでもいいことだったしなぁ～」

　寝しん台だいの上でゴロゴロと転がるヴェーダ。

　その姿にイラッと来るが……コイツに対し一々ストレスをぶつけていたらキリがない。

　俺は一つ咳せき払ばらいをすると、ヴェーダに《魔王》の情報を提示するよう促うながした。

　その結果、得られた情報は次の通り。




一、《魔王》は三年ほど前に突とつ如じよ現れ、《外なる者達アウター・ワン》の支配領とこちら側の支配領の狭はざ間ま、ちょうど国境付近の土地を無断支配した。

　その土地は、この前線都市・エーテルに極めて近い場所にある。




二、《魔王》は無数の魔ま物ものを生み出す力を持つ。ゆえに奴の軍勢はその全てが魔物であり……どれほど数を減らしても、すぐさま補ほ充じゆうされてしまう。




三、《魔王》の目的は判然としない。《外なる者達アウター・ワン》や《魔ま族ぞく》だけでなく、こちら側さえも敵に回すような動きをしており、交こう渉しようを持ちかけても無視を決め込んでいる。

　また、奴の行動によって、俺が知る歴史とはやや異なった状じよう況きようが生み出されており……そうした事情からして、自称・神が口にした特異点とは《魔王》を指す言葉だと思われる。




四、《魔王》は現在、こちら側にとっては静観の対象となっている。

　一度ヴァルヴァトスが交戦したが、倒たおしきることができなかったため、以降は無理に攻せめず静観を貫つらぬいているとのこと。

《魔王》は強大な不死性を持ち、その秘密の解明が進められている。それが完かん了りようするか、あるいは……よほどの問題行動を起こさない限り、《魔王》討とう伐ばつに乗り出すことはない。




　……これら四つのうち、我々にとってもっとも大きな要素は、第四の情報であろう。

「我々は、自称・神の言葉を誤解していました。特異点を見つけ出し、歴史を修正せよ。《魔王》に会え。これらは別々の目的だと認識していたのですが……どうやら、同一であったようですね」

　ゆえに自称・神が提示した言葉……我々が元の時代に戻るための条件は、

「歴史をねじ曲げている《魔王》を討伐し、この世界を在るべき形へと修正する。それが我々の帰還条件、ということになるのでしょうが……」

「ヴァルヴァトス様でさえ倒せない奴を、どうやってやっつければいいのよ……」

　眉まゆ尻じりを落としながら、しょんぼりした調子で呟つぶやくイリーナ。

　彼女の言う通りだ。

　この時代における俺、即ち全盛期のヴァルヴァトスでさえ殺しきれぬ相手となれば、今の俺が単身乗り込んで倒す、ということも不可能であろう。

　そのため、《魔王》の討伐は我々だけでこなせるような事こと柄がらではない。

「……ヴァルディア帝てい国こくの全軍、それこそ陛下や四天王の方々が総力を以もつてことにあたる。そんな状況にならねば、《魔王》の討伐は不可能、でしょうね」

　ヴェーダが語った《魔王》の不死性に関してだが、これには心当たりがある。

　この時代の俺も、既に思い至っているだろう。

　即ち──過去の俺にとって《魔王》という存在は、リスクを覚かく悟ごすれば排はい除じよ可能な存在であるということだ。

　にもかかわらず捨て置いているということは、つまり。

　過去の俺は、《魔ま王おう》に対してそれほどの危機感を抱いだいていないということ。

　最優先の討伐対象は、依然として《外なる者達アウター・ワン》であると考えているのだ。

　……その判断は正しい。

　完全なる敵として君臨している《外なる者達アウター・ワン》とは違ちがい、《魔王》は危険分子に過ぎない。となれば、リスクを背負ってでも潰つぶすべき対象、ではない。いや、そればかりか、今は討伐すべきでないと考えていてもおかしくはなかろう。

《魔王》が無限の軍勢を生み出す力を持つとなれば、必然、消しよう耗もう戦せんとなる。

　その末に勝利を収めたとして……瞬間、消耗しきった我が軍に対し、《魔族》の軍勢が急きゆう襲しゆうを仕し掛かけてくるはずだ。

　そうした状況になったとして、敵方を跳はね返かえすほどの力が残っているか。

　それは誰にもわからない。

　重要なのは、僅わずかでもリスクが存在するということ。

　過去の俺は間ま違ちがいなく、そのリスクを背負う気がないだろう。

　当時も今も、俺は誰より慎しん重ちようで、子こ鹿じかのように臆おく病びようなのだ。

「……ちょっとやそっとのことでは動かないでしょうね、陛下は」

「だねぇ～。ヴァルくんは責任感が馬ば鹿かみたいに強いから。雑ぞう兵ひよう一人の命さえ大事にしちゃうんだよなぁ～。ま、そういう優やさしいところ、嫌きらいじゃあないけどさ。……君達の望み通りにヴァルくんを動かすのは、かなり難しいと思うよ？」

　ヴェーダの言葉に、我々は沈ちん黙もくせざるを得なかった。

　しばし、静せい寂じやくの帳とばりが場に広がって……

　それを破ったのは、ジニーだった。

「《魔王》様……じゃなくて……陛下に、私達の正体を明かしてみませんか？　それで、《魔王》の危険性を説けば……」

　俺は顎あごに手を当て、思考を巡めぐらせた。

　正体を明かすことに関するリスクは、どう足あ搔がいても付きまとう。

　だが……もはやそうせざるを得ないか。

　ジニーの言う通り、ストレートな行動に打って出るほか、我々に残された選せん択たく肢しはない。

　とはいえ。

「ジニーさんの案でいきましょう。しかし……それを成功させるには、まだ我々に対する信しん頼らいが足りていません。陛下は極きわめて慎重な御お方かた。信を置けぬ者の言葉に耳を貸すとは、到とう底てい思えません」

「となると……もっともっと活かつ躍やくして、陛下のお気に入りになればいいのかしら？」

「そうですね。功績を挙げた上で、彼を口説き落とす必要があるでしょうが……後者に関しては、私にお任せください」

　どこまで行っても、相手は過去の俺である。どのようにすれば落とせるのか、それは俺が一番よくわかっている。

　多大な功績を手て土産みやげにすれば、説得は可能である……と、思いたいところだ。

「問題なのは、大きな功績をいかにして挙げるか。その一点に尽つきるでしょう」

　まさかまさか、都合良く敵方の主要クラスが攻めてくる、などといった展開は──

　ない、と考える直前のことだった。

「アードいるかゴラァッ！」

　乱暴な語り口調が耳に入ったと同時に、部屋のドアが蹴け破やぶられた。

　そうして室内に入ってきたのは……どこか焦しよう燥そうとした様子の、リディアであった。

　奴やつは俺の顔を見るなり、鋭するどく口を開いて、

「戦いくさだ！　明日出るぞ！　お前はオレ等と一いつ緒しよに前線で戦え！」

　有無を言わせぬ口調である。

　これを受けて、俺は微び笑しようを浮うかべながら、

「了りよう解かいいたしました。微力ながら、不退転の覚悟で臨のぞませていただきます」

　承しよう諾だくの意を、迷うことなく口にした。

　まさか、こうも早く功績を挙げるチャンスがやってくるとは。

　リディアの様子からして、敵方は名の知れた猛も者さであろう。其奴そいつの首級ならば、過去の俺を口説くための土産の一つにはなるはずだ。

「それで……相手はどなたですか？」

　どんな相手だろうと、打だ倒とうするのみである。

　だが一応、敵の名前ぐらいは把は握あくしておこう。

　そんな程度の、軽い気持ちで問うたのだが──

「メヴィラス。《呪じゆ縛ばく王おう》・メヴィラスだ」

　その名を受けて、俺は思わず、声を漏もらしてしまった。

「メヴィラス、だと……!?」

《呪縛王》・メヴィラス。それは──




　俺がリディアを殺した原因の、一つだった。







　　　第四七話　元・《魔王》様、前線にて──







　強い動どう揺ようを示す俺に、リディアが怪け訝げんそうな顔で問うてくる。

「どうした？」

　……その言葉は、場にいる者全員の総意であったらしい。彼女だけでなく、イリーナやジニー、この時代のシルフィーさえも、不思議なものを見るような目を向けている。

　動揺を悟さとられたか。

　常に泰たい然ぜんとしている人間が唐とう突とつにそうなったら、確かに不ふ審しんに思って当然だ。

　俺は一息、小さく呼吸して落ち着きを取とり戻もどすと、普ふ段だん通りの微笑を浮かべて見せた。

「……大物の名を聞かされ、さすがに緊きん張ちようが走りました。しかし、もう大だい丈じよう夫ぶ。今は内心、興奮と武む者しや震ぶるいが止まりません」

「ふんっ！　今回の大おお手て柄がらはアタシが貰もらうのだわっ！」

　腕うでを組んで荒あら々あらしく鼻息を吐はくシルフィー。

　やる気十分といった彼女の頭を撫なでながら、リディアも好戦的な笑えみを作る。

「もうそろそろやべぇのが出てくるとは思ってたがよ……まっさか、いきなり《呪縛王》が来やがるたぁな。相手にとって不足はねぇや」

　闘とう志し溢あふれるリディアを横目に、イリーナがちょこちょことこちらへやって来て、

「ね、ねぇ、アード……その、《呪縛王》っていうのは、どんな奴なの？」

「……魔ま導どう士しに一から七までの格付けがあるように、《魔族》にも階級があることは、イリーナさんもご存じですね？　今回争うことになる相手は、彼等の階級上の最上級……《大魔境アーク・デーモン》に位置する存在です」

「ア、《大魔境アーク・デーモン》……!?」

　現代でもその階級に属する者は絶大な力を持ち、あの時代における大だい英えい雄ゆうたる我われ等らの両親、《大魔導士》と《英雄男だん爵しやく》の両名を追い詰つめたことでも知られている。

　その戦力は一大地方殲せん滅めつ級とされるが……それは現代の話。

　古代における《大魔境アーク・デーモン》の戦せん闘とう能力は、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい。

　中でもとりわけ、《呪縛王》・メヴィラスは強大な存在である、が……

　俺の記き憶おくが確かなら、奴がリディア／ヴェーダ合同軍を相手取るのは、まだまだ先の話だったはず。おそらくこれは、《魔王》というイレギュラーの存在による影えい響きようだろう。

　奴の存在は間違いなく、歴史を歪ゆがめているのだ。

　しかしながら……

　これから自分がすることを思えば、俺とて《魔王》と同類になるのではなかろうか。

　俺はリディアの顔をジッと見つめながら、心の中で決意した。

　あの自じ称しよう・神が文句を言ってくるやもしれぬが、知ったことか。




　今回ばかりは、歴史通りに進ませはせんぞ……！







　それから。

　敵方は既すでに進軍を開始しているとのことで、我々はすぐさま動くことになった。

　今回の作戦活動について、イリーナとジニーには参加を遠えん慮りよしてもらう。

　もし万一、いや、そうは絶対にさせぬつもりだが……俺が知る歴史通りになってしまった場合、イリーナとジニーは確実に死ぬ。

　無論のこと、歴史通りに運ばせるつもりはない。だが、リスクはゼロではないのだ。

　ゆえに、あの二人は前線都市・エーテルに残らせることにした。

「わかったわ。あたし、アードの足を引っ張りたくないもの」

「右に同じです。頑がん張ばってくださいね、アード君」

　両者共に納なつ得とくした様子を見せていたが、内面では別の感情が渦うずを巻いていることだろう。

　イリーナは俺に追いつこうと必死になっているし、ジニーも劣れつ等とう感かんを解消すべく、日々努力を積み重ねているのだ。

　そんな二人に、俺は遠回しだが、「役に立たないから来るな」と言ったのである。

　表向きは笑顔だが、内側では憤ふん懣まんやるかたないのではなかろうか。

　……さりとて、今の俺には彼女等を慮おもんぱかってやるだけの余よ裕ゆうはない。

　この一件は、俺が抱かかえる最大のトラウマに関連する事こと柄がらなのだから。




　さて、現在。

　俺はリディア、シルフィーの二人と共に、山中を静かに進行中である。

　時刻は昼と夕刻の狭はざ間まあたりだろうか。まだまだ日中だが、山林の只ただ中なかは薄うす暗ぐらく、実際の時刻を感じさせない。

　うっそうと生おい茂しげる緑の中を進む最さ中なか、シルフィーが退たい屈くつげに声を漏らした。

「今いま頃ごろ、皆みんなは戦地で大暴れしてるのだわ。なのにアタシ達ときたら、誰だれかさんのせいでつまんない山登り……」

「今は面おも白しろくないでしょうが、どうか堪こらえてください。いずれ否いや応おうなしに刺し激げき的な一時を過ごすことになりますので」

　この行動は、俺が提言したものである。

　元来の歴史通りであれば、リディアとシルフィーは今頃、共に戦場を駆かけ巡っているだろう。自軍の主要を務める面々と同じように。

　今回の戦はさしものリディアも楽観視できないのだろう。その証しよう拠こに、各地へ散らせていた自軍の主要格を全て呼び寄せ、万全の状態で臨んでいる。

　それが、自分達の壊かい滅めつを決定づける最大の要因となったことを知らずに。

「……それにしても、リディア様。此こ度たびは私のような若じやく輩はい者ものの意見をお聞きくださり、まっこと感謝の念に尽きません」

「まぁ、そうだな。ぶっちゃけ賢さかしい奇き襲しゆう戦法なんざ好みじゃねぇんだが……なんとなしに、お前の言うこと聞いといた方がいい気がしてなぁ」

　頭をボリボリと搔かきつつ、下生えを踏ふみ散らすリディア。

　こいつは馬ば鹿かだが、勘かんは誰よりも鋭い。俺の提言を素す直なおに聞き入れたのは、まさにそれが働いたからだろう。

　なんにせよ、僥ぎよう倖こうであった。

　これでまず、最悪の状じよう況きようになる確率は大きく減少したと思われる。

　……史実において、リディア／ヴェーダ合同軍が《呪縛王》・メヴィラスの軍勢とぶつかった際、両者共に奇き策さくの類たぐいは一いつ切さい用いなかったという。

　それどころか、まともな戦術さえ皆かい無むの戦だったと伝え聞いた。

　リディア達はともかくとして……相手方、メヴィラスもまたそうした行動をとったのは、ひとえに奴が選民思想に取とり憑つかれていたからだ。

　奴は典型的な《魔族》至上主義者であり、人間をムシケラとして見下している。

　そんなムシケラ如ごときに知略など不要。全力を出すなどもってのほか。

　そうした傲ごう慢まんさゆえ、奴はリディア達に追い込まれ……

　プライドよりも命を優先した結果、奴は切り札を出した。

　そう……《固有魔法オリジナル》である。

《呪縛王》の名は、奴が呪じゆ詛そ魔ま法ほうを得意とすることによるもの。

　そんなメヴィラスが有する《固有魔法オリジナル》もまた、極きわめて強大な呪詛の力であった。

　そのおぞましき力は超ちよう広こう範はん囲いに影響を与あたえ……効力に吞のまれた者は瞬またたく間まに発はつ狂きよう。自軍同士で殺し合いを始めてしまった。

　結果として、合同軍は壊滅。

　リディアは自軍のほとんどを失ったうえ……軍創設時から同じ釜かまの飯を食ってきた仲間達をも失ってしまった。

　メヴィラスとの戦いくさで、リディア軍はその主要を務めた七名の勇者のうち、五名が死亡。

　この結果、リディア軍は消しよう滅めつの危機を迎むかえることになる。

　さらに……リディア自身も、シルフィーを庇かばう形で呪詛を受けてしまった。

　鋼はがねの精神力と、肉体に流れる《邪じや神しん》の血が影響したか、どうにか発狂は免まぬかれ、その手でメヴィラスを討うち取とったのだが……

　以降、リディアは呪詛の後こう遺い症しように悩なやまされることになる。

　時折襲おそい来る激しい頭痛と、精神の錯さく乱らん症しよう状じよう。

　これは俺ですら癒いやすことができぬものだった。

　そんな症状を抱えて戦い続けたことで、リディアは…………！

　……もし、この戦で彼女が呪詛を受けていなかったら。

　……もし、この戦で、彼女が大切な仲間達を失っていなかったら。

　あんな結末には、ならなかったかもしれない。

　リディアを殺さねばならぬような状況に、陥おちいらなかったかもしれない。

　……これは明らかな歴史改変だが、それを躊躇ためらうつもりはない。

　そもそも、この時代に飛ばされた時点で、俺は頭に思おもい描えがいていたのだ。

　リディアが生存する、そんな未来を。

　そのためならなんだってしてやる。

　誰の邪じや魔まも、許しはしない。

　そう──

「こちらが奇襲を予想しなかったとでも思ったかぁ!?　この間ま抜ぬけ共──」

　目前に現れた小物達にさえ、容よう赦しやしてやるつもりはなかった。

「《ストーム・ブレイド》」

　口にすると同時に、魔法が発動する。

　我が目前に現れた一〇の魔ま法ほう陣じん。

　刹せつ那な、そこから膨ぼう大だいな竜たつ巻まきが吹ふき荒あれ、一直線に敵方へと突つき進む。

「くぅっ!?」

　各おの々おの回かい避ひ行動をとるが、無む駄だだ。超広範囲に高速で広がる風の刃やいばから逃にげることなど不可能。また、奴やつ等らの腕うで前まえでは防ぼう御ぎよ魔法を用いて防ぐことも不可能。

　ゆえに抵てい抗こう虚むなしく、敵方は周囲の草木同様ズタズタに斬きり刻きざまれ、冥めい府ふへと旅だった。

　かような小物を討ち取るは、我が美学に反する。しかし……

　もはや美学など、どうだっていい。

　我が前に立ちはだかるなら、そのことごとくを殲滅しよう。

　リディアを死なせぬために動くこと。これ以上の最優先事じ項こうはない。

「……さぁ、先を急ぎましょう」

　粛しゆく然ぜんと口にする。

　どうやら無意識のうちに、本気の殺意と闘気を出していたらしい。

　それに当てられたか、シルフィーがやや怯おびえた様子でビクリと震ふるえるが、

「ちょ、ちょっと活かつ躍やくしたからって、調子にのらないでちょうだいっ！　雑ざ魚こをいくら倒たおしたって、なんの手て柄がらにもならないのだわっ！」

　すぐさま、負けん気の強さを発はつ露ろした。

　一方で、リディアは……

「随ずい分ぶんと、やる気じゃねぇか」

　言葉だけを見れば、感心した様相をイメージする内容であろう。

　だが実際、リディアの顔にはなんの色もなかった。

　無表情で、澄すんだ瞳ひとみを真まっ直すぐに向けてくる。

　……コイツのこの目が、昔は嫌きらいだった。

　俺の全てを見通しているかのようで、どうにも不ふ愉ゆ快かいだったのだ。

　今もおそらく……奴やつは何かに気付いたのだろう。

　そのうえでリディアは、短く一言、こう述べた。

「つまんねぇことは、すんじゃねぇぞ」

　述べてすぐ、先導するように前へと歩き出す。

　彼女の背を見つめながら、俺は拳こぶしを握にぎり締しめた。

　……つまらんことなど、するつもりはないさ。







　奇襲戦術を選せん択たくしたのは、最初から最後までメヴィラスを慢まん心しんさせたまま、状況を終結に導くためである。

　なにゆえ、傲慢を極めしメヴィラスが全力を出すに至ったか。

　それはあまりにも順調に、奴を追い詰つめてしまったから。この一点に尽つきる。

　史実において、リディア達は普ふ段だん通りの正せい攻こう法ほう、正面突とつ撃げきを敢かん行こうし、これが見事に成功したがため……メヴィラスは《固有魔法オリジナル》の使用に踏み切ったのだ。

　それを防ぎつつ、敵の首級を挙げる方法として、俺は奇襲作戦を提案した。俺とリディア、そしてシルフィーの三名で敵てき陣じんを直接襲い、一気に片を付けるという方針である。

　無論のこと、敵方は我われ々われの接近に気付いているだろう。

　そのうえで、メヴィラスは俺達を自陣へと引き入れるに違ちがいない。

　現時点で、奴は慢心しきっているがゆえに。

　おそらく、少し挑ちよう発はつしてやれば一いつ騎き打うちの相手さえするだろう。

　今、メヴィラスの頭には下等な猿さる共……要するに、我々を嬲なぶり殺しにするという余興で頭が一いつ杯ぱいになっているはずだ。

　その慢心と油断をついて、一いつ瞬しゆんのうちに首を獲とる。

　さすれば、俺とリディアに起きた最大の悲劇も、回避できる可能性が高まるだろう。

「……見えてきましたね、敵本陣が」

　山を下った先の、やや高低差が目立つ丘きゆう陵りよう地帯にて。

　敵方はそこに、拠きよ点てんを築いていた。

「簡易砦とりで、にしては豪ごう勢せいだな。メヴィラスの野や郎ろうの贅ぜい沢たく趣しゆ味みが透すけて見えるぜ」

「なんていうか、とことん気に食わないのだわ……！」

　両者共に貧民出身だからか、無駄な豪ごう奢しやさを嫌う傾けい向こうにある。

　俺とて元は貧民ゆえ、二人の気持ちはよく理解できた。

　……まぁ、そんなことはさておいて。

「では、仕し掛かけますよ。敵の力量などからして、隠いん匿とくの魔法は意味を成さないでしょう。真正面から侵しん入にゆうし、ただひたすら敵方を薙なぎ払はらい……大将首をもぎ取る。それだけです」

「ハッ。いいねぇ、わかりやすくて」

「腕うでが鳴るのだわっ！」

　両者共に、怯えなど皆無。目前の状況を楽しむ余よ裕ゆうさえ見える。

　士気は十分。力量も十分。

　我が勝利を阻はばむ要素、一切なし。

「一いち番ばん槍やりの栄えい誉よはいただきますよ」

「いいや、オレが貰もらうぜッ！」

「たとえ姐ねえさんでも、それは譲ゆずれないのだわっ！」

　声を掛かけ合いながら、敵本陣へと突撃を敢行する。

　簡易砦の門は開け放たれており、まるで我等を歓かん迎げいするかのような有様であった。

　そんな門構えを通過し、敵本陣真まっ只ただ中なかへと侵入する。

　瞬しゆん間かん。

「……妙みよう、ですね」

「……あぁ。入ると同時に、派手な攻こう撃げき魔ま法ほうでもぶっ放してやろうと思ってたんだが」

「……人ひと気けが、なさすぎるのだわ」

　意い気き軒けん昂こうとした精神が、侵入した途と端たん、怪け訝げんに支配された。

　俺としては、足を踏み入れたと同時に、魔法が雨あられと降り注ぐものと予想したのだが……実際は何も起きていない。

　それどころか、迎げい撃げきにやってくる者の気配さえ絶無である。

「奴等、一カ所でアタシ達を待まち伏ぶせてるのかしら？」

「かもしれねぇ、が……なんだろうな、どうにも嫌いやな感じがするぜ」

　あまりにも静かな敵本陣の空気に、俺もリディアと同じく、冷ひや汗あせを流した。

　これは、なんだ？

　何か、想定外のことが起きている？

　……なんにせよ、ここまで来たなら進むしかあるまい。

「とりあえず、中央を目指し移動しましょう」

　リディアとシルフィーが頷うなずくのを確かく認にんしてから、歩き出した。

　……やはり、何かがおかしい。

　敵の気配があまりにもなさすぎる。これではまるで、もぬけの殻からではないか。

　よもや、無人？

　まさか、敵方がこちらに対して奇き策さくを？

　さまざまな可能性が脳裏をよぎるが……いずれも、この状じよう況きように納なつ得とくできるようなものではないように感じられた。

　そして。

　敵本陣の中央へと近づくにつれ、不可解さがさらに増していく。

「この臭におい……」

「あぁ、嗅かぎ慣れすぎて、日常的になっちまった臭いだな」

「鉄てつ錆さびみたいな、気持ちの悪さ……これって……」

　そう、血の臭いだ。

　……人気のない敵本陣。その中央に近づくにつれて強くなる、鮮せん血けつの気配。

　俺もまたリディア同様、嫌な感覚を味わいつつ、足を動かす。

　その末に──

　敵陣中央、おそらくは集会場として機能していたのであろう広場にて。

　その光景を目にした途端、俺もリディアもシルフィーも、瞠どう目もくせざるを得なかった。

　瞳にまず飛び込んでくるのは、ドス黒い紅あか。

　大地の土色を一面塗ぬり替かえているそれは……

　地面に転がる、おびただしい《魔ま族ぞく》達の死体であった。

　皆みんな、原形を留とどめていない。いずれも無む惨ざんな末路を晒さらしており、その鮮血と臓物、肉片が周囲に山となって積まれている。

　そんな凄せい惨さん過ぎる現場の中心にて。

　今まさに、一人の男の首が、宙へと舞まった。

　カイゼル髭ひげが特とく徴ちよう的てきな、いかにも貴族然とした優やさ男おとこ。

　奴こそが、我々の最大目標。

《呪じゆ縛ばく王おう》・メヴィラスであった。

　されど、その首を両断した剣けんの持ち主は、我々のいずれでもない。

　それどころか……

　おそらく友軍でさえないだろう。

「少しだけ、遅おそかったな」

　腹に響ひびくような重低音が放たれる。

　その発生源たる男へ、俺達は一様に鋭するどい視線を向けた。

　年ねん齢れい、人種、面つら構がまえ、全てが不明。奴はその全身を、漆しつ黒こくの鎧よろいで覆おおい尽くしていた。

　その禍まが々まがしきシルエットは、まるで奴の正体を表しているかのようで……

「貴方あなたは、何者ですか？」

　あえて問うた内容に、黒き鎧の戦士は鼻を鳴らして笑う。

「当たりはついているのだろう？　貴様が連想した通りの存在で間ま違ちがいはない。即すなわち──」

　刺とげ々とげしい兜かぶとの向こうから、決定的な答えが放たれた。

「我われは《魔ま王おう》。暴ぼう虐ぎやく非道の怪かい物ぶつにして、世界の敵である」

　威い風ふう堂どう々どうとした佇たたずまいに、俺は緊きん張ちよう感かんを強めた。

　この男、紛まぎれもない強者だ。

　それも、我が記き憶おくに刻まれし数多あまたの好敵手達でさえ、比ひ較かくにならぬほどの。

　……久方ぶりに、血が騒さわいでくる。けれども、下手な突とつ貫かんは禁物だ。

　油断なく相手方を睨にらみつつ、出方を窺うかがう。

　と──

「ふぅん、てめぇが《魔王》かい。予想通り、随分と強つえぇみたいだな」

「然しかり。貴様等が束になったとて敵かなうものではない」

「へぇ。言ってくれるじゃねぇか。オレは《勇者》で、てめぇは《魔王》だぜ？」

「現実は物語の通りにはならぬ。貴様の力量が、この《魔王》に通ずる道理はない」
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「そいつぁ……試ためしてみねぇとわかんねぇだろう？」

　刹せつ那な。

　リディアの全身から、凄せい絶ぜつな闘とう志しが放たれた。

　並なみ大たい抵ていの戦士であれば、その気き迫はくだけで失神へと追い込まれていただろう。

　味方であるシルフィーでさえ、微び動どうだにできなくなるほどの桁けた外はずれな覇は気き。

　されど、対面の《魔王》はそれを受けてなお、小こ揺ゆるぎもしなかった。

「ハハッ！　いいね、久しぶりに、全力の喧けん嘩かができそうだ！」

　牙きばを剝むくように笑うと、リディアは愛剣たるヴァルト＝ガリギュラスを手元へ召しよう喚かん。

　その柄つかを右手で力強く握り締めると、

「《アルステラ煌めけ魂》《フ我、ォ聖なトブる光とリスなって》──《テネブリック闇を打ち払わん》ッッ！」

　超ちよう古代言語による詠えい唱しようが、大気を震しん撼かんさせる。

　前後して、リディアの総身が眩まばゆいエネルギーの塊かたまりに覆われ……

　やがてそれが、白銀の輝かがやきを放つ鎧へと変化した。

　完全なる本気状態。

　リディアは今、全身全ぜん霊れいをかけてことに臨のぞもうとしている。

　そして、彼女が踏ふみ込もうと足に力を込めた、その瞬間。

「まさしく猪いのしし武む者しやであるな、貴様は。個人的には好ましく思うが……されど今、貴様の相手をしてやるつもりはない」

「……あぁん？」

　こちらの意気をひらりと躱かわすような言葉を放ってみせると、《魔王》は我々に背中を向けて、

「貴様等の頭領へ伝えるといい。狙ねらいの土地は我われがいただく。取とり戻もどしたくば力ずくで奪うばい取れ、とな」

「……そいつぁ、オレ等に対する宣戦布告ってことかい？」

　リディアの問いかけを、《魔王》は鼻で笑った。

「宣戦布告など、とうの昔にしているだろうが。我は《魔王》。即ち、その存在そのものが、生きとし生けるもの全てに対する宣戦布告である」

　なぜだろう。奴やつの言葉はどこか、自じ嘲ちようを孕はらんでいるように思えた。

「さらばだ、《勇者》達。そして……愚ぐ劣れつなる少年よ」

　一瞬、俺に対して怒ど気きを放ったように感じられたが。

　結局、奴はこちらに一いつ切さいの手出しをすることなく、転移魔ま法ほうを発動。

　その姿を瞬またたく間まに消失させた。

　三人、凄惨なる現場に取り残され、無言のまま時を過ごす。

　リディアが何を考えているのか。

　シルフィーが、何を考えているのか。

　おそらく、俺と同じだろう。

　皆、頭の中は一つの単語で埋うめ尽つくされているに違ちがいない。

　即ち──




「《魔王》……！」







　　　第四八話　元・《魔王》様と、もう一人の《魔王》







　風雲急を告げる展開を受けて、事態は慌あわただしく進行していった。

《魔王》が去ってからすぐ、我々は自じ陣じんへと帰き還かん。友軍は依い然ぜんとして《魔族》と交戦中であったが、リディアはもはや続行する意味はないと判断し、全軍に撤てつ退たい命令を出した。

　残された《魔族》達は突とつ然ぜんの撤退に当とう惑わくしただろう。……これから先、一層強い当惑が襲おそってくるとも知らずに。

　撤退後の行動も迅じん速そくであった。

　リディアは撤退中に主要メンバーに状況説明を済ませ、書状をしたためると、王都へ早馬を出した。

　ヴァルヴァトスは書状を受け取り、現状を把は握あく。

　その結果、緊きん急きゆう大会議が開かれることになった。

　さて現在。

　我々は王都・キングスグレイヴ中央に居を構えし王城、《キャッスル・ミレニオン》の会議室にて、円えん卓たくを囲む一員となっている。

　気安い議論などであれば、寝しん台だいに寝ね転ころがりつつ、飲食などしながら行うのだが……

　此こ度たびの論題はあまりにも重大ゆえ、厳げん粛しゆくな身構えで臨まねばならない。

　よって大会議では大型の円卓を皆で囲む形で、議論を進行する。

　場には既すでに、我が国の中ちゆう枢すうを担う主要たる面々が着席していた。

　まず、武官の最さい高こう峰ほうたる四天王。

　我が姉貴分たるオリヴィアは、いつも通りのムッツリ顔であった。

　老将ライザーは四天王の頭目として、まさに年月を積み重ねた巨きよ木ぼくの如ごとくどっしり構えている。

　天災にして天才、魔法学者ヴェーダは退たい屈くつげに、持ち込んだ菓か子し類をボリボリと貪むさぼっていた。

　そして戦せん闘とう狂きようのド変態にして、我が軍の切り札、アルヴァートはといえば……

「フフ……まさか、こうも早くに再会できるとは。ロマンチックな運命というものを感じずにはいられぬよ。貴君もそうだろう？　アード・メテオール」

　わざわざ俺の隣となりに座り、さっきからずっと耳元で囁ささやいている。

　こいつがそんなことをするもんだから、我先に俺の隣へ陣じん取どろうとしたイリーナちゃんが先を越こされて複雑そうな顔を見せ、ジニーに至ってはアルヴァートの威い圧あつ感かんにビビりまくり、涙なみだ目めとなりながらプルプルしている。

　……そんな我々に懐かい疑ぎ的てきな視線を向ける者が複数。

　その代表を務めるようにして、一人の男が口を開いた。

「どうにも、場に相応ふさわしくない者達が着席しているようですが？」

　特にこれといった個性がなく、一見すれば凡ぼん夫ぷのように感じられる男。

　しかしながら彼は、若き新しん鋭えいにして文官の最高峰、七文君の座に名を連ねる頭脳派だ。

　……こいつの顔を見るのも随ずい分ぶんと久しいな。思わず懐なつかしさを覚えていると、

「彼等はヴェーダ卿きようとリディアのお気に入り。特にアード・メテオールの力量は我々と比較しても遜そん色しよくない。様々な要素を加味すると、この場に相応しくないという評価は不当」

　淡たん々たんと述べたのは、リディア軍から出席メンバーに選ばれた一人。

　その容姿は、シルフィーと同様、年とし端はもいかぬ少女である。されど奴とは違い、その佇まいからは理知的な印象を受ける。

　実際、この眼鏡の少女は《最さい賢けんの勇者》と呼ばれし、リディア軍の主要なのだ。

　史実では先の戦いくさにて悲劇的な末路を遂とげているのだが……《魔王》による歴史改変により、幸いにも生き延びたことで、この場に着席している。

　他にも、本来なら死去しているはずの勇者達が存命の状態で一堂に会し、《最賢の勇者》が出した言葉に同意の念を示している。

　そんな彼等に七文君の面々が不快げに顔を歪ゆがめ、

「……そもそも、なにゆえ、愚ぐ昧まいな客分風ふ情ぜいがこの場に着席しているのか。そのことからして理解しかねるわ」

　この一言はリディア軍の面々を強く刺し激げきするものだった。

　殺気立つ数名の主要格。だが、リディアはあっけらかんとした調子で、

「だなぁ。アンタの言う通りだよ。ぶっちゃけ、立場的にはオレ等、ここにいるようなもんじゃねぇし」

　リディア達の立ち位置というのは、なかなか難しいものだ。

　我が軍の一員ではあるが、決して主従関係ではない。

　元々、リディアが率いる軍勢は、彼女が立ち上げた反乱軍であった。

　それをかつての俺が客分として引き入れたのだ。

　そう、配下ではなく、客分。

　同じ志を胸に抱いだく盟友として、対等な立場を保証したうえでの引き入れであった。

　ゆえに彼女等は、原則として我々の命令を聞く必要がない。にもかかわらず、権限だけは四天王や七文君と同格かそれ以上。

　そんな現状に反発する者は少なくない。また……時には戦略だけでなく、局地戦における戦術をも決める七文君達にとって、緻ち密みつに練り上げた戦術を台無しにするような脳筋馬ば鹿か……即すなわちリディアという女の存在は、まさに不ふ愉ゆ快かいの極きわみであろう。

「……かような自覚があるならば、早さつ急きゆうに退席なさってはいかがか？」

「いんや、そうもいかねぇんだよなぁ。なんせほら、ヴァル公の奴、オレがいないと寂さびしくてなんもできなくなるし。なぁ？」

　ふざけた調子で、過去の俺に笑いかける。

　それに対し、ヴァルヴァトスは大きなため息を吐ついて、

「七文君よ、諸君等の感情は理解できる。客分という立場であれば元来、此奴こいつ等に出席の資格などあろうはずもない。されど、此奴等は我が軍における一種の切り札になりつつあることは、諸君等も認めるところであろう」

「それは、そう、ですが……」

「納なつ得とくできぬというのもわかる。だがここは、俺の顔に免めんじて収めてはくれぬか？」

　……過去の俺としては、真しん摯しに訴うつたえかけたつもりなのだろうな。

　だが実際、第三者の目で見ると……歴史上最高峰の可か憐れんさを持つ者が、愛らしくおねだりをしているような様相にしか見えん……！

「へ、陛下がそのようにおっしゃるのならば、わ、我々は従うのみにございますッ！」

「む、むしろ、くだらぬことで時間を浪ろう費ひしたこと、深く謝罪させていただくッ！」

　どいつもこいつも、本当に素す直なおだった。

　当時の俺は配下達の従順さについて、こちらに対する畏い怖ふの表れだと考えていたのだが……もしかすると、それだけではなかったのかもしれぬ。

　だって七文君の奴やつ等ら、まるで恋こいする少年少女みたいな目をしておるもの。

　……ともあれ。

「あぁ、それと。ついでに言っておくが……アード・メテオールとその付き人、二名の少女に関しても、俺はこの場に出席するに相応しいと考えている。特にアード・メテオールは《最賢の勇者》が評した通りであるし……二名の付き人たる少女は、場に華はなやかさをもたらすゆえ、な」

「ハハッ！　違いねぇや！　たまにゃあいいこと言うな、ヴァル公！」

　呵か々か大たい笑しようしながら、隣に座るジニーの肩かたへ腕うでを回すリディア。

　過去の俺が発した最後の言葉は、緊きん張ちようした場を和ませるための冗じよう談だんだと、着席する面々のほとんどが受け取ったようだが……

　俺は見み抜ぬいているぞ。奴の言葉は半ば以上、本気だということをな。

　過去の俺よ、貴様は今、非常に穏おだやかな目を二人に向け、安心させようとしているようだが……それは親切や慈じ悲ひでなく、下心によるものであろう？

　何せ貴様、女っ気がこれっぽっちもないものな。

　当時ずっと、「なぜ俺は、女人に避さけられてしまうのだ……？」とか、「男友達も欲ほしいが、それ以上に女友達が欲しい。同性の友人より異性の友人の方が、なんとなしにランクが高いような気がする……！」とか、そんなことばっかり考えていたよな。

　残念ながら、貴様の好きなようにはさせんぞ。

　この二人は俺の友達なのだからな。

　そもそもこの二人、貴様に対して畏い敬けいの念は抱いても、友愛の念など向けはせぬ。

　そのままずっと友達がいないまま、寂しく過ごすがよいわ。

　……なんだか、言ってて悲しくなってきた。

「さて。ではもうそろそろ、会議を本格的に始めるとしよう」

　かつての俺、ヴァルヴァトスが厳おごそかにそう告げたことで、場に再び緊きん張ちよう感かんが漲みなぎる。

「まず、断言しておこう。此度の一件を受け、俺は《魔ま王おう》に対する認にん識しきを改めることにした。これまでは危険分子と捉とらえてはいたものの、最優先の討とう伐ばつ対象とはしてこなかったが……宣戦布告を受けては、そういうわけにもいかぬ」

「ということは、我が主あるじよ。次なる戦を、《魔王》討伐戦と考えてもよろしいか？」

　にこやかに問いかけてきたアルヴァートに、過去の俺は小さく首しゆ肯こうする。

「そうだ。奴やつが取った土地……アラリア平野西部、大都市アマダムを中心とした一帯は、我われ々われの目的たる大陸支配を達成するための要地。なんとしてでも奪うばわねばならぬ」

「……《魔王》はもはや、わたし達の覇は道どうを邪じや魔まする存在になったというわけか」

　オリヴィアの厳然たる声音に、ヴァルヴァトスは肯こう定ていを返す。

「然しかり。それゆえ、叩たたき潰つぶす。しかしながら……油断も慢まん心しんもありえぬ。此度の一戦は我が軍の総力を以もつて臨のぞみ、その日中に全ての決着をつけるものとする」

　この意思表明に、場がざわめいた。

　しかしながら、老将ライザーは泰たい然ぜん自じ若じやくとした構えのまま、

「全軍ということは……我等四天王を皆みな、一つの戦地に投下されるおつもりか？」

「貴様等のみではない。今回、戦地にはこの俺も出しゆつ陣じんする予定だ」

　今度のざわめきは、先刻の比ではなかった。

「クハハハハハ！　我が主よ！　吾わたしの聞き間ま違ちがいかな!?　貴公は今、御おん自みずから出陣なさるとおっしゃったように聞こえたのだが！」

「貴様の聴ちよう力りよくは正常だ、アルヴァート。此度の戦、久方ぶりに俺が総指揮を執とる。場合によっては……戦せん闘とう行動に参加することもあるだろう」

　この返事に、アルヴァートは感極まったか。俺の隣でわなわなと震ふるえた末に。

「フハハハハハハハハハハハ！　それはいい！　まっこと素晴らしい！　陛下が出陣なさるというならば、このアルヴァート・エグゼクス、半はん端ぱくたな戦働きはできませぬなぁ！」

　何がそんなに楽しいのか、さっぱりわからん。やはりこの戦闘狂は頭がおかしいわ。

「ハッ！　いつ以来かねぇ、お前と肩ならベて戦うなんざ」

「むむむむ……！　ア、アンタの出る幕なんか、これっぽっちもないのだわ！　《魔王》なんか、アタシがよゆーでブッ倒たおしてやるんだからっ！」

「四天王の一挙投下とは、随分と思い切ったことをなさる」

「……わたしは、従うのみだ。今までも、これからも、な」

　武官達が各おの々おの反応を見せる。そのおおよそは好意的なものだったが。

「お、お待ちくだされ！」

　七文君の面々は、総じて反論の声をあげた。

「四天王の一挙投下などしましたら、各地の守備が崩くずれまする！」

「然り！　なにゆえ四天王を東西南北、四方に分散配置なされたか、お忘れですか!?」

「抑よく止し力りよくが消失したならば、抑おさえ込んでいた敵勢力が一挙にして襲おそいかかってきますぞ！」

　これについて、ヴァルヴァトスは粛しゆく然ぜんとした様子で応答する。

「諸君等の意見はもっともだ。ゆえに、一日で決着をつけると言ったのだよ。これまで四天王達は、抑止力として十分以上に働いてくれた。敵方も一日やそこらならば、その不在について、なんらかの奇き策さくではないかと疑ってくれるだろう」

　もはや決定事じ項こうである。そのような意思を感じさせる言葉に、七文君は反論できなかった。しかし、その代わり……

　新たな意見が提示される。

「我等が陛下は、無敵の存在であると確信しておりまする。されど……あえて問わせていただきたい。《魔王》を殺しきる確信がおありか？　陛下は以前、彼奴きやつめと交戦したおり、その命を奪うことなく帰き還かんなされました。ひとたび奪うと決めたなら、一度の戦闘でそれをし損じたことはない。そんな陛下が初めて奪い損ねた命。此度は以前のようにはならぬと、何を以て断言なさる？」

　この疑問は即ち、《魔王》の不死性をいかに破るのか、その算段を問うているのだろう。

　これについて、過去の俺はいたずらっぽく笑い、右の人差し指を唇くちびるに当てて、

「ナイショだ」

　片目を瞑つぶり、ことさら茶目っ気を出す。

　そんな過去の俺に、七文君は当然、紛ふん糾きゆうするのだが、

「このヴァルヴァトスが、信用できぬか？」

　ただ一言で黙だまらせてから一同を見回し、

「次なる戦いくさにおいて、命令はただ一つ」

　過去の俺は、桃もも色いろの唇から、言葉を放つ。

　その内容はやはり。

　俺が考えていたものと、完全同一であった。




「敵方が支配せし城を、なんとしてでも粉ふん砕さいせよ。さすれば勝つ。できねば負ける。此こ度たびの戦は、そうしたものだと心得よ」







　大会議が終わる頃ころには、もう日暮れとなっていた。

　兵は拙せつ速そくを尊ぶという格言がある。その言葉通り、作戦行動は迅じん速そくに実行すべきだ。

　しかしながら……此度は大軍勢を動かすため、さすがにこれからすぐ出陣というわけにもいかない。諸もろ々もろの準備を終えるには、およそ二日を要するとのことで、その期間中、俺とイリーナ、ジニーは、リディアの屋や敷しきにて過ごすこととなった。

　……言うまでもなく、今回もヴェーダが俺のもとへやって来て、

「えええええええええ!?　まぁ～～～たリディアちゃんの屋敷に泊とまるのぉおおおおおおおおおお!?　なんでウチに来ないのさぁ!?　君ってば、ワタシの配下だよねぇ!?　だったらさぁ、主であるワタシと一いつ緒しよにいるべきなんじゃないのっ!?」

　ヴェーダは外見だけを見れば可憐なる乙おと女めである。そんな彼女に求められたなら、嫌いやな気はしない……というのが普ふ通つうなのだろうが。

　コイツの本ほん性しようを知る身からすれば、この可愛かわいらしい容姿はなんというか、食虫植物が発する虫寄せの香こうのように思えてしまう。

「……寝ね込こみを襲って、無理やり実験に付き合わせたりしませんか？」

「えっ!?　そんなこと、するに決まってるじゃないかっ！」

　馬ば鹿か正直なところは、この少女が持つ唯ゆい一いつの美点である。

「……だから、貴女あなたと一緒にいるのは嫌なのですよ。そもそも貴女、我々の帰還という目的に対して、なんの役にも立っておりませんよね？　我々が貴女の下についたのは、あくまでも帰還のためですので。そうしたメリットが受けられぬ以上、私はここに、リディア様への鞍くら替がえを宣言いたします」

「うぇえええええええええっ!?　そ、そんなぁあああああああああ！　久しぶりに面おも白しろい実験台が手に入ったと思ったのにぃいいいいいいいいいいいっ！」

　噴ふん水すいのような涙なみだを放つヴェーダ。

　……その騒さわぎを聞きつけたか、アルヴァートまでそこに加わり、本当に大変だった。

　そうした騒がしい一幕を経て、我々はリディアの屋敷へ到とう着ちやく。

　ここでも個室をあてがわれ、ようやっと、心身を休められる時が訪おとずれた。

「……では、何かございましたら、お申し付けください」

　そう述べて退出したのは、以前から俺の専属として付けられた少女奴ど隷れい、ラティマである。褐かつ色しよく肌はだと白はく髪はつが特とく徴ちようの彼女もまた、リディアに付き従うように移動しており、この王都でも俺の世話役を務めることになった。

「ふぅ……まったく、この時代はどうにも忙せわしないな……」

　息を吐はきながら、ベッドへと座り込む。

　現代における時間の過ごし方に比べ、この時代は何をするにしても迅速だ。

　しかしそれにしたって、ここ最近の動向は急速に過ぎる。

「まさか、こうも早く、帰還目標を達成できるチャンスが訪れるとはな。……まだ、こちらに来てから半月と経たっていないというのに」

　当初は年単位の時を要するやもと危き惧ぐしたのだが、蓋ふたを開けてみれば、まさにトントン拍びよう子しであった。

　そのことに思いを馳はせると、自然、これまでの出来事が脳裏を巡めぐる。

　神を名乗る謎なぞの存在との邂かい逅こう。それにより、修学旅行が時間旅行へと変化。

　過去のオリヴィアとの遭そう遇ぐう。

《魔王》に会え、という目的を達するため、嫌いや々いやながらもヴェーダの配下となり……

　リディアと、再会する。

「……まったく、濃のう厚こうに過ぎるわ」

　いつの間にか、脳内がリディア一色になっていた。

　奴の手伝いで後方支し援えん。奴と肩かたを並べての出陣。

　共に、二度とありえぬことだと、確信していた。

　それが今、現実のものとなっていて……

　もしかすると、元の時代に帰った後も、それが続いてくれるかもしれない。

　俺は瞳ひとみを瞑りながら、思し索さくに耽ふけった。

「……先の戦により、歴史は確実に変化したはずだ。死する定めにあった者達は存命し、リディアもまた、呪じゆ詛そを受けてはいない」

　あの悲劇が発生した要因は、何もそれだけではなかったが……しかし、きっかけは潰したのだ。ゆえに、「もしかしたら」という希望が見えてきた。

　もしかしたら、リディアが生存した未来で、彼女と共に幸福な時間を過ごせる……

　かもしれぬが、しかし──

「あの自じ称しよう・神は、我々に歴史を修正しろと言った。ならば、このまま帰還した場合……」

　と、そこまで独りごちた矢先のことだった。




「貴様が考えている通りになるだろう」




　唐とう突とつに飛んできた声が、思考を斬きり裂さく。

　俺は瞑っていた瞼まぶたをすぐさま見開くと……ドアの前に立つ、男の姿を視し認にんする。

　全身を覆おおい尽つくす、禍まが々まがしき漆しつ黒こくの鎧よろい。

　その姿に、俺は鋭するどい視線を浴びせながら、口を開いた。

「私に何か、御ご用ようですか？　……《魔ま王おう》様」

　そう、《魔王》だ。

　俺達が現代へと戻もどるにあたって、倒さねばならぬ目標。

　今やこの世界にとっても、あまねく者達に敵視される男。

　それがなぜ、我が目前に現れたか。

　その疑問に奴やつは答えることなく、先さき程ほどの言葉の続きを紡つむぎ出した。

「奴等が定めた歴史は、そう簡単に覆くつがえるものではない。このままでは強力な修正力が働き……リディアは、同じ結末を辿たどるだろう」

　極きわめてショッキングな内容に、俺は一いつ瞬しゆんだが啞あ然ぜんとする。

　さりとて、すぐに落ち着きを取り戻すと、

「……貴方あなたも、別の時代からこちらにやって来たのですか？」

　問いかけに対し、《魔王》はくぐもった笑い声を漏もらし、

「まず、そのつまらぬ芝しば居いをやめよ。今の貴様は確かにアード・メテオールであろうが……その仮面を、我が前で被かぶり続ける必要はない」

「……それは、どういう意味ですか？」

　問いかけに、《魔王》は小さく息を吐いて、こう答えた。

「俺は貴様であり、貴様は俺なのだ。鏡を前にしてなお、貴様は仮面を被り続けるのか？」

　わけがわからない。

　そんな意思を面おもてに出した、次の瞬しゆん間かんだった。

「やれやれ。こうして見せねば、理解できぬか」

　こちらを小こ馬ば鹿かにしたような語り口調で、そのように紡ぐと。

　奴は己おのれが頭部を隠かくす刺とげ々とげしい兜かぶとに、両手を伸のばした。

　続いて、カチャリと音が鳴り響ひびき……

　兜を外し、奴がその素す顔がおを晒さらすと同時に。

「なん、だと……!?」

　俺は思わず瞠どう目もくし、驚きよう嘆たんの声を漏らしていた。

　そんなこちらの反応に、相手方は、

「驚おどろくこともあるまい。貴様がこの時代に飛ばされたのだ。ならば……俺がそうなっていても、不思議ではなかろう」

　嘲ちよう笑しようめいた笑えみを浮うかべてみせる。

　その顔はまさしく──




　この俺、アード・メテオールのそれであった。







　　　第四九話　元・《魔王》様、苦く悩のうの極きよく致ちに至る







　長く生きていれば、大たい抵ていのことには動じなくなる。あるいは、そうなったとしてもすぐに落ち着きが戻ってくるものだ。

　しかし……今回のそれは、依い然ぜんとして俺の心身を固まらせ、身動きをとれなくしている。

　打だ倒とうすべき対象たる《魔王》。それがよもや、俺自身であったとは……！

　奴の外見は、このアード・メテオールと瓜うり二ふたつ。

　だが……細部には違ちがいがあった。

　まず、頭とう髪はつ。白髪交じりのそれは俺よりもやや長く、ボサボサとしている。

　そして面つら構がまえ。鋭い眼光はまるで野や獣じゆうのようで……額から顎あごにかけて斜ななめに走る傷きず跡あとが、そうした印象を強めていた。

　この、僅わずかな容姿の違いは……

「そうだ。我われ等らは確かに同一人物。されど、生まれた世界も違えば、今に至るまでの経けい緯いも違う。……大ざっぱに見れば、似たようなものであろうがな。互たがいにヴァルヴァトスとして生き、アード・メテオールとして転生し……さまざまなものを得て、すぐさま失った」

[image: ]

　痛々しい傷跡が走る口元に、自じ嘲ちようが宿る。

　そして。

「貴様はまだ、なんら失ってはいないのだろう。俺とは違い、なんの失敗も経験してはいないのだろう。……俺は、ダメだったよ。何もかも、ダメだった。ゆえに俺は……アード・メテオールという名前さえも捨てた。今はディザスター完全欠落の・ローグ失敗者と名乗っている。貴様も、そのように呼ぶがいい」

　奴は、もう一人の俺は、自らを嘲あざける笑みを一層深いものにした。

　……こいつは確かに俺だが、しかし、ある意味では別人ともいえるのだろう。

　どうやら、我等が歩んできた道程は、あまりにも違うらしい。

　そこに一種の感傷を抱いだかずにはいられない。されど……今はそのことについて掘ほり下げるべき状じよう況きようではなかろう。

　俺は奴が先刻述べたように、アード・メテオールとしての仮面を外して、口を開いた。

「……貴様は、どのようにしてこの時代へとやってきたのだ」

「その点については全く同じであろうよ。神を自称する者が唐突に現れ、奴が持ちかけた話に頷うなずいたことで……次の瞬間には、この時代だ。その後は貴様も知っての通り、俺は《魔王》として活動した。……皮肉なものだ。目的を達成するには、かつて死ぬほど嫌きらった異名を自ら名乗らねばならんのだから」

　嘆たん息そくと共に、首を横に振ふる。

　奴の感情は痛いほど理解できるが、やはり今はどうだっていいことだ。

　気にすべき事こと柄がらは、ただ一つ。

「目的、といったか？　……貴様はいったい何を目もく論ろんでいる？　《魔王》として活動した末に、いかなる結果を求めているのだ？」

　問いに対し、もう一人の俺……ディザスター・ローグは俯うつむきながら、ボソリと呟つぶやいた。

「リディアを救いたい。俺自身の罪を、贖あがないたい。それだけだ」

　……この返答に、意外性はなかった。むしろ、あまりにもしっくりと来た。

　それから奴は、得心する俺の目をジッと見み据すえて、

「貴様も、同じではないのか。リディアを救いたいと、考えているのではないか」

「……然しかり。その一点に関して、俺と貴様の意見は一いつ致ちしている」

「ならば、俺の手を取れ。我々の目的は同じだ。争う必要はない」

　まさしく道理である。

　しかしながら、胸に渦うず巻まくいくつかの疑問が、奴との協調を拒こばんでいた。

「二つ、問わせてくれ。まず一つ。その話は、この時代の俺にも行おこなったのか？」

「否いな。俺は俺自身のことが何よりも嫌いだ。特に……この時代の俺はな」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、面めん貌ぼうに怒ど気きを孕はらませながら、奴は言葉を重ねた。

「あまりの愚おろかさゆえ、俺達はリディアを失った。いや……殺したのだ。彼女の死は全て、我等にある。そうだろう？」

「……あぁ。その通りだ」

「ゆえに俺は、この時代の俺を特に憎にくんでいる。彼奴きやつとの協調など死んでもごめんだ。むしろ俺は……過去の自分を、殺してやりたいとさえ考えている」

　この感情もまた理解はできるが、やはり気にすべき事柄ではない。

「自らを嫌うというなら、なぜ俺を誘さそう？」

「……貴様は少しばかり、わけが違うということだ。同じ罪を背負い、おそらくは同じ感情を共有している。ならば、手を取り合うのもよいかと考えたのだ。何より……俺は自分のことを誰だれよりも理解している。こう言えば、俺の考えは読めるだろう？」

　俺は一つ、小さく頷いた。

　我々の力量は、おそらく拮きつ抗こうしているのだろう。ゆえに……この時代の俺には敵かなわない。

　唯ゆい一いつの利点たる不死性も、初見戦せん闘とうにて当とう惑わくさせることができるというだけで、今やその実態を見破られ、追おい詰つめられていると言ってもよい。

　だが、我等が手を組んだなら？　……あるいは、この時代の俺と互ご角かくになるやもしれぬ。

　そうした思おも惑わくは理解可能、なのだが。

　ここで俺は、二つ目の問いを投げかけた。

「そもそも、俺には貴様の行動が理解できぬ。なにゆえ、この時代の俺と争うような真似をしているのだ？　リディアを救うという目的を叶かなえたいのであれば、この時代の俺と敵対するは愚ぐの骨こつ頂ちようであろう。……よもや、嫌きらいだから、などと答えはすまいな？」

「無論。いくら嫌っているからといって、龍りゆうの逆げき鱗りんに触ふれるような真似などせぬ」

「ならばなぜ……」

「この問いについては、第一の問いの答えにも繫つながるものがある。俺にはある事情により、どうあってもこの時代の俺と手が組めないのだよ。むしろ……戦う定めにある」

　俺は何も言うことなく、目で続きを促うながした。

　奴はこちらの意をくみ取ったか、静かに答えを述べた。

「貴様が神を自称する者に、なんらかの課題……おそらくは俺の討とう伐ばつであろうな。それを与あたえられたのと同様に、この俺もまた、課題を与えられている。それは──」

　その答えはまさに。

「世界を滅ぼせ。そのために動け。それを続けている限りは、この時代に留とどまらせてやる。……神を自じ称しようするあの男に与えられたのは、そんな課題だった」

　言葉を失うのに、十分な内容。

　その一方で、もう一人の俺、ディザスター・ローグは饒じよう舌ぜつに語る。

「そうした事情もあって、俺は再び《魔ま王おう》になったのだ。いや、真に《魔王》となったのは初のことゆえ、再びというのは間ま違ちがいか。いずれにせよ、俺はこの世界を滅ぼすために動いてる。これもまた、目的を叶えるために必要なことだ。ゆえに、迷いも当惑も最初ハナからありはしなかった」

「……目的を叶えるため、だと？　貴様の目的は、リディアを救うことではなかったのか？　世界を滅ぼすということと、リディアの救済に、なんの関連性がある？」

　やっとの思いで紡ぎ出した言葉に、ローグは笑みを浮かべた。

　それはやはり、己を嘲るような、暗い笑みであった。

「先刻も言ったはずだ。俺の目的はリディアを救い……己が罪を、贖うことだとな」

「……罪を贖うというならば、ことさら貴様の思惑が読めぬ。世界の滅めつ亡ぼうを目指すなど、一層罪を重ねるようなものではないか」

　我が返答にローグは肩かたを落とし、あからさまな落らく胆たんを示した。

　なにゆえ、そうした態度になるのか、理解ができぬ。

　自然と眉み間けんに皺しわが寄る、と──次の瞬しゆん間かん、奴やつの姿が目前に迫せまっていた。

　目にもとまらぬとはこのことか。奴はこちらに急接近し、そして。

　俺の胸倉を摑つかみ、我が瞳ひとみを睨にらみ据すえながら、言葉を紡つむいだ。

「リディアの死に様を、覚えているか？」

「……当たり前だ。忘れるわけがない」

「ならばなぜ、俺の感情が理解できぬのだ。貴様、まことに俺と同一人物か？」

　奴の表情に、強い苛いら立だちが混ざった。

　わけもわからず、俺は黙だまりこくるしかない。

　反面、奴の舌はよく回る。

「呪じゆ詛そに精神をじわじわと犯され続けたこと。仲間を失ったこと。多くの事柄が彼女を蝕むしばみ……そして、あの日が訪おとずれた。最後の《外なる者達アウター・ワン》にして、最上の敵。奴との決着を、リディアは早さつ急きゆうに決めよと提言したが、俺はそうしなかった」

「あぁ……奴を倒たおすには、多大なリスクを背負わねばならない。それこそ……リディアを失うことさえ、覚かく悟ごしなければならない」

　そんなこと、当時の俺には耐たえられなかった。

　あの頃ころの俺は孤こ独どくを極きわめ……リディアだけが、生きる意味だったのだ。

　あいつだけが、友として在り続けてくれた。だから俺は……

　何よりも、誰よりも、リディアを失いたくなかった。

「俺達はあのとき、頑がんとして首を縦に振らなかったよな。それはなぜだ？」

「……リディアが、大切だった。死んでほしくなかった。そんなリスクを背負うぐらいなら、《外なる者達アウター・ワン》の一柱ぐらい、捨て置いてもよいと、そう考えていた」

「ならば……！」

　その瞬間──

　ローグの瞳に宿る怒気が、まさに燃え盛る烈れつ火かの如ごとく煌きらめいた。

「その思いを……！　その思いをッ！　そのまま伝えてやればッ！　あんなことにはならなかったッ！　違うかッ!?」

　叩たたき付けられた怒気に、俺は言葉を失った。

　……それは今まで、決して考えぬよう、努めていたこと。

　己おのれが犯した、最大の罪だった。

「俺のせいだ！　奴が単身で敵地に乗り込んだのも！　戦いに敗れ、世界の敵へと仕立てられてしまったのも！　全て！　俺のせいだ！　あのとき、正直に思いを伝えていれば、あんなことにはならなかったッ！　バケモノになったリディアを、この手で殺すこともなかったのだッッ！」

　その怒ど鳴なり声ごえが。その罪が。他人ひと事ごとであったなら、どれだけよかったか。

　これは全て、俺自身の過去なのだ。

　俺自身が語る、俺自身の罪なのだ。

「どれだけ後こう悔かいした？　どれだけ、苦く悩のうした？　……俺はな、罪悪感に耐えられなかったよ。だから、自害したのだ。しかし……世界は、俺を眠ねむらせてはくれなかった。逃にげさせては、くれなかった」

　呟きながら、奴は摑んでいた胸倉を、突つき飛とばすようにして放すと。

　両手で白はく髪はつ交ざりの頭を抱かかえるようにしながら、血ち反吐へどを吐はくように述じゆつ懐かいする。

「記き憶おくを持ったまま、アード・メテオールとして転生させられ……その後も、さんざんだった。新たに得られた何もかもを、俺自身の失敗で失い続けた。リディアのときと、同じように。俺はもはや、どうあっても罪を重ねる人間なのだと確信したよ。だから、もう……終わりにしたかった。この罪をどうにか贖って、全てを終わりにしたかった。そんなときだ。あの、神を自称する男に出会ったのは」

　俺はもう、ただただ、奴の言葉に耳を貸すことしかできなかった。

「過去に戻もどることができる。そう聞いて、俺は一も二もなく飛びついた。これで、償つぐなうことができる。リディアを救い、そして……世界の敵として憎まれながら、彼女に殺してもらうのだ。かつて、自らの過あやまちによってバケモノへと変じさせてしまった友の手によって、憎き怪かい物ぶつとして、討うち取とられる。それはまさに、我が罪の意い趣しゆ返がえしだ。かつてリディアが辿たどった末路を自らが迎むかえることで……ようやく、俺の全てが終わる」

　そこまで言い切ると、ローグはこちらへ右手を差し出してきた。

「貴様もまた、あのときのことを罪に思うのなら。リディアを救い、そして、罪を贖うという気持ちがあるのなら。俺と共に、最後の罪を犯す覚悟を決めろ。人も魔まも関係なく、平等に殺す。殺して殺して殺し続けて、その末に」

「救い出した親友の手で、討ち果たされる……」

　なるほど、それはもう、このうえない悲劇だろう。

　俺が迎えるべき、相応ふさわしい末路だろう。

　……少し前、俺はシルフィーと再会したことで、再び罪と向き合った。

　しかし、それはどうやら錯さつ覚かくであったらしい。

　俺は己の罪と、真に向き合ってはいなかったのだ。

　我が分身を目前にして、ようやく、そのことに気付かされた。

「俺は……」

　一いつ瞬しゆん、脳裏にイリーナとジニーの顔がよぎる。

　この決断は、彼女等を悲しませるものだろう。だが、それでも……

　俺は、対面に立つ自分自身の手を、取ろうとする。

　が──その直前。




『つまんねぇことは、すんじゃねぇぞ』




　少し前に、リディアが口にした言葉が、脳内にて再生された。

　途と端たん、迷いが生じる。

　それは自分でも、理解ができない迷いだった。

　なぜ、相手の手が摑めなくなったのか、自分でもわからなかった。

　……そんな俺の心中を察したのかは、わからないが。

「時間をくれてやる。三日後の昼一二刻、アラリア平野西部、滅亡の大地にて待つ」

　そう述べると、奴はすぐに転移魔ま法ほうを発動したらしい。

「忘れるな。俺達が、許されざる罪を犯したことを」

　最後に残された言葉が、重くのしかかってくる。




　俺はいつまでも、いつまでも、虚こ空くうを見つめ続けることしか、できなかった──







　　　第五〇話　元・《魔王》様、答えを見み出いだす







　結局、一いつ睡すいもできぬまま夜が明けて……

　部屋にノックの音が鳴なり響ひびいた。

「……失礼します」

　ラティマの声である。静かなそれが耳に入ってからすぐ、彼女が入室した。

「本日も、起きておられましたか」

　普ふ段だんならば、ここで「世話のし甲斐がいがなくて申し訳ありません」などと、苦笑しつつ返すのだが。今はとても、軽口を叩く元気がない。

　しかしラティマはそんな俺の様子に関心を示すことはなかった。

「朝あさ餉げのご用意ができております。食堂にご足労ください」

　淡たん々たんと、事務的に告げてくるラティマへ、俺は首しゆ肯こうだけを返して立ち上がった。

　そして彼女に従うような形で、後ろをついていく。

　……その道中。

「ラティマさん」

　なぜ、声を出したのか。俺にもわからない。

　気付けば、彼女の背中へ問いを投げていた。

「もし……リディア様と自分を天てん秤びんにかけるときが来たとしたなら。貴女あなたは──」

「愚ぐ問もんですね」

　ぴしゃりと、叩き付けるような声音だった。

「わたしは、リディア様のためならばなんでもいたします」

　淀よどみのない、堂々とした断言であった。この娘むすめは本気で、リディアのためならばどのようなことでもすると言っている。

　……それに反して、俺はなぜ、迷っているのだろう。

　結局、答えは見つからぬまま食堂へ到とう着ちやくし、広々とした空間の中、皆みんなと食しよく卓たくを囲む。

「今日もラティマの飯は美味うめぇなぁ～！」

「……恐きよう縮しゆくです、リディア様」

「おかわりだわっ！」

「ほんっと、よく食べるわねぇ、あんた」

「ふふんっ！　育ち盛りだものっ！」

「……育ち盛り？」

「あによ、ジニーっ！　言いたいことがあるなら言ってみるのだわっ！」

「いえ、なんでも～。育つといいですわね～。……主に胸が」

　わきあいあいとした朝の光景。

　イリーナもジニーも、既すでにこの時代のシルフィーと馴な染じんでおり、現代でのそれと同じような関係を築いていた。

　そんな中……

　俺はといえば、一言も喋しやべる気になれず、黙もく々もくと料理を口に運んでいた。

　……味がしない。

　舌に神経が通っていないような感覚だった。

　それも全ては、昨夜の出来事が原因だろう。

『その思いをッ！　そのまま伝えてやればッ！　あんなことにはならなかったッ！』

『俺と共に、最後の罪を犯す覚かく悟ごを決めろ』

　そうすれば、リディアを救うことができる。そして……俺は、自らの罪を清算できる。

　それ以外に、贖しよく罪ざいの方法はない。

　……なのに、なぜ俺は迷うのだろう。

《魔族》だけでなく、無む辜この民たみさえも殺さねばならぬからか？

　それとも……俺は、リディアを手にかけたことに対し、ローグほどの罪悪感を覚えていないのだろうか。

　……そうかもしれない。

　不意に、以前、ジニーと交かわした会話が脳内に蘇よみがえる。

　学園祭が終しゆう了りようしてからすぐのことだった。

『アード君は、《魔ま王おう》様、なんですか？』

　この問いに、俺は即そく答とうした。いいえ、違ちがいます、と。

　その声には無意識のうちに刺とげ々とげしさが宿っていて、自分でもなぜ、そこまで感情的になったのかわからなかったのだが……ローグもう一人の自分と出会うことで、理解できた。

　俺は、逃げたかったのだ。《魔王》という称しよう号ごう、即すなわち……己おのれの過去から、逃げたかった。

　己が犯した罪を忘れて、アード・メテオールという別人の人生を、歩みたかった。

　ヴァルヴァトスとしての人生とは違って、アードとしての人生は、楽しいことばかりで。

　だから。

　……あぁ、まったく。我われながら反吐へどが出る。俺はここまで自己中心的な男だったか。

　親友を殺しておいて、それでもなお救われたいとは。

　あまりにも勝手な話だ。唾だ棄きすべき思考だ。

　……そんな自分勝手さゆえに、俺は迷いを抱いだいているのだろうか。

　思し索さくを重ねれば重ねるほど、自己嫌けん悪おが強まっていく。

　と──

「よぉ、アード。お前、今日ヒマか？　ヒマだよな？」

「えっ」

「今日一日、オレに付き合え。いいな？」

　当とう惑わくと共に、リディアの顔を見やる。

　……澄すみ切った瞳ひとみが、こちらを射い貫ぬいていた。

　まるで何もかもお見通しといったその目に、俺は表現しようがない、複雑な感情を抱く。

　が、なんにせよ。

「……わかりました」

　断るということは、できなかった。




　……朝餉を終えた後、リディアは早さつ速そく、俺の手を引いて街へと繰くり出した。

　王都・キングスグレイヴの活気は、前線都市・エーテルのそれとは比にならない。

　なんの誇こ張ちようもなく、古代世界でもっとも栄えた大都市。その只ただ中なかを、俺はリディアと共に歩き……

「おぉっ！　そこのお嬢じようさん！　今晩オレと情熱的な夜を過ごしませんかっ!?」

　……色しき情じよう魔ま、もとい、リディアがナンパする光景をさんざん見せつけられた。

　挙げ句の果てに。

「おう、アード！　お前もやってみろよ！　女遊びの一つもできねぇようじゃ、一人前の戦士にゃなれねぇぞっ！」

　無理やりナンパをさせられ……

「なんでオメーばっかモテてんだよっ！　ふざけんなっ！」

　理り不ふ尽じんな暴力を振ふるわれた。貴様がふざけんな。

　……なんだろうな。

　俺は本当に、なぜ、こんな奴やつを親友だと思っているのだろう。

「クソがっ！　こうなりゃ大食いで勝負だっ！」

　こんな、子供がそのまま大人になったような馬ば鹿かが。

「こ、今度は、アレだ……か、かけっこで勝負だ……ぐぇっぷ」

　こんな、まったくウマが合わん奴が。

「あ～も～！　一回ぐらい負けろよテメェ！　性格悪すぎだろ、この大馬鹿野や郎ろうっ！」

「……負けるたびに殴なぐるのやめてくれませんか」

　こんな、性格が悪すぎる大馬鹿野郎のことが。

　なぜ、こんなにも好きなのだろう。

　……無む性しように腹が立ってきたので、殴り返してやった。

「ぐぇっ!?　テ、テメェ……！　乙おと女めの顔面にグーパンとか最低だな、おいっ！」

「乙女？　どこに乙女がいるのです？　私の目には野や蛮ばんなメス猿ざるしか映ってはいませんが」

「ハハハハハハハッ！　ブッ殺すッッ！」

　くだらぬやり取りを応おう酬しゆうし、周りのことも考えず、殴り合いの大おお喧げん嘩か。

　まったく、本当に腹が立つ。

　こうも気に食わん奴は、どこにもいなかった。

　こうも真ま逆ぎやくな人間は、どこにもいなかった。

　そして何より……

　こんなにも無ぶ遠えん慮りよに接してくれる奴は、どこにもいなかった。

「うぉらぁっ！」

　無む駄だな思考が徒あだとなったか、普段なら躱かわせる拳こぶしを避よけられず……

　まともに顔面を打たれた俺は、そのまま大通りのド真ん中にて、大の字に倒たおれ込んだ。

「しゃあっ！　オレの勝ちぃっ！」

　得意げな顔をしやがりながら、無駄にデカい胸を張りやがる馬鹿。

　そのキラキラした顔が、無性に憎にくらしい。

　……あぁ、本当に、憎ったらしい奴だ。

「これでオレの全戦全勝だなっ！」

「……なにを言ってるんですか？　依い然ぜんとして貴女の負まけ越こしですよ？」

「うっせぇ！　喧嘩で勝った奴が全勝扱あつかいになんだよ！　今オレが決めた！」

「……馬鹿だろお前」

　思わず素すが出てしまったが、もう、どうだってよかった。

　どうせ、何もかも見み抜ぬかれているのだろう。

　俺が普段、アード・メテオールという人格を演じていることも。

　俺が、苦く悩のうしていることも。

　……なんだかムカムカしてきたので、足あし払ばらいをかけてやった。

「うぉっ!?」

　見事に命中。舗ほ装そうされた地面へ、顔をしたたかに痛打するリディア。ざまぁみろ。

「テ、テメェ……！　きったねぇぞゴラァッ！」

「直ちよく撃げきを食らった貴女が悪い」

　そんなこんなで、第二回戦が勃ぼつ発ぱつし……

「はぁ、はぁ、私の勝ち、ですね。これで、私の全勝です」

「なぁに言って、やがんだ、馬ば鹿か野や郎ろう……こんなん、ノーカンだ、ノーカン……」

　互たがいにボコボコとなった顔面を晒さらしながら、醜みにくく言い争う。

　そんな様相は、第三者の目にどう映っているのだろう。

　……随ずい分ぶんと間ま抜ぬけな奴やつ等らだと思われているのだろうな。

　あぁ、なんて、馬鹿馬鹿しいことをしているのだろう。

　そう思うと、なんだか笑えてきた。

「ふ、ふふ……」

　どうやら、対面の馬鹿も同じことを思ったらしい。

「ははははは……」

　ひとしきり笑うと、リディアは大きく息を吐はいて、

「どうよ？　モヤついた気分は、吹ふっ飛んだか？」

　真まっ直すぐな目で、こんなことを言ってきた。

　……やはり、見抜かれていたか。

「馬鹿のくせして、本当に勘かんだけは鋭するどいですね、貴女あなたは」

「うっせぇ。…………で、どうなんだよ？」

　俺は首を横に振りながら、返答した。

「……失ったものを、大切な人を取とり戻もどす代わりに……自分の全てを犠ぎ牲せいにしなければならないとしたら、貴女はどうしますか？」

　これだけでは、わけのわからぬ問いであろう。誰だれも、俺の心理を理解できないだろう。

　だが……リディアはまるで、出来の悪い子供に呆あきれたような顔をしながら、

「お前、飛行魔ま法ほうは使えるよな？」

「……それが何か？」

「ついて来いよ、見せたいもんがある」

　そう述べると、奴は宙に浮ういて……

　憎たらしいほど青い晴天へと、飛ひ翔しようしたのだった。




　天を駆かけること数時間。青々とした空が、オレンジ色へと変わりつつあった。

　リディアの後ろに付いて、天空の只中を飛びながら、俺は思索する。

　先さき程ほどの問いに、彼女がすぐさま頷うなずいてくれたなら、迷いが僅わずかながらも払ふつ拭しよくされたかもしれない。……もう一人の自分と共に、真の意味で《魔王》と呼ばれることについて、決意を固めることができたかもしれない。

　あらゆるものを失い、それでもリディアだけは救い出し……

　最後は、彼女の手によって斃たおされる。

　そんな未来を、承知できたかもしれない。だが、リディアは首を縦には振らなかった。

　なにゆえか。

　そう考えた矢先のことだった。

「英えい雄ゆうだの、《勇者》だのと呼ばれちゃいるがな、オレぁそんな、ご大層なもんじゃねぇ。いや、むしろ……そう呼ばれているってこたぁ、つまり、しょうもねぇ人間の証あかしってことなのかもしんねぇな」

　夕暮れの中、ポツリとリディアが呟つぶやいた。

　どういう意図で紡つむがれた言葉なのか、その真意を問う前に、

「……着いたぜ」

　言うや否いなや、リディアは降下を始めた。

　俺もそれに従って……地面へと降り立つ。

　そこには、廃はい墟きよだけがあった。

　以前まで、この地は立派な城じよう郭かく都市として機能していたのだろう。

　それが今や、建造物の多くは原形を留とどめておらず、人はどこにもいない。

「ここは……」

「オレが犯した罪、そのものさ」

　苦々しい顔をするリディア。

　その直後のことだった。

　我われ々われの周囲に、突とつ如じよとして大量の黒いモヤが発生し……

　それらが、髑どく髏ろを形作っていく。

「……死者の末声ゴースト？」

　人間は死した際、誰もが思念を発するものだ。

　その思念があまりにも強かった場合、それは思念体としていつまでも場に留まり続けることになる。

　死者が最後に放った意思の奔ほん流りゆう。それが、死者の末声ゴーストである。

　そして奴等は──

　死してなお残る、己おのれが情念を発はつ露ろした。

「リディ、アァアアアアアア……！」

「悪あく魔ま、悪魔、悪魔ぁああああああ……！」

「わたしの子を返せぇええええええ……！」

「地じ獄ごくへ落ちろぉおおおおおおおお……！」

　それらは皆みな、リディアへの憎ぞう悪おだった。リディアへの、殺意だった。

　彼女の周囲で渦うずを巻きながら、呪じゆ詛その念を撒まき散らす死者の末声ゴースト。

　だが、奴等は実体を持たぬ思念体。ゆえに生者へ肉体的な影えい響きようを及およぼすことはできない。

　されど……心は違ちがう。

　リディアは辛つらそうな顔をして、呟いた。

「やっぱキツいなぁ。向き合わなきゃいけねぇってわかっていても、ついつい、逃にげたくなっちまう」

　その顔は、今にも泣きだしてしまいそうで……

　俺は無意識のうちに、声を出していた。

「これは、いったい……」

「さっきも言ったろ。オレが犯した罪そのものさ。ここはかつて、《魔族》だけが住まう都だった。で……オレ達ゃ昔、ここを襲おそったんだ。戦略上、ここは要地だったからな。なんとしても、取らなきゃなんねぇ場所だった」

　懺ざん悔げするような面おも持もちで、リディアは言葉を続けた。

「城や将兵を落とすのは、簡単だったよ。だが……占せん領りようは難しかった。民間人が言うことを聞かねぇどころか、夜や襲しゆうをかけてきて……」

　震ふるえる声で、リディアは結末を述べた。

「オレ達は、民間人を皆みな殺ごろしにした。女子供も関係なく、一人残らず殺し尽つくした。……そうしなきゃ、仲間が犠牲になる。だから、最善の行動を取った」

　とうとう、リディアの瞳ひとみに涙なみだが浮かびだした。

　その表情には、強い後こう悔かいの念と自己嫌けん悪おが宿っていて……

　コイツのこんな顔は、初めてだった。

　いやそもそも……こんな話を聞かされたのも、初めてのことだった。

　……見ていられない。

　そう思った俺は、助け船を出そうとするが、

「相手は皆、《魔族》だったのでしょう？　それならば──」

「仕方ねぇってか？　殺しても罪じゃねぇってか？　……オレぁ、とてもじゃねぇが、そうは思えねぇよ」
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　リディアは、拒きよ絶ぜつした。

　己を許すためのあらゆる言い訳を、拒絶した。

「人間と《魔族》、どこが違うんだ？　人間は《魔族》をバケモノだと思ってるよな。魔ま物ものと変わんねぇ、おぞましい奴等だと、そう信じて疑わねぇよな。……オレも、昔はそうだったよ。でも、それは間ま違ちがいだと気付いた。人間も《魔族》も、根っこは同じなのさ」

　だから。

　リディアはそのように前置いて、絞しぼり出すように、こう言った。

「オレぁ、ただの人殺しなのさ。それを自覚してなお、これからも自分の手を汚よごし続ける。……真にバケモノと呼ぶべきなのは、オレ等みたいな存在なんだろうよ」

　そんな結論に、何かを言い返したかった。

　お前はバケモノなんかじゃない。

　大義のために、仕方なくやったことだろう。

　お前だけが背負う罪ではない。

　気にしたって、しょうがないことだ。

　……だが、あらゆる言葉は、喉のど元もとを通ることなく消えていった。

　誰かの慰なぐさめや、赦ゆるしなど、リディアは求めてはいない。

　もはや彼女は……一つの結論を、導き出しているのだから。

「オレぁな、自分の死に方を決めてんだよ。戦って、戦って、戦い抜ぬいて。人間が誰にも脅おびやかされず、できれば……《魔族》も一いつ緒しよになって、皆が悲しまずに済むような世界を作ったら……そしたらな、できるだけ無む惨ざんに、のたれ死のうと思ってんだ」

　それが唯ゆい一いつ、オレがオレ自身を許す方法なのだと。

　リディアは、そう語った。

　その目は透すき通とおっていて、迷いが微み塵じんもなく……

　あらゆる反論を、あらゆる反対を、完全に封ふう殺さつするような……

　俺からすれば、酷ひどく残ざん酷こくな目だった。

　何も言えず、ただ呆ぼう然ぜんとすることしかできぬ俺に対し、リディアは「ふっ」と微笑ほほえんで、

「オレにはな、誰かが自分の信念を曲げたり、あるいは自分を犠牲にしてまで救い出すような価値なんかありゃしねぇし……どんな末路を迎むかえたところで、誰も、気にする必要なんざねぇんだよ」

　そんなことは、ない。

　そう反論したくても、できなかった。

　もはや何を言っても無む駄だだと、わかってしまったから。

　リディアはこういうとき、頑がんとして己を曲げることはない。

　彼女の自己嫌悪と罪悪感、それに伴ともなう目的意識は……

　彼女の中で、信念へと変わっている。

　だから。

「……私達の気持ちは、どうなるのですか？　貴女に、そんな死に方は……！」

　子供のような駄だ々だを、こねることしかできなかった。

　リディアはそんな俺の頭を撫なでながら、諭さとすように言う。

「どうあっても。罪は償つぐなわなきゃいけねぇのさ。少なくとも、オレはそうしなきゃ……胸張って死んでけねぇんだよ。生き方も大事だが、死に様はもっと大事だと、オレは思ってる。だから……」

　奴やつは真まっ直すぐに、俺の目を見た。

　やはりその瞳は、何もかもを見通しているようで。

　事実……奴は全てを感知しているのだろう。

　そのうえで、リディアは言った。




「オレの死に様を、変えようとはしないでくれ」




　満面に浮うかぶ笑えみは、どこか寂さみしげで。

　俺を見る目は、どこか申し訳なさげで。

　だが……決して、己の意思を曲げるつもりはないと、表明しているかのようだった。

　……リディア。

　それが、お前の願いだというなら、俺は……！




　暮れなずむ空の下もと。

　リディアが犯した罪の証が、呪詛の念を吐はき散らす中。

　俺は拳こぶしを握にぎり締しめ……




　見み出いだした答えを、嚙かみしめるのだった。







　　　第五一話　元・《魔ま王おう》様と、古代世界最後の戦場







　戦いくさを前にした戦士達は、実に多種多様な感情を芽生えさせる。

　不安、恐きよう怖ふ、怒いかり、喜き悦えつ、昂こう揚よう……

　しかし。

　ここに二人、いずれの感情も抱いだかぬ者達がいた。

　王都・キングスグレイヴ。《勇者》・リディアの邸てい宅たくにて。

　イリーナとジニーの両名は、その一室でベッドへ座り込み、重苦しい空気を放っていた。

　そんな両者の髪かみには、鼈べつ甲こう色いろの飾かざりが付けられている。

　これは先日、リディアが一日アードを借りたことに対する返礼として、彼女から二人に贈おくられたものであった。

　芸術という点において現代に大きく劣おとる古代世界だが、この髪飾りは中々美び麗れいであり、現代人の二人も気に入るほど、だったが……

「なんていうか、さ。置いてけぼりよね、あたし達」

　髪飾りを弄いじりながら、イリーナは憤ふん懣まんやるかたなし、といった調子で嘆たん息そくする。

　ジニーも同様の感情を抱いていたようで、イリーナに首しゆ肯こうを返した。

「確かに。こちらに来てからというもの、存在感が完全に欠けつ如じよしてますよね、わたし達」

「……わかっちゃ、いるけどさ。でも、認めたくないのよね」

　イリーナはあえて、それを言わなかった。

　自分達はアードにとって、お荷物でしかない。

　そんな厳然たる事実を、口に出すことはしなかった。いや、できなかった。

「……アードに並びたいって、そう思ってるのに。努力もしてるのに。現実はこれ、か」

　人生は決して、思い通りにはいかないもの。たとえ、どれだけの天てん稟ぴんを持とうとも。

　父がかつて、イリーナに語った言葉である。今まさに、彼女はそれを嚙みしめていた。

　否いや応おうなしに気分が暗くなる。だが、その一方で……

　ジニーは一人、重い空気を払ふつ拭しよくしながら、

「でも、諦あきらめるって選せん択たくは、しないんでしょう？」

「……当然よ」

「そうですか。貴女あなたが諦めてくださると、わたしのアード君一万人ハーレム計画も順調に進んでくれるんですけどねぇ～」

「一万って……人数、増えてない？」

「それが何か？」

「……まぁ、何人だろうと関係ないけど。ハーレムなんて認めないわよ、絶対」

　ムスッとした顔になりながら、ジニーを睨にらむ。

　サキュバスの少女は涼すずしげな顔のまま視線を受け流し、頭の羽をピコピコと動かした。

「はぁ……あんた、ほんっとに落ち着いてんのね。あたしはてっきり、あんたが一番、置いてかれたことを気にしてるもんだと思ってたけど」

「……気にしてないと言えば、噓うそになります。でも」

　ジニーは桃もも色いろの髪に取り付けられた飾りに触ふれながら、過去を思い返すように目を細め、

「リディア様に、約束したんです。何も考えず、とにかく突つっ走るって。だからもう、暗くなったりしません。落ち込んでる暇ひまがあったら……行きたい場所を目指して突っ走る。そうした方が建設的、でしょう？」

「……そうね。その通りだわ」

　微笑むジニーに、イリーナもまた吹ふっ切きれたような笑みを返す。

「じゃあ、一緒に突っ走ろっか！　アードが帰ってくるまで、あたし達にできる努力をしましょ！」

　無む性しように体を動かしたくなった。

　ジニーも同じ考えを抱いていたのか、イリーナの言葉に同意を示す。

　そして二人は、魔ま法ほうの鍛たん錬れんを行うべく、中庭へと移動……

　しようと腰こしを上げた、直後のことだった。

「失礼いたします」

　ノックもなしに、一人の少女が室内へと入ってくる。

　リディアの配下にして、アードの世話役を任されていた元・奴ど隷れい……ラティマであった。

　褐かつ色しよく肌はだと白はく髪はつが特とく徴ちよう的てきな彼女は、無機質な表情で二人の顔を見み据すえると、

「重大なお知らせがあります」

　厳おごそかに、口を開くのだった──




　　　　◇◆◇




　アラリア平野の西部。その一角には、やや高低差が目立つ丘きゆう陵りよう地帯が広がっており……

　そこが此こ度たびの戦における、主戦場となった。

　古代世界の行軍は、現代人からすれば信じがたいほどの速度である。

　早朝に出発し、この場へと到とう達たつするまで、半日さえかかりはしなかった。

　時刻は昼過ぎ……だが、大空に鮮あざやかな青は皆かい無む。

　本日は曇どん天てんである、というのも一つの理由であろう。しかし、最大の要因はやはり──

　天空を埋うめ尽つくす、飛ひ龍りゆうの群れだ。

《魔王》はいかなる手段によるものか、無限の魔ま物ものを従え、軍勢を築いている。

　その航空戦力たる飛龍達の数は、もはや把は握あくする気にもなれなかった。

　天を自らの体色で埋め尽くす彼等は、当然のこと、ただそこに存在しているだけではない。大地にて展開されし戦せん況きようを睥へい睨げいし、絶えず、その口から火球を放つ。

　無数の飛龍達による空くう襲しゆう。

　その光景は現代人からしてみれば、まさしくこの世の終わりそのものであろう。

　だが……古代の戦士達にとっては、なんら気にするほどの状じよう況きようではなかった。

　なにゆえか？

　この場に、ライザー・ベルフェニックスが立っているからだ。

　四天王の一人にして、歴戦の古ふる強つわ者ものたる老将。その異名は、《難なん攻こう不ふ落らくの絶対防ぼう御ぎよ》。

　守備と回復の魔法を特に得手とする彼と、彼が率いる軍勢は今、守護者としての役割を存分にこなしていた。

　戦場の後方、小高い丘おかの頂上にて。

　戦の活気を見下ろしながら、ライザーとその軍勢は常時、仕事を続けていた。

　防御魔法の遠えん隔かく発動である。

　降り注ぐ火球に対し、ライザー達は兵士一人一人に対して防護の魔法を掛かけ続けていた。

　そうした働きにより、飛龍達の存在は完全に無力化されている。

　恐おそるべきは、その正確さと集中力。何より、底なしの魔力量であろう。

　ライザー軍一万に対し、戦せん闘とうに参加する兵の数は八万を超こえる。

　およそ八倍以上の人数に対し、完かん璧ぺきなタイミングで防御と治ち癒ゆの魔法を遠隔でかけ続けるなど、現代人からすれば想像もつかぬこと。

　まさしく、神話そのものであった。

「……なかなかに、見み応ごたえのある様相であるな」

　己おのれが職務を果たしながら、ライザーは重低音を響ひびかせる。

　その鋭するどき眼光が捉とらえるは──

　圧あつ倒とう的てきな戦果を挙げる、鐡くろがねの巨きよ人じん。







　それは、巨きよ大だいであった。

　それは、雄お々おしい物であった。

　それは──絶対的に強かった。

　見上げるほどデカく、手が付けられぬほど強く、そして。

　最高にカッコいい。

　まさしくそれは、幼子の妄もう想そうそのもの。

《天才にして天災》たる魔法学者、ヴェーダの手による傑けつ作さく魔ま導どう兵器。

　その名を、《魔ゴ導ー機レ兵ム》という。

　デカく、太く、無骨なシルエットを持つそれは、単たん騎きにして万の軍勢に匹ひつ敵てきする。

　全身まさしく凶きよう器きであり、ただ動いただけで無数の魔物達を蹴け散ちらしていく。

　地表を走るリザードマンの群れなどなんのその。

　向かい来る巨きよ龍りゆうには必殺の破は壊かい光線をお見み舞まいだ。

　絶大にして圧倒的なパワーを発はつ露ろし、戦場の只ただ中なかで異い彩さいを放つ超ちよう兵へい器き。

　その機体内部。操縦席にて。

「ゲヒャヒャヒャヒャ！　ワァァァァタァァァシィィィィは、くぁみ神どぅわあああああああああああああああああああああッッ！」

　ヴェーダ・アル・ハザードは超ハイテンションで叫さけび続つづけていた。

　最新の魔導装置を用いることで、操縦席は三六〇度、戦場の隅すみ々ずみまで目視できるようになっている。そのうえ冷れい暖だん房ぼう完備。お菓か子し類も完備。椅い子すにはマッサージ機能付きと、至いたれり尽くせりである。

　だが、そうした快適性と圧倒的な性能ゆえ、搭とう乗じよう者しやに要求される魔力量などのハードルは極きわめて高く……現状、この《魔ゴ導ー機レ兵ム》を十全に操れるのはヴェーダのみであった。

「それいけ爆ばく裂れつパァ～～～～～ンチっ！　今だ必殺！　ブレスト・ハリケーンっ！」

　まさに子供が遊んでいるかのような調子で、魔物の大軍を討うち果はたしていく。

　鐡の巨人の快かい進しん撃げきはどこまでも……と、そう思われた矢先のことだった。

【ビー！　ビー！　敵の攻こう撃げきを受けています！　敵の攻撃を受けています！】

　警報音が操縦室の中を満たす。

　……この魔導兵器には、いくつかの欠点があった。

　それは巨きよ体たいゆえの機動力のなさ。そして……

　巨体ゆえに、小さく速い相手には、対応が難しいのだ。

「え～～っと…………あちゃ～、ゴルド・ワーウルフの群れかぁ。相性最悪だなぁ」

　さして慌あわてた風もなく、ヴェーダは機体表層を駆かけ巡めぐる敵方の様子を眺ながめた。

　ゴルド・ワーウルフ。黄こ金がね色いろの毛並みを持つ狼おおかみ人にん間げん達の総そう称しようである。

　その地上における機動性能は、あらゆる魔物の中でもトップクラス。

　備えた爪つめは頑がん強きようなる魔鉄鋼さえ、バターのように切断する。

　そんな連中が今、巨大な機体の体表を我が物顔で疾しつ走そうし、装そう甲こう板ばんを斬きり刻んでいく。

　そうした様子に、ヴェーダは依い然ぜんとして、落ち着きを保っていた。

　豪ごう胆たんゆえ、というのもあるが……

　この戦場には、彼女がいるという事実。これが一番大きい。

「速さには速さで対たい抗こうすべきだよねぇ～。そういうわけで…………頼たのんだよ」

　小さな笑えみを浮うかべるヴェーダ。

　その瞬しゆん間かんであった。

　勝手気ままに機体表面を駆け巡っていた黄金の獣けもの達が、全く同時に両断され、その全てが絶命に至る。

　何が起きたのか。現代人は当然のこと、古代人であっても理解できる者は少なかろう。

　されど、四天王の一人たるヴェーダにとって、この事態は特別、気にするほどのものではなかった。

「いやはや、さすがさすが」

　そう呟つぶやく彼女の視線の先には……

　今しがた一仕事を終え、すぐさま別の場所へと駆けていく、集団の姿があった。

「相変わらずカッコいいね！　オリヴィアちゃん！」







　その集団はどこか、異様な空気を放っていた。

　黒い。

　全身余すところなく、黒一色である。

　闇やみそのものを固めたような、身軽さを是ぜとする装束を纏まとい、その口元をやはり漆しつ黒こくの布で覆おおい隠かくす。徹てつ底てい的てきなまでに黒い、その集団の名は……

　人呼んで、《斬魔衆》。

　構成員のほどんとは獣じゆう人じん族ぞくであり、頭目たる彼女の教えを受けた剣けん客きやくの集団である。

　彼等はまるで漆黒の風の如ごとく疾走し、すれ違ちがう魔物の群れを神速の剣けん捌さばきによって斬きり裂さいていく。

　その先頭に立つは、四天王が一。

《史上最強の斬魔士》、オリヴィア・ヴェル・ヴァインであった。

　彼女もまた、皆みんなと同様の装束を纏う。

　だが、その全身から放たれる風格と威い圧あつ感かんは、他に類をみない。

　携たずさえるは魔ま剣けん・エルミナージュ。その名は超古代の言語で、断ち斬るものを意味する。

　闇色の刀身は彼女の背せ丈たけをゆうに超えるほど長く、それでいて、強く当たれば簡単に折れてしまいそうなほど細い。まるで、彼女自身を表したような得物であった。

　弟分、ヴァルヴァトスの手によって鍛きたえられしその魔剣は、森しん羅ら万ばん象しようを両断する。

　そこにオリヴィアの剣けん術じゆつと、獣人族特有の技能スキル……魔力消費を伴ともなわぬ身体機能の強化が加わることで、彼女はまさに鬼き神しんと化す。

「……桜花の陣じん」

　ボソリと小さく放たれた命令を受けて、集団が迅じん速そくに動く。

　一いつ斉せいに四方八方へと散じ、波は紋もんの如く広がりながら、魔を斬きり伏ふせていく。

　一定の範はん囲いまで広がると、頭目であるオリヴィアのもとへ帰り、疾走を続行。

　その連れん携けい力りよくは、全軍中最優。

　全員で一丸となって狩かりを行うさまは、まるで狼の群れであった。

　その反面──

「はははははは！　行っけぇええええええええええっ！」

　かの者達は、オリヴィア軍の真ま逆ぎやくを行く。

　楽しげな声と共に、すぐ横で攻こう撃げき魔ま法ほうが放たれた。

　極ごく太ぶとの紫し電でんが一直線に駆かけ抜ぬけ、多くの魔物達が炭へと変じる。

「ぶははははは！　今回の賭かけはテメーの負けだなぁ！」

「えぇいクソっ！　もうちょいだったんだけどなぁっ！」

　地じ獄ごくのような戦場には不似合いの、遊ゆう戯ぎに興じる子供のような笑い声。

　そちらを見やると──

「しゃあねぇ！　罰ばつゲーム行ってくるわ！」

　一人の兵が仲間のもとを離はなれ、単身、魔物の群れへ突つっ込こむと、

「ひゃはははははは！　人間爆ばく弾だんってか！」

　大声で笑い叫びながら……

　魔法の力により、己の肉体を内側から爆裂させた。

　膨ぼう大だいな超高熱が広がり、無数の魔物達を巻き込んでいく。

　そんな様子に、自じ爆ばくした兵の仲間達は腹を抱かかえて笑っていた。

「……類は友を呼ぶとは、まさにこのことか。狂きよう人じん共め」







　戦場に転がっているのは、なんであろうか？

　人によっては、悲劇と答えるだろう。

　人によっては、恐きよう怖ふや苦痛であると答えるだろう。

　いずれにせよ、マイナスの意味を持つ言葉が並べられることは間ま違ちがいない。

　されど。

　彼等にとっての戦場は、そうした悲観的な現場ではなかった。

　アルヴァート・エグゼクス率いる軍勢にとって、戦場とは。そして、戦いくさとは。

　極上の遊び場である。

「よっしゃ、次は首切りゲームな！」

「えー、やだよ、お前相手にそれやるの。絶対お前が勝っちゃうじゃん」

　周囲の怒ど号ごうや破壊音、悲ひ惨さんを極めた光景の中、彼等だけは楽しげに笑っていた。

　陣じん形けい、なし。

　戦術、なし。

　連携、なし。

　目的……楽しけりゃなんでもいい。

　アルヴァートの軍勢は今回もまた、好き勝手に散らばり、好き勝手に戦い、そして。

　好き勝手に死んでいく。

　皆、ゲラゲラと、楽しそうに笑いながら。

　そうした様相を、アルヴァート・エグゼクスは中空に浮かびながら眺め続けていた。

「嗚あ々あ、我が同胞はらから達よ、楽しそうで何よりだ。しかし……吾わたしはそんな貴君等が羨うらやましくて仕方がないよ。まさか、ここまで退たい屈くつだとは思いもしなかった」

　彼とて、先さき程ほどまでは獅し子し奮ふん迅じんの如き活かつ躍やくを見せていた。その働きぶりは万の軍勢に勝まさるものであろう。だが……あるタイミングを境に、彼はピタリと動きを止め、戦いを放ほう棄きするかのように中空へと浮き上がった。

　理由は一つ。

　飽あきてしまったのだ。

　魔ま物ものを相手取っての戦いに、飽き飽きしてしまったのだ。

「やはり、畜ちく生しよう風ふ情ぜいでは燃えてこない。戦いとは究極のコミュニケーションであるからして、そこに両者の愛がなければならぬ。だが、かような魔物達相手では愛など育めるわけもなく……嗚々、これではまるで、虚むなしき自慰行為ひとりあそびではないか」

　芝しば居いがかった口調で、大おお仰ぎように嘆なげいてみせると。

　アルヴァートは飛ひ龍りゆうによって埋うめ尽つくされし天空を仰あおぎ見ながら、叫んだ。

「されどこのアルヴァート！　面おも白しろくないことを面白く、というのが信条の一つ！　ゆえに退屈過ぎる現状へテコを入れ！　見事に面白いものへと変えてしんぜようッ！」

　その中性的な美び貌ぼうに狂きよう的てきな笑みを浮かべ、両りよう腕うでを大きく広げてみせる。

　そして──

「《《我われ、混こん沌とんの中で産まれ》》《《怨えん嗟さと共に生き》》《《末まつ期ごに虚きよ無むを抱いだきし者なり》》」

　彼の周囲に、複数の幾何きか学模様が現れては消え、現れては消え──

　その度たびに、一つの術式が完成へと近づいていく。

「《《我が生しよう涯がいに意味はなく》》《《無む為いを極めし末路なれば》》《《ゆえに我はせめて》》」

　ここまで詠えい唱しようが紡つむがれた途と端たん。

　戦場のあらゆる存在が、人も魔まも関係なく、上空を見上げた。

　アルヴァートという怪かい物ぶつへ、視線を集めた。

　その一いつ瞬しゆん。

　戦場から闘とう志しが消失し、敵味方を問わず、奇き妙みような団結感で結ばれた。

　皆の意思が、一つにまとまる。

　即すなわち──

　あのバケモノを、止めなければ。

　早さつ急きゆうに止めなければ、恐おそろしいことになる。

　だが、そんな危機感を抱く彼等を歯し牙がにもかけず、最強にして最狂の戦士・アルヴァートは、詠唱を──

「《開け、獄ごく門もん》」

　続行する最さ中なかのことだった。

　何処いずこより声が飛来し、次の瞬間──

　アルヴァートの周囲に、複数の黒点が顕けん現げんする。

　途端。

「ふはんっ！　やってくれるじゃあないか！」

　狂笑を深めながら詠唱を中断し、すぐさまその場を離れる。

　刹せつ那な、黒点より絶大な吸引力が生じ、天空を飛とび交かう飛龍達が瞬またたく間まに吸い込まれていく。もし僅わずかでも逃にげるタイミングが遅おくれていたなら、アルヴァートもまた同じ運命を辿たどっていただろう。

「ククククッ……！　やはり貴公の愛情表現は過激で素す敵てきだよ、我が主あるじ」

　アルヴァートは視線を泳がせ、遥はるか遠方を見やりながら、愛いとおしげに呟くのだった。







「……チッ。避よけられたか」

　戦地より遥か後方。

　本ほん陣じんの只ただ中なかにて、簡単な拵こしらえの椅い子すに座りながら、ヴァルヴァトスは舌打ちした。

　絶世の美貌には苦く渋じゆうが刻まれており、見るからに不ふ機き嫌げんといった様相である。

　その原因は、一人の馬ば鹿か、変態、戦せん闘とう狂きよう。

　つい先刻、状じよう況きようも顧かえりみず危険な手札を切ろうとした、愚か者アルヴアートであった。

「あのクソバカタレが。やはり暴走しおった。これだから嫌いやなのだ、奴やつを戦列に加えるのは……！　あぁもう、胃が痛くてかなわぬ……！」

　美しい眉み間けんに縦たて皺じわを刻みながら、貧びん乏ぼう揺ゆすりを繰くり返す。

　そんなさまもどこか画えになるほど、ヴァルヴァトスという人間は美び麗れいであった。

　そうした美王に仕えし側近の一人、薔薇ばらの騎き士し・リヴェルグは苦笑しつつ、

「さりとて我が君。アルヴァート殿どのとその手勢がおらねば、戦線の維い持じも難しいでしょう」

「あぁ、そうだな。その通りだとも。奴やつ等ら、力量だけは我が軍でも最強だからな。……まったく。なにゆえ天は、あのような頭がおかしい奴等に力を与あたえたのか……」

　大きくため息を吐つく。

　と、ヴァルヴァトスはそこで落ち着きを取とり戻もどしたようで、

「……リヴェルグよ、戦せん況きようをどう見る？」

「は。拮きつ抗こう状態かと」

「即ち、最悪というわけだな」

　答えは返ってこない。それが何よりの返答であった。

「魔物の数自体は問題にならぬ。だが厄やつ介かいなことに……減らしても減らしても、尽きることがない。まさしく無限の軍勢か」

　減らしても減らしても、その度に新たな魔物が発生し、数が一向に減少しない。

　それがいかなる術理によるものか、ヴァルヴァトスを以もつてしても理解できなかった。

「日中に終わらせると予告したわけだが、さて、どうなるかな」

「……何か、城に繫つながる秘密の出入り口でもあればよいのですが」

　側近が漏もらした言葉に、ヴァルヴァトスは苦笑した。

「それがあったとしても、我等には見つけられんだろうよ。名の通り、秘密の出入り口、なのだからな」

　ともあれ、状況は芳かんばしくない。

　このままではいつまで経たっても、敵城へ近づくことさえ叶かなわないだろう。

　こうした状況を打ち破るような者がいるとしたなら、やはり……




「うぉらぁあああああああああああああああッッ！」




　頭に一人の女を思い浮うかべた矢先、当人の雄お叫たけびが、遠方たるこの地にまで轟とどろいた。

「あ、あいも変わらず、凄すさまじい声量ですな」

「……ふん」

　頰ほお杖づえをつきながら、鼻を鳴らす。表向き、不機嫌そのものといった顔だったが。

　その内面では。

（頼たのむぞ、リディア）

　親友の雄ゆう姿しと活躍に思いを馳はせ、美王はこっそりと笑えみを漏らすのだった。







《勇者》・リディアが率いる軍勢は、一見するとバラバラに動いているように見える。

　規律もなく、整然としておらず、まるで素人しろうとのような動き。

　だが、それは稀き代たいの天才軍師にして、《最さい賢けんの勇者》と呼ばれし少女による、高度な用兵術なのだった。

　その中心格として扱あつかわれる遊ゆう撃げき部隊……リディアを隊長、シルフィーを副隊長とするそれは、まさしく激げき烈れつな活躍ぶりを見せていた。

　リディアが聖せい剣けん・ヴァルト＝ガリギュラスを振ふるえば、一太刀にして無数の魔物が両断される。それに負けじと、シルフィーも魔ま法ほうや剣けん術じゆつで以て、次々と敵方を薙なぎ倒たおしていく。

　そんな奮ふん闘とうの中で。

　シルフィーは唇くちびるを尖とがらせながら叫さけんだ。

「あぁもう！　しんどいのだわっ！　アイツがいたらもうちょびっとは楽ができるのに！」

　アイツ、とは、この場にいない彼のことだろう。

　アード・メテオールという名の、少年のことだろう。

　……この時代におけるシルフィーは、それほど長い時間、彼と過ごしたわけではない。

　元の時代の彼女とは違ちがい、特別な感情は持っていなかった。

　しかし……この時代のシルフィーもまた、アードの実力は認めている。

　だが、そうであるがゆえに、彼がここにいないということが腹立たしかった。

「進軍中にどっか行くとか！　絶対！　ありえないのだわっ！　まさか、怖おじ気けづいたんじゃないでしょうねぇっ!?」

　魔物を斬きり刻みながら、叫び散らすシルフィー。

　彼と肩かたを並べ、戦果を競い合いたかったというのに。なんだか、無む性しようにイライラする。

　そんな彼女にリディアは苦笑しつつ、

「ま、あいつにもやるべきことがあるんだろうさ。……んなことより」

　そう前置くと、彼女は瞳ひとみを鋭するどくさせて。

「……どうにも、妙みような動きしてやがんなぁ」

　おそらく、彼女にしかわからぬ呟つぶやきを口にすると。

　その場より東の方角を見やり、これまた、彼女にしか理解できぬ言葉を紡ぎ出した。




「やっぱ、こうなったか」




　　　　◇◆◇




　アラリア平野西部、滅めつ亡ぼうの大地。

　その名は現地の有様と特とく殊しゆ性せい、そして歴史に起因する。

　ここ一帯は古代よりもさらに前、超ちよう古こ代だいと呼ばれし頃の、巨きよ大だいな戦いくさの舞ぶ台たいと場所だ。

　片や、超古代の世界を支配していた謎なぞの存在、《旧ふるき神》。

　片や……これまた謎多き超ちよう越えつ者しや、《外なる者達アウター・ワン》。

　二大巨きよ頭とうの激しいぶつかり合いは、この土地に多大な影えい響きようをもたらした。

　いかなる原理が働いているかは不明であるが、この土地には軽度の呪じゆ詛そが漂ただよい続けており、平へい凡ぼんな生物は足を踏ふみ入れただけで死に至る。

　俺のような魔ま法ほう抵てい抗こう力りよくの高い人間であれば、特別どうということもないのだが……

　この滅亡の大地はまるで、世界の全てを憎にくむかのように、あらゆる存在を拒きよ絶ぜつする。

　ゆえにこの地にあるのは、滅ほろびの光景のみ。

　即ち……地平線の彼方かなたまで続く、寂せき寞まくとした荒こう野やである。

　まさしく殺風景を絵に描かいたような場所で……

　俺は、もう一人の自分と再会した。

　ディザスター・ローグ。

　奴は変わらず、全身を暗黒の鎧よろいで覆おおい隠かくしており、その表情は窺うかがい知れない。

　遠く離はなれた戦地の状況を思い、焦しよう燥そう感かんを抱いているのか。

　あるいは、何らかの策略を巡めぐらせつつ、ほくそ笑んでいるのか。

　いずれにせよ。

　俺も、奴も、すべきことはただ一つ。

「……答えを、聞かせてもらおうか」

　腹に響ひびくような声だった。

　その問いかけに対し、一度深呼吸してから、

「俺は──」

　数日ほど待たせていた答えを。

　導き出した結論を。

　ハッキリと、口にした。




「俺は、リディアを救わない」







　　　第五二話　元・《魔ま王おう》様ＶＳ現・《魔王》







　しばし、静せい寂じやくの帳とばりが場に降りた。

　肌はだがひりつくような緊きん張ちよう感かん。

　それは対面に立つあの男……

　もう一人の俺、ディザスター・ローグが放つ圧力プレツシヤーによるものだった。

「……なぜ、そのような結論を出した？」

　刺とげ々とげしい兜かぶとの向こうから、鋭い気き迫はくが飛んでくる。

　拒きよ否ひは許さぬといわんばかりの声に、俺は拳こぶしを握にぎり締しめながら、

「あいつが、それを望んでいないからだ。俺は……俺は、あいつの願いを知った。《勇者》という称しよう号ごうを背負い、そして……最さい期ごは己おのれが罪を清算する形で死にたいと。リディアは、そう言ったのだ」

「……その願いを叶えてやりたいと。貴様は真に、そう思っているのか？」

　俺は何も返さなかった。

　ただ無言のまま、相手を睨にらむことしかしない。

　そして。

　曇どん天てんの下もと、静けさの中に、ローグの落ち着き払はらった声が響く。

「……いいだろう。ならば始めようか。つまらぬ茶番を、な」

　瞬しゆん間かん。

　俺は闘とう争そうの開幕を予感し──

　すぐさま横へと跳はねた。

　前後して、今しがたまで立っていた場所から、光り輝かがやく柱が天空へと伸のびる。

　曇天を穿うがつそれをもし直ちよく撃げきしていたなら、危なかったかもしれない。

　だが……

「まだまだ、小手調べといったところか」

　小さく呟くと、俺は返礼の一撃を見み舞まった。

　ローグの頭上に七つの魔ま法ほう陣じんが顕けん現げんし、数瞬後、それらが雷らい鳴めいを轟かせた。

《七重詠唱セブン・キヤスト》の遠えん隔かく発動。

　現代《魔ま導どう士し》からすれば信じがたい神かみ業わざであろうが……

　この敵方にとっては、なんら驚おどろくに値あたいしないものだろう。

　奴やつは、俺自身なのだから。

　天より降り注ぐ雷らい霆ていの群れ。凡ぼん庸ような者であればこの一撃で決着がついたのだろうが、

「……まるで児じ戯ぎだな」

　奴には通じなかった。

　ローグはその場から一歩も動くことなく、こちらの攻こう撃げきを受けてみせた。

　膨ぼう大だいな雷らい撃げきが総身を襲おそう。だが……

　それら全て、漆しつ黒こくの鎧に阻はばまれ消失。

「……良い魔装具だな」

「フン。貴様の称しよう賛さんほど、響かぬものもないわ」

　応答と同時に、反撃が飛ぶ。

　我が周囲を囲むようにして魔法陣が現れ、すぐさま灼しやく熱ねつの業ごう火かが放たれた。

　跳ちよう躍やくして回かい避ひ。

　難を逃のがれたのもつかの間、中空にて、待ってましたとばかりに魔法陣が出現。

　正面に浮かび上がったそれから、黄こ金がね色いろの奔ほん流りゆうが放たれる。

　これもまた現代は当然のこと、古代の戦士であっても、凡庸な者であれば決着がつくような一手であろう。

　されど、俺には通じない。

「……つまらぬ技わざだ」

　片手を突つき出し、防ぼう壁へきを展開。完全に無力化。

　着地後も、ローグは実に多種多様な魔法を以もつて、千変万化の攻せめ方を見せた。

　その場を動かず、常時攻め立てる敵方に対し、こちらはその周囲を回る形で回避と防ぼう御ぎよに専念する。

　ときたま反撃の一手を繰くり出すが、やはりあの鎧に阻まれ、なんの効果もなかった。

　しかし……

「これはどうだ？」

　敵方の攻めを防壁によって無力化した直後。

　俺は先さき程ほどから準備していた術式へ、魔ま力りよくを流し込む。

　刹せつ那な。

　ローグを取り囲むようにして、円形の魔法陣が構築された。

　それからすぐ、その独特な形状の陣から膜まくが広がり──

　楕だ円えん形けいとなった膜がローグを覆うと同時に、奴は地面へと片かた膝ひざをついた。

「ぬ……う……！」

　苦く悶もんがローグの口から放たれる。

　第三者からしてみれば、あの膜の中で何が起きているのか、理解できないだろう。

　ローグもまた、この一手は想定外であったに違ちがいない。

　何せこれは、今この場で作った、即そつ興きようの魔法なのだから。

　あれは結界魔法の応用で、内部に閉じ込めた者へ桁けた外はずれな圧をかける。

　並なみ大たい抵ていの存在なら、一いつ瞬しゆんにして圧縮されてしまうだろうが……

　やはり、この敵はそう簡単にやられてはくれんか。

　とはいえ。

「ぬ、う、お……！」

　鎧に亀き裂れつが走る。

　まず真っ先に砕くだけたのは、兜であった。

　奴の傷面が空気に晒さらされ、流れ落ちた苦悶の汗あせが圧力によって四散する。

　簡単には潰つぶれない。が、時間の問題だ。

　奴がこのままなんの手も打たなければ、あと二〇秒以内に決着がつくだろう。

　……それがあり得ぬと言うことを、俺は理解している。

　ゆえに。

「これ、は……なかなかのものだった……！」

　次の瞬間、我が即興による魔法が突とつ如じよとして消失しても、なんら驚くことはなかった。

「……解かい析せき、か」

　圧力から解放され、呼吸を落ち着かせるローグに、俺はポツリと呟つぶやいた。

　解析。

　俺の魔法的な特技である。

　ルーン言語によって構築された魔法であれば、長くても三秒。ルーン以外の魔法であれば、一部の例外を除き、およそ一〇秒ほどで術式の全容を把は握あくできる。

　そして……その内容をもとに相そう殺さい術式を構築。

　これにより、理論上あらゆる術理を無力化することが可能だ。

　この解析と対応の力を発展させたものこそ、我が《固有魔法オリジナル》である。

　……奴はそうした力の全てを備えているのだ。

　何せ、敵は俺自身なのだから。

　となれば、この勝負……

「どうあっても、決着はつかぬ、か」

　それをいかにして覆くつがえすのか。極きわめて難解な命題と言えた。

　これまで様々な状じよう況きように対応すべく、無数のテンプレートを作ってきた俺だが……

　自分自身と戦うという状況になったなら、どうすべきか？

　このテーマに関しては、クリアできる気がしなかったため、あえて放置していたのだ。

　そのツケが、まさかこんな形でやってくるとはな。

　さて、どうしたものだろう。

　……と、考えを巡めぐらせ始めた、その矢先のことだった。

「ふぅ。やはり、貴様は敵にすべきではないな。これも自画自賛になってしまうが……貴様以上に恐おそろしい敵など、どこにもいはしない」

　言いながら、奴は鎧よろいを邪じや魔まに思ったか、それを消去し、一いつ般ぱん的てきな古代の衣服へと変へん換かん。

　……いつの間にか、戦せん闘とう意思が消えていた。

　まるで全てが終わったかのような立ち振ふる舞まいに、当とう惑わくせざるを得ない。

　そんな俺に、ローグはほんの僅わずかな微び笑しようを浮うかべ、

「こうなることを、俺が先読みできなかったとでも？　だとしたなら、それは大きな侮あなどりというものだ。己を知るがいい、アード・メテオール。貴様は貴様自身を、正確に評価できてはいない」

　わけのわからぬ言葉を並べていく。……そう、この時点では、奴の言わんとすることが全く把握できなかった。

　が──

「疑問に思わなかったか？　なぜ、貴様を呼び出した日と、この時代の俺が作戦行動に打って出る日が同じなのか。……結論を言ってしまえば、今回の戦いくさは貴様を味方に引き入れるためのものだったのだ。おそらく、戦自体には敗れることになるだろう。だが、此こ度たび奪うばった土地などに執しゆう着ちやくはない。貴様という駒こまさえ手に入れば、他はどうだっていい」

　この言葉を聞いた瞬間。

　俺は漠ばく然ぜんと、奴の思おも惑わくを想像し……

「まさか、貴様ッ……！」

　焦しよう燥そう感かんが、言葉となって発はつ露ろした。

　ローグは勝利を確信したか、微笑を深いものにしながら、ある魔法を発動する。

　それは、遠望の魔法であった。

　我われ々われの頭上に巨きよ大だいな鏡面が現れ……

「さぁ、貴様の背中を押してやろう」

　紡つむぎ出された言葉に応じるかの如ごとく、鏡面が遠く離はなれた場所にて展開されし状況を、映し出した。

　果たして、その内容は。




　薄うす暗ぐらい、おそらくは地下の一室にて。

　妖あやしく光り輝き、宙に浮かぶ、巨大な紅あかい宝石。

　その傍そばで……磔はりつけにされた二人の少女。




　それはイリーナとジニーの、痛ましい姿だった。







　　　第五三話　元・《魔ま王おう》様の友人、毒どく牙がにかかる







　時は僅かに遡さかのぼる……。




「重大なお知らせがあります」

　褐かつ色しよく肌はだの少女ラティマが述べた言葉に、イリーナとジニーは怪け訝げんな顔となった。

「重大な」

「お知らせ？」

「はい。お二方にはすぐさま出しゆつ撃げきしていただきます。わたしが案内いたしますので、ついてきてください」

　なぜ？

　と、問いかける暇ひまさえ与あたえず、ラティマは部屋を出て行ってしまった。

　わけがわからないが、しかし……

「私達にも、何かが出来るってこと、ですかね？」

　ジニーの呟きにイリーナは何も答えず……

　部屋の隅すみに置いてあった、アード手製の魔ま装そう具ぐへ目を向けるのだった。




　装備一式を纏まとい、屋や敷しきの外へ。

　そこには既すでに、戦闘用の軽装へ着き替がえたラティマが待っており、

「移動しつつ、状況を説明させていただきます」

　やはり一方的な物言いであったが、今回もそのことに文句を言う暇さえ与えてくれなかった。彼女は言ってすぐ、さっさと駆かけ出してしまう。

　王都の只ただ中なかを行き、門を抜ぬけ、外部へ。

　そして街かい道どうを進む。

　ラティマの走行速度は、まさに桁外れであった。

　音を置き去りにするようなスピード。元来のイリーナ達であれば、絶対についていくことができない速度である。しかし、今の彼女等はアード手製の魔装具……鈍にぶい輝かがやきを放つ脚きやつ甲こうの力により、ラティマのスピードに追従することができた。

（まだ、慣れないわね……この感じ……）

　猛もう然ぜんと、めまぐるしく過ぎ去っていく周囲の光景。

　己おのれの脚あしがこれほど速く躍やく動どうしているという現実に、理解が追いついていない。

　魔装具による身体機能の強化は、圧あつ倒とう的てきなパワー感をもたらすと同時に……

　負い目や悔くやしさが混ざり合い、なんとも言えぬ不快感を生み出していた。

（こんなの、ずるいわよね）

（アードに貰もらった、ずるをするための道具……）

（こんなので力を得たって、なんの意味もない）

（あたしは、あたし自身の力で、アードに並ばなきゃいけないんだから……！）

　どうにも気分が落ち込んでいく。

　らしくないとは思っているのだが、この時代に来てからというもの、イリーナは普ふ段だんの快活さを失っていた。

「……それで、ミス・ラティマ。もうそろそろお話していただけませんか？」

　横を走るジニーが発した言葉に、イリーナはハッとなる。

　そうだ。今は一種の緊きん急きゆう事態。落ち込んでいる場合ではない。

「……重大なお知らせって、いったいなんなのよ？」

　ここでようやっと、ラティマの口から返答が出された。

「我々の出撃は、アード様が考案なされた作戦行動です」

「作戦行動？」

「えぇ。アード様は《魔王》の不死性の正体を見み抜ぬかれ……まず、わたしに作戦の説明を行ったのです。それからアード様はおっしゃられました。然しかるべき時に貴女あなた達をお連れし、《魔王》が占せん領りようした城へと向かえ、と」

　……どうにも違い和わ感かんのある言葉だった。

　アードが敵の秘密を看破した。この点については、特に思うことはない。彼ならばそれも当然のことだろう。だが……考案した作戦行動を自分達に真っ先に話すことなく、ラティマに伝えるというのは、どういうことだ？

　この疑問をそのままぶつけたところ、

「今回の作戦は秘密性が重視されます。事前にお二方に話した場合、ともすれば、身内に潜ひそむ裏切り者に勘かん付づかれる可能性があるとアード様はお考えになりました。……貴女達は、重大な作戦を担わされると事前に知って、普段と全く同じように過ごせますか？」

　正直、自信がない。イリーナだけでなく、ジニーも同じようだった。

　自分達の仕草や態度の微び妙みような変化から、敵方に作戦を察知されてはならない。だから、アードはまず、ラティマに作戦を話した。

　……納なつ得とくのいく説明ではあるのだが、それでもなぜか疑念は消えなかった。

「おっしゃりたいことはわかります。しかし……何も言わず、気持ちを切きり替かえてください。目的地は目と鼻の先です。もはや時間はありません」

　ラティマに言われ、イリーナは周りに気を配った。

　いつの間にか、景観が激変している。

　のどかな街道から、うっそうと生おい茂しげった緑……森林地帯へと、変わっていた。

「……そうね。じゃあ、作戦について詳くわしく聞かせて」

　状じよう況きように急かされ、イリーナもジニーも、そのように判断せざるを得なかった。

　その傍かたわらで、ラティマは淡たん々たんと言葉を紡いでいく。

「まず、《魔王》の不死性について。これをアード様は、霊れい体たい分ぶん離りの秘術を用いたものだと推測されました」

「霊体分離の、秘術？」

「はい。霊体分離の秘術とは、特とく殊しゆ魔ま法ほう陣じんを用いて行う儀ぎ式しき魔法の一つです。自らの霊体を肉体から分離させ、相応ふさわしき媒ばい介かいへと封ふうじ込こめる。そうすることで、儀式を受けた人間は不死性を得るのです」

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな話だったが、もはや受け入れるしかなかった。

「この秘術には欠点が二つあります。まず一つは、霊体を封じた媒介と発動者は、一定の距きよ離りを保ち続けねばならないこと。離れすぎれば、封じた霊体が発動者の中に戻もどり、不死性は失われます。そのため……《魔王》は自らの手で土地を占領した場合、その地に霊体を移動させるのではと、アード様は考えました」

「……その運び先が、城の中ってこと？」

　ラティマは小さく頷うなずいた。

「そういえば、陛下もおっしゃってましたわね。城に到とう達たつできれば勝てる、と」

　アードとヴァルヴァトスは、同じ結論を出したということだろう。

　そうなると、信しん憑ぴよう性せいも高くなる。……ただ、疑問なのは。

　なにゆえ城の内部という、随ずい分ぶんわかりやすい場所に移動させたのか、だが。

　この点は自分達のような若じやく輩はい者ものにはわからぬ、なんらかの機き微びがあるのだろう。

　無理やり自分を納得させつつ、イリーナは口を開いた。

「秘術が持つ二つ目の欠点は、媒介を壊こわされたらヤバいってことよね？」

「はい。媒介を壊された場合もまた、不死性は失われてしまいます」

「……その実行者に、あたし達が選ばれた」

「左様にございます。アード様は城への隠かくし通路を発見なされ、そこを経由することで、秘密裏に内部へと──」

「なんで、あたし達なの？　そんな大役、あたし達には……」

　それは弱音がもたらした、強い疑念であった。

　自分達が任せられた仕事はあまりにも重大である。誇こ張ちよう抜ぬきに、この戦いくさの行方を左右するような大役だ。

（そんな仕事を、なんであたし達にやらせるの？）

（もっと成功率が高い人に頼たのんだ方が……）

　思考を重ねる度たびに、イリーナの表情と心が暗くなっていく。

　と、そんなとき。

「らしくありませんね、ミス・イリーナ。貴女はこういうとき、むしろ喜ぶものだと思ってましたけど」

　ジニーが声をかけてきた。

「まさかミス・イリーナが大事なときにヘタれる人だったなんて。アード君が知ったらきっと失望するでしょうねぇ。ふふん、どうやら私が色々画策しなくても、ミス・イリーナとアード君の関係は終しゆう焉えんを迎むかえ──」

「馬ば鹿かなこと言ってんじゃないわよっ！」

　無意識のうちに怒ど鳴なっていた。

　顔が熱い。頭に血が上り、頰ほおが紅潮していくのがわかる。

　そんなイリーナに、ジニーは挑いどみかけるような笑えみを浮うかべ、

「そうそう。貴女にはそういう態度が一番似合ってますよ、ミス・イリーナ。負けず嫌ぎらいで、馬鹿みたいに突つっ走ってこその貴女でしょ。考え込んで気分を落とすなんて、らしくないにもほどがありますわ。貴女はこういうとき、アードに大きな役目を任されたわ！　やった～！　ばんざ～い！　とか、脳天気に叫さけんでればいいんです」

　随分と馬鹿にされているような気がするのだが……

　逆にそれが、心ここ地ちいい。

　ジニーのおかげで持ち前の負けん気が刺し激げきされ、先さき程ほどまでの暗い気分がどこかへと吹ふっ飛んでいた。

「ふんっ！　あぁ、そうね！　そうだわよ！　まったく、あたしらしくなかったわっ！」

　やってやる。疑問や後ろ向きな感情など、もはや彼方かなたへと投げ捨て、とにもかくも猪ちよ突とつ猛もう進しん、ただひたすら突っ走ってやろうじゃないか。

　ジニーのおかげで、そんな気分になれた。

　……とはいえ、素す直なおに礼など言ってはやらないけれど。

「話はまとまりましたか？　……一応説明しておきますと、我われ々われが実行者に選定されたのは、意外性が高いと判断されたためです。我々はある意味で部外者。蚊か帳やの外。敵方もそう思っているからこそ、我々という存在は」

　と、ラティマの説明が続く、その途と中ちゆうだった。

　鋭するどい風切り音が耳に入る。

　それが風属性の魔ま法ほう攻こう撃げきだと理解した頃ころには、既に手て遅おくれ。

「くっ……！」

　狙ねらわれたのは、先頭を行くラティマであった。

　足首をバッサリと斬きり裂さかれ、地面へと転がる。

　深い傷口から鮮せん血けつが流れ、彼女の褐かつ色しよく肌はだを染め上げていく。

「ラティマっ!?　大だい丈じよう──」

「行ってください！　敵はわたしが食い止めます！　このまま真まっ直すぐに走れば、城に繫つながる隠し通路がありますから！」

　初めて見せる必死の形相に圧倒され、イリーナもジニーも絶句する。

「ぼさぼさしてないで！　早く行きなさいッ！」

　言葉に打たれ、二人は応ずるほかなかった。

「死ぬんじゃないわよっ！」

「すぐに追ってきてくださいね！」

　ラティマ一人を残すのは心苦しいが……これは失敗が許されぬ大仕事なのだ。

　イリーナもジニーもそれを理解しているがゆえに、前へと進むしかなかった。

　後方で響ひびく破は壊かい音おんに心を痛めつつも、走る足を止めはしない。

　ラティマの無事を祈いのりつつ、イリーナはジニーと共に駆かけ抜ぬけた。

　その末に。

「これが、秘密の通路……？」

　見た目は洞どう窟くつのようである。

　ぽっかりと開いた暗い穴は、どうにも不気味で……身の危険を感じざるを得ない。

　だが、しかし。

「あらら？　怖おじ気けづいちゃったんですかぁ？　ミス・イリーナ」

　この相棒にそう言われたなら、立ちすくんでなどいられない。

　ふん、と鼻息を吐はいて、胸を張りながら進み、洞窟へと入る。

　光源を魔法によって確保。目前に浮かぶ光の球が、穴の中を明るく照らす。

　でこぼことした道に時たま足を取られつつ、ゆっくりと進んでいくと……自然に出来た洞窟、といった周囲の内観が、次し第だいに人工的な気配を感じさせるものへと変じていく。

　気付けば、二人は石造りの通路を歩いていた。

「ここって、城の地下、かしら？」

「たぶん、そうだと思います」

　即すなわち、ここは敵地のド真ん中というわけだ。

「気が抜けなくなったわね」

「えぇ、本当に……！」

　両者共、強い緊きん張ちようを顔に張り付けて、得物をギュッと握にぎりしめた。

　イリーナは紅あかい槍やり。ジニーは蒼あおい細さい剣けん。

　いずれもアード手製の魔装具であり、二人に大きな攻こう撃げき力りよくを与あたえるものだ。

　その効力は聞かされているものの、実際に使ったことはない。

　ゆえに、これが自分達を守る盾たて、あるいは矛ほこになりうるか、一いち抹まつの不安がある。

（……大だい丈じよう夫ぶ。アードが作ってくれたんだもの。絶対に、大丈夫）

　自分に言い聞かせながら、油断なく周囲を睨にらみ、進んで行く。

　二人の緊張と不安に反して、状況は平へい穏おんを維い持じしたままだった。

　そして。

　城の地下と思おぼしき場所を歩き回った末に、二人は開けた場所へ出る。

　極きわめて広々としたその空間には、多くの太い柱が立っており──

　自ずと、二人は場の中央にあるそれへと、視線を集中させた。

「あ、あれって」

　イリーナが指差した先にあるのは、宙に浮かぶ巨きよ大だいな宝石。紅いそれは脈動するかの如ごとく、絶えず明めい滅めつしており、妖あやしげな輝かがやきで周囲を照らしている。

　間ま違ちがいない。あれだ。あれが、目的の媒介だ。

「よし……！　やるわよ、ジニー！」

「はいっ！」

　互たがいに得物を構え、その効力で以もつて、対象を破壊──

　しようとした、直前のことだった。

「……止まりなさい」

　聞き覚えのある声。しかし、聞き慣れた口調とはまるで違ちがうそれが、場に響いた瞬しゆん間かん。

　二人の足あし下もとに魔ま法ほう陣じんが発生。驚おどろく間もなく、事態は急展開を見せた。

　回かい避ひ行動を取ろうとするが、時既すでに遅おそし。

　発動した魔法は、二人を拘こう束そくするためのものだった。

　流動する、液体状の鋼はがねが二人の体に纏まとわり付つき、両者の体を固定。

　その姿はまるで、十じゆう字じ架かに磔はりつけられた、哀あわれな受じゆ刑けい者しやのようだった。

「く……！　こ、の……！」

　身体機能強化の魔法を用いて、なんとか脱だつ出しゆつを……と、そう思うのだが。

　魔法が、発動しなかった。

「ど、どうして……!?」

　吐き出された疑問に、声が返ってくる。

「その拘こう束そく魔法には、魔力封ふうじの効力があります。だから、捕つかまった者は魔法が使えなくなる」

　それは、少女のものだった。

　それは、ついさっきまで聞き続けていた、少女の声だった。

「なん、で……!?」

　新たな疑問がイリーナの口から放たれた矢先。

　カツカツと足音が鳴り響き……件くだんの少女が、二人の目前に現れた。

　褐かつ色しよくの美び貌ぼうに、無機質な表情を張り付けた、彼女の名は、




「これは、どういうことなの……!?　ラティマッ！」
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　　　第五四話　元・《魔ま王おう》様と、友人達の危機







　遠望の魔法……まるで鏡面のようなそれが映す、友人達の危機。

　その状じよう況きようを前にして、俺は啞あ然ぜんとするしかなかった。

　一方、現状を作り出したもう一人の俺、ディザスター・ローグは、

「懐なつかしい顔ぶれだ。もう二度と、見ることは叶かなわぬと思っていたが……まさか、こうした形で再見することになろうとはな……」

　傷きず跡あとが刻まれた面めん貌ぼうに、悲ひ哀あいを宿す。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのこと。

　こちらへと向き直ったローグの顔には、勝者の余よ裕ゆうだけが張り付いていた。

「つまらぬ言い分を、あえて口にしよう。人ひと質じちの命が惜おしくば、我が軍門に降くだれ」

「……否いなと答えたなら、二人はどうなる？」

「どうにもならぬさ。言っただろう？　これは茶番でしかない、とな。そして……貴様の背を押してやるとも言った。現状はまさにそれだ。……俺が言わんとすることは、もう十分に理解しているだろう？　何せ我々は、同一人物なのだから」

　その通りだった。

　ローグはイリーナとジニーを人質にとったものの……彼女等に危害を加えるつもりはない。奴やつもまた、二人に対して並々ならぬ情を抱いだいているのだ。目的のためならば……といった思考の埒らち外がいに置いてしまうほど、ローグは二人に思い入れを抱き過ぎている。

　だからこれは、奴が言った通りの茶番なのだ。

　ディザスター・ローグは、俺に言い訳を与えようとしている。

　大切な者を人質に取られた。だから、従わねばならない。

　……なんとも、甘美な響きだな。

　きっとローグは、こうなることを予見していたのだろう。

　リディアと接することで彼女の願いを知り、自らの贖しよく罪ざいよりも彼女の思いを尊重する。

　……本当はそんなこと、したくない。

　そうした迷いさえ、ローグは見通していたに違いない。

　実際のところ。

「貴様の考えは読めていた。そして……リディアの思いもな。奴が無む惨ざんな結末を望んでいることも、俺はなんとなしに気付いていたよ。奴は死する際、無念や後こう悔かいではなく、きっと満ち足りていたのだろう。納なつ得とくのいく最さい期ごであったのだろう。だが……」

　ローグはこのうえない悲哀を滲にじませながら、拳こぶしを握り固めた。

「俺達の思いはどうなる？　親友を自らの手で殺した。そうなるよう、自身の手で促うながしてしまった。その罪を永遠に背負うなど……あまりにも、苦しいじゃないか。そもそも……リディアが無惨な結末を望んでいたとして、それを叶えてやりたいと、誰だれが思う？　誰もそうは思うまい。彼女には幸せになってほしいと、そのように願うのが当然じゃないか」

　ローグが語るのは、自らの本心であり……

　俺自身の、本音でもあった。

「たとえ、リディアの意思に反していようとも、俺は、あいつに生きていてほしいと思う。生きてさえいれば……考えが変わることだって、あるかもしれない。もし変わらなかったとしても……それがエゴでしかないとしても、俺はリディアに、幸せな人生と穏おだやかな末路を与えたい」

　これ以上、言わせてはならない。これ以上、聞き続けてはならない。

　このままでは、決意が揺ゆらぐ。変心してしまう。

　それを理解していながらも……俺は動けなかった。

　もう一人の自分が語る感情の全てに、共感できてしまったから。

「リディアを生かし、未来を変えるため……俺は多くの命を奪うばうことになる。史上類を見ない、大罪を犯すことになる。世界は滅めつ亡ぼうの直前まで追い込まれるだろう。だが……それでリディアが救われるなら安いものだ。名も知れぬ、なんら無関係な大衆の命に、どれだけの価値がある？　……もはや俺には、人々の命になんら尊さを感じられぬ。当初こそ、俺は彼等のために立ち上がった。世の人間全てを救済すべく、拳を握り固めた。だが……そんな俺に民衆は何をした？　何を与えてくれた？　《魔王》という忌いまわしい称しよう号ごうで俺を呼び、バケモノとして畏い怖ふしたうえ……孤こ独どくへと、陥おとしいれたのだ」

　もう一人の俺は、滔とう々とうと語り紡つむぐ。その瞳ひとみに、一種の憎ぞう悪おを宿しながら。

「リディアの命運と人類の行く末。それらは天てん秤びんにかけるまでもない。……貴様とて、心の奥底ではそう考えているのだろう？　ならば迷う必要はない。俺と共に動けばいい。……これだけ言ってなお迷い続けているというのなら、さらに言い訳を与えてやろう」

　再び、ローグは鏡面に映る二人へ目をやって、

「先刻述べた通り、俺は彼女等に危害を与えない。そう、俺はな。しかし……この時代の俺が率いる軍勢が城に押し寄せたとき、二人がどうなるかまでは保証できぬぞ」

　まさにそれは、脅きよう迫はくそのものだった。

　なにゆえ、城の内部というわかりやすい場所に、己おのれが霊れい体たいを封ふうじた媒ばい介かいを置いたのか。

　そして、そんな重大な場所へわざわざイリーナ達を呼び寄せた理由は……

　全て、このためだったのだろう。

「此こ度たびの戦いくさ、現状を見るに五分といったところだが、いずれ均きん衡こうが崩くずれよう。間違いなく、この時代の俺が優勢となる。そうなれば必然、次なる戦場は城じよう郭かく都市へと変わり……荒あら々あらしき戦士達が、城へとなだれ込む。無論のこと、内外に配はい慮りよすることはない。何せ、霊体を封じた媒介の破は壊かいが目的であるゆえな。初手で城ごと粉ふん砕さい、ということもありえる」

　そうなったとき、城の中にいる彼女達は……！

「もう一度、わかりやすく言おう。二人を失いたくなくば、こちら側に付け」

　甘美なる誘ゆう惑わくに、俺は首しゆ肯こうを返すべきだと心の底から考え、そして。

　了りよう承しようの意を──

　口にする直前のことだった。




　状況に、変化が生じたのは。




　　　　◇◆◇




「なんで……！　なんであんたがッ！」

　可か憐れんな美貌を怒ど気きで歪ゆがめながら、イリーナは叫さけぶ。

　目前に立ち、悠ゆう然ぜんとこちらを見つめる少女……ラティマへと、声を叩たたき付つける。

「……わたしの行動理念はただ一つ。リディア様。あの御お方かたのためならなんでもする。だってあの御方は、わたしの全てだから。あの御方が幸せになれるなら……わたしは、地じ獄ごくに落ちたってかまわない」

　ゾッとするような目でこちらを射い貫ぬいてくる。

　その冷れい徹てつ極まりない瞳が、イリーナの灼しやく熱ねつした感情を凍こごえさせ……

　代わりに、強い当とう惑わくをもたらした。

「リディア様のため？　どういう意味よ、それは」

「貴女あなた達が知る必要はない。所しよ詮せん、貴女達は道具でしかないのだから。アード・メテオールという駒こまを、こちらの都合よく動かすための道具。貴女達は黙だまって利用されてればいい」

　彼女の表情は相変わらず無機質なものだったが……

　その奥底に、明らかな侮あなどりが見て取れた。

　このラティマは、自分達を三下としてすら扱あつかってはいないのだ。

　……悔くやしい。あまりにも、悔しい。

　けれども、悔かい恨こんの思いを発はつ露ろしたところで何も変わりはしない。

　自分達がアードの役に立つどころか、彼の足を引っ張るお荷物になってしまったという現状は、どう足あ搔がいても変わらない。

　自分はこのまま、ラティマの言う通りなんの真実も知ることなく、足手まといとして事件に居座ることしかできないのか。

（いや、そんなことはないわ……）

（あのときの力が、今、絞しぼり出せたなら……！）

　思い出されるのは、少し前の出来事。

　学園祭にて、洗脳されたシルフィーと戦ったときの記き憶おくだ。

　自分と彼女の力量差を思えば、まともな勝負にすらならないはずだった。しかし、不可思議なことに、力がどんどんと湧わき上がってきて……勝ちを拾う直前まで行った。

　あの力が、もう一度出せれば。

　あるいは、この状況を打開できるかもしれない。

　だからイリーナは願う。もう一度、あの力を……と。

　だが、何をどう念じても、あのときの再現は成らず……時間だけが無む為いに過ぎていく。

（なんでよ……！　なんで、応こたえてくれないのッ!?）

　焦しよう燥そうと、己に対する怒いかりが募つのっていく。

　しかしどうあっても、あの時の力は出せず……

（……ここが、あたしの限界なのかな）

　諦てい念ねんが心を挫くじきかけた、そのときだった。

「はぁ。なるほどなるほど。ミス・イリーナ。私はこれまで、貴女のような選ばれた側の人間を完全無欠だと思い込んでいましたが、そうでもないみたいですね。私のような凡ぼん人じんでも、十分に付けいる隙すきがある。それを学ばせてくださり、どうもありがとうございます」

　イリーナの真横にて。

　同様に拘こう束そくされているジニーが、なぜだか勝かち誇ほこったように微笑ほほえんだ。

「……何を言ってるの？」

　ラティマが怪け訝げんな顔をして問いかける。が、ジニーはそれを無視して、イリーナだけを見つめたまま、言葉を紡ぎ続けた。

「精神的な脆もろさ。それが貴女の弱点ですわよ、ミス・イリーナ。想像だにしなかった展開を迎むかえたとき、すぐさま諦あきらめてしまう。それはきっと、無む駄だに強い自信が原因なんでしょうね。貴女はどこかで慢まん心しんを抱いてるのよ。自分はなんでもできる。そんな自分がピンチに陥おちいることなんかない、って。そんなだから、いざピンチになったとき、頭の働きが完全に止まる。何もかもを諦めてしまう」

　でも。

　と、そう前置いてから、ジニーは唇くちびるをニヤリと歪めて。

　弱者であるがゆえの利点を、堂々と口にした。

「私は特別じゃない。だから貴女とは違ちがって、ものごとを始めるとき、失敗するイメージをまず想像する。また、私には自信がない。だからミス・イリーナ。貴女とは違って、ピンチになったときの動どう揺ようは小さい。だって、そうなるのが当たり前ですもの。……そうした心構えがあるからこそ、私はこの状じよう況きようを打破できる」

　断言してみせたジニーに、ラティマだけでなく、イリーナさえも懐かい疑ぎの念を送る。

　何を言ってるんだ？　この状況を、どう打破するというのだ？

　特に、ラティマは強くそう思ったらしい。

「魔ま法ほうが使えない魔ま導どう士しに何が──」

「えぇ、そうですわね。魔法は使えませんわ。ただ……普通じゃない魔法は、どうかしら」

　この言葉に、ラティマは怪訝を浮うかべるのみだったが……

　イリーナは、ハッとなった。

　魔法とは通常、詠えい唱しようなどによって術式を構築し、そこへ魔力を流すことで発動するもの。

　ゆえに魔力を封じられた今、魔法の発動は不可能である。

　しかし……もしも、魔力を必要としない魔法技術が存在するとしたら？

　世の多くの者が、そんな技術はないと答えるだろう。

　だが。

　イリーナとジニーは、違う。

　あのアード・メテオールの友人にして、弟で子しでもある二人は、こう答える。

「《崩スク字リプ魔ト・マ法ジツク》……！　そうよね、ジニーっ!?」

「ふふっ、ご名答」

　クスリと笑い、それから。

　ジニーは拘束された手先を僅わずかに動かして、虚こ空くうへと指を躍おどらせた。

　刹せつ那な。

　不可思議な模様が彼女の目前に現れ──

　爆ばく裂れつする。

「なんだ、それは……!?」

　瞠どう目もくしながら、冷ひや汗あせを流すラティマ。

　知らぬのも当然だ。これはおそらく、イリーナとジニー、そしてアードの三人しか認にん知ちしていない技術なのだから。

《崩スク字リプ魔ト・マ法ジツク》。それはかつて、いじめられっ子だったジニーに自信を付けさせるべく、アードが伝授した技術である。

　虚空へと崩したルーン文字を描えがくことで、簡素な術式を構築。普ふ遍へん的な魔法がその発動源として魔力を要するのに対し、《崩スク字リプ魔ト・マ法ジツク》は大気に宿る《魔素》を用いて発動する。

　即すなわち、一いつ切さいの魔力を必要としない魔法なのだ。

　現代では《魔素》濃のう度どの低下もあり、《崩スク字リプ魔ト・マ法ジツク》の威い力りよくもさほど強いものではなかったが……《魔素》濃度が極きわめて高いこの時代であれば、話が変わる。

　ジニーが繰くり出した技わざ、《ショート・フレア・ボム》は、その激げき烈れつな威力で以もつて拘束を破壊。自らに降り注いだ超ちよう高熱はアード手製の革かわ鎧よろいが全て吸収してくれた。

　イリーナもまた、そのようにする。

　自分を拘束する魔法金属に爆裂を食らわせ、見事脱だつ出しゆつ。

　一足先に拘束から抜ぬけ出していたジニーと同様、自身の得物を構えながら、

「……まったく、ほんっとムカつくわね、あんたって奴やつは」

「褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておきますわ～。なぁ～んにもできずに落ち込んでたミス・イリーナ♪」

「ふんっ！　やっぱあたし、あんたのことだいっきらいっ！　でも……今だけは認めてあげる。最悪だけど、最高のパートナーだってね」

　二人、肩かたを並べて、敵を見み据すえる。

　ラティマを、見据える。

　その視線を受けて、彼女は俯うつむきながら、

「ふぅ……」

　か細い声を漏もらし、そして。

　上げた面おもてには、僅かな嘲ちよう笑しようが浮かんでいた。

「想定外、ではあるけれど。問題じゃない」

　それはどういう意味か。

　問い尋たずねるよりも前に、ラティマは淡たん々たんと呟つぶやいた。

「貴女達の行動は、全て無駄に終わる」

　と、その瞬しゆん間かん。

　開けた空間を埋うめ尽つくすように、無数の魔ま物もの達が現れた。

　それはまるで、召しよう喚かん魔法のようであったが……陣じんが現れていないことからして、おそらく別の技術であろう。

　いずれにせよ……イリーナとジニーは、振ふり出しに戻もどったのだ。

　再び、危機を迎えてしまったのだ。

「呼び寄せた魔物は一〇〇を超こえています。貴女あなた達の力量では、どうにもならない。大人しく拘束されていた方が、痛い目を見ずに済みますよ」

　まさに、絶望的だった。

　しかし。

「はんっ！　それがどうしたってのよっ！」

　イリーナはそれでもあえて、意い気き軒けん昂こうと叫さけぶ。

　肩を並べるこの相棒……ジニーに、もうこれ以上弱いところは見せたくなかったから。

「一〇〇だろうが二〇〇だろうがッ！　あたしの敵じゃないわッッ！」

「ま、そういうことですねぇ～。……前座を片付けたら、次は貴女ですよ、ミス・ラティマ。覚かく悟ごしておきなさいな」

　互たがいに士気は十分。

　この絶望的な状況を、本気でなんとかするつもりでいる。

　本気で、なんとかできると考えている。

　両者共、同じ思いだった。

　イリーナとジニー。普ふ段だんはウマが合わず、水と油のような関係だが……

　今は、心の底から思う。

　この相棒となら、どんな危機も乗のり越こえられるのではないか、と。

「……そうですか。ならば、わたしが取るべき行動は一つ」

　ラティマの顔に、冷れい酷こくな色が宿った。

　そして、圧あつ倒とう的不利な戦いが、今まさに開幕する──

　その寸前。

「ハハッ！　おもしれぇことしてやがんなぁ？　オレも交ぜてくれよ」

　聞き覚えのある第三者の声が、場に響ひびき渡わたった瞬間。

　激しい烈れつ風ぷうが渦うず巻まいた。

　轟ごう然ぜんと唸うなるそれが、イリーナとジニー、ラティマの肌はだを打ち、髪かみをなびかせる。

　吹ふき荒あれしその風は……

　闖ちん入にゆう者しやの躍やく動どうによる、副産物。

　それに気付いた頃ころには、魔物達の大半が既すでに両断されていて。

　イリーナ達が彼女の動きを視認できたのは、最後の一体を斬きり伏ふせた、その一いつ瞬しゆんのみであった。

「おいおい、てんでたいしたことねぇな。もっと歯ごたえのある奴を呼べよ」

　愛あい剣けんを肩に担ぎながら、勝ち誇るように笑う。

　溢あふれんばかりの自信と……勇気に満ちた顔。

　そんな表情が誰だれよりもよく似合う、この女の名は。

「リ、リディア様……!?」

「おう。安心しろよ、二人とも。なんせオレが来たんだからな」

　悠ゆう然ぜんとした構え。圧倒的な自負。

　放つオーラは、まさしく規格外。




　伝説の《勇者》、暴風の如ごとく見参──







　　　第五五話　元・《魔ま王おう》様の決意　《勇者》の選せん択たく　そして……哀かなしみの《魔王》







　美び麗れいな白銀の髪。

　女性としては長身な体たい軀く。

　あまりにも美しい、絶世の容姿。

　それらは間ま違ちがいなく、《勇者》・リディアを表す記号であった。

「な、なんでリディア様が、ここに……!?」

　目を丸くしながら、イリーナが独りごちるように疑問を吐はいた。

　リディアは唇くちびるをニヤリとさせ、彼女に視線を向けると、

「お前等にプレゼントした髪かみ飾かざりな。それ、実は現在情報把は握あくの魔法を付ふ与よした魔道具なんだよ。そいつのおかげで、オレは絶えずお前等の状況を把握してたってわけだ」

「な、なるほど……！　リディア様はこうなることを予見して……！」

「……えっ？」

「えっ？」

　シィ～ン……。

　少しばかりの沈ちん黙もくが続き、そして。

　シルフィーはジトッとした目で口を開いた。

「まさかとは思いますが……私達のストーキングがしたくてコレを渡したけれど、結果として私達の危機を救った形になった……みたいなオチじゃないですよね？」

「あ、あああ、あったりめぇだろうがっ！　そ、そんな、お前……オ、オオオ、オレぁ《勇者》だぜ!?　なんかこう、ズバーンって予感が降りてきて、お前等の危機を予知したに決まってんじゃねぇかっ！」

　さっきまでのカッコいい姿はなんだったのだろうか。

　イリーナもジニーも、同時にため息を吐いた。

　緊きん張ちよう感かんが抜けていく。

　これもまた、《勇者》がもたらす安心感ゆえ、ということにしておこう。

　……そんな二人に反して。

「リディア、様……！　なぜ、こんな……！」

　わなわなと全身を打うち震ふるわせるラティマ。

　それは恐きよう怖ふゆえの様相ではないように思えた。

　これからリディアに、裏切り者として処しよ罰ばつされることを恐おそれている……わけではない。

　何かを失うことに対する焦しよう燥そう感かん。彼女の表情からは、そんな情が窺うかがい知れた。

「……ラティマ」

　褐かつ色しよく肌はだの少女へ、声をかけるリディア。

　自らを裏切った配下に対する彼女の視線には、怒ど気きなどなかった。

　むしろ……慈じ愛あいに溢れた母のような表情で、

「諦あきらめな」

　本当に、短い一言を口にする。

　イリーナやジニーからすると、どういった意図によるものか判然としない。

　だが、ラティマにはその一言で、何もかもが理解できたらしい。

「嫌いや、です……！　たとえリディア様でも……！　いや、リディア様だからこそ……！　それだけは聞けませんッ！」

　じんわりと、ラティマの瞳ひとみに涙なみだが浮うかぶ。

　そして。

「こんな世界ッ！　リディア様のためなら滅ほろんだっていいッ！」

　再び、大量の魔物が、ラティマを守護するように顕けん現げんする。

　その威い圧あつ感かんある光景に、しかし、リディアはなんら臆おくすることなく、

「……そうだな。お前や、アイツからすりゃ、そうなるんだろうな。けど」

　どこか悲しげな顔で、彼女は断言した。

「オレも、こればっかりは譲ゆずれねぇんだよ」

　静かだが、力強い声音。それが彼女の口から放たれた後──

　瞬またたき一つの、数秒に満たぬ時間で、何もかもが決着した。

　轟然と烈風が吹ふき荒すさんだかと思えば、全ての魔物が斬り伏せられており、その召しよう喚かん者しやたるラティマもまた、真横へと倒たおれ込んでいく。

　何をしたのか、イリーナ達の目ではまったく認にん識しきできなかった。

　これが、《勇者》の力。

　改めて、イリーナ達は畏い敬けいの念を抱いだく。

　その視線の先で。

　リディアは倒れ行くラティマの華きや奢しやな体を抱き止めて、

「……馬ば鹿か野や郎ろう」

　唇には、僅わずかな微び笑しようを。瞳には哀しみを湛たたえながら。

　リディアは裏切り者の配下へ、それだけを送った。

「リディア、様……わたし、は……」

　こときれたように、全身を脱だつ力りよくさせるラティマ。

　彼女の体を丁てい寧ねいに床ゆかへ置くと、リディアは一息吐いて、場の中央に浮かぶそれを見た。

　巨きよ大だいな紅あかい宝石。妖あやしい光を放ちながら明めい滅めつを繰くり返すその物体へ、リディアはゆっくりと近づいていく。

「……まったく。どいつもこいつも」

　紅い宝石、《魔王》の霊れい体たいを封ふうじているというそれを目前にして、リディアは嘆たん息そくする。

「嬉うれしくないと言えば、噓うそになるけどな。でも……いいのさ、それが運命なら。どんなものだって受け入れる。なんせオレぁ、《勇者》だからな」

　フッ、と笑えみを零こぼす。

　なぜだろう。イリーナにはその笑みが、このうえなく悲しいものに思えた。

　そして……リディアはさらに、言葉を重ね続ける。

　まるで、この場にいない誰かを、諭さとすかのように。

「誰かの夢と希望を守り、皆みんなが笑って生きられるような世界を作るために戦う。それが《勇者》だ。でもな……その皆の中に、《勇者》は含ふくまれちゃいけねぇのさ。どんなに崇すう高こうな理念を掲かかげていようが、罪を重ねたことには、変わりがねぇんだからな」

　リディアの表情には、強い決意だけがあった。

「理想を叶かなえるためには、犠ぎ牲せいを出さなきゃいけねぇ。多くの血を、流さなきゃいけねぇ。死にたくないと泣き叫ぶ奴やつさえ、殺さなきゃいけねぇんだ。……その罪と責任を全て背負い、最後は地じ獄ごくに落ちる。それも、《勇者》の務めだとオレは思う」

　彼女は肩かたに担いだ聖剣・ヴァルト＝ガリギュラスを構え、

「オレぁ、お前の親友である以前に……《勇者》なんだよ。だからオレぁ、《勇者》として生き、《勇者》として死ぬ。たとえ誰だろうと、この信念を曲げさせはしねぇ」

　そして。

「後ろばっか見て生きてんじゃねぇよ、この……大おお馬ば鹿か野や郎ろうがッ！」

　気き迫はくを放ちながら、リディアはなんの躊躇ためらいもなく、聖剣を振ふるった。

　ヴァルト＝ガリギュラスの刀身が対象を両断し……

　次の瞬しゆん間かん、それが木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る。

　これで、《魔王》の不死性は消しよう滅めつする。

　これで、《魔王》は討とう伐ばつされる、かもしれない。

　そうなったならきっと、多くの人々の命が守られるのだろう。

　自分達も元の時代に戻もどって、また楽しい日常を過ごせるようになるだろう。

　だが……

　イリーナにはその結果が、リディアの命と引ひき替かえに得られたものであるように思えて。

　自然と、瞳に涙が浮かぶのだった──




　　　　◇◆◇




「なぜだ……！　なぜだ……！　なぜだッッ！」

　叫きよう声せいが大気を震わせると同時に、遠望の魔ま法ほうによって生み出された鏡面が破は裂れつし、四散する。

「リディア……！」

　彼女の名を口にしながら、ローグは全身をわななかせる。

　そんなもう一人の自分に、俺は哀あい傷しようと共に言葉を送った。

「もう、終わりだ。貴様の考えは──」

「終わってなどいないッッ！」

　強きよう烈れつな否定を口にしながら、ローグは俺を睨にらんだ。

「まだ不死性を奪うばわれただけだッ！　それも再び儀ぎ式しきを行えば、取り戻せるものに過ぎんッ！　此こ度たびの戦いくさは敗れることになろう！　だが、それは織り込み済みだ！　ゆえに何も終わってなどいないッ！　貴様さえこちらに付いたなら！　此度の一件は──」

「俺がどういった答えを返すのか。貴様はもう、わかっているのだろう？」

　相手の言葉を斬きり裂さくように、投げかける。

「我が分身よ。貴様は真にリディアを救いたいと、そう思っているのか？」

「……なんだと？」

　こちらを睥へい睨げいする目に、強い怒気が孕はらむ。

　しかし、俺は口を止めなかった。どうあっても、これだけは言っておかねばならぬことだと、前々から考えていたことだから。

「貴様は……貴様はただ、逃にげたいだけではないのか？　リディアを手にかけた。そうなるよう、追い詰つめてしまった。その罪悪感から、逃げたいだけなのではないのか？　彼女を救いたいと言うが、その実……」

　これから口にすることは、俺にさえ突つき刺ささるものだろう。

　きっとそれは、激げき烈れつな痛みになるのだろう。

　だが、それでも。

　この問題から目を背そむけることは、してはならないように思えたから。

「貴様は、自分を救いたいだけなのではないか？　自分を赦ゆるしながら、心安らかに死んでいく。そんなことのために、リディアを利用しているだけなのではないか？　……結局のところ、俺も貴様も、自分勝手な感情ばかりで……誰だれのことも、考えてはいないのだよ」

　そうだ。

　認めたくないが、そうなのだろう。

　いつだって俺は、自分勝手だった。

　人間のために立ち上がったのも、結局は……誰かに愛してもらいたかったからだ。

　誰にも愛されず育った男の歪ゆがんだ感情が、行動へと駆かり立てただけなのだ。

　それを自覚するがゆえに。

　今回は。今回ばかりは。

「生まれて初めて、真に、誰かのために動かないか。……リディアの意思を守るために、俺達は──」

「黙だまれぇえええええええええええええええええええッッッ！」

　鼓こ膜まくが破れんばかりの、凄すさまじい怒ど声せいだった。

　ローグは牙きばを剝むくように歯は嚙がみして、こちらを射殺すように睨み、

「あぁ、そうだ！　そうだとも！　俺は自分を赦したい！　救われたい！　事実、そう思っている！　だがな！　リディアへの想おもいまで、否定はさせんッッ！」

　次いで、奴の総身から放たれたのは……

　このうえない、殺意だった。

「もはや、これまでだ……！　貴様の手を摑つかむ気は、既すでに失うせたッ！　何よりも忌いまわしき宿敵として葬ほうむり去さってくれるわッ！」

　喚わめき散らすさまは、まるで幼子のようだった。

　己おのれの非を指し摘てきされ、自覚し、それゆえに怒いかりを発はつ露ろする。

　そんなみっともない、幼子のようで……

　あまりにも、見るに堪たえなかった。

　それが自分自身の姿なのだから、ことさら。

　俺は奴と同様、目の前に立つもう一人の俺を、その存在を。

　許容できなかった。

　そして──

　睨み合いながら、俺達は奇くしくも全く同時に、全く同じ行動をとった。

「《《その道に在りしは絶望》》《《それは哀あわれな男の生き様》》」

　我が最強の魔法にして切り札。《固有魔法オリジナル》の詠えい唱しようを紡つむぎ出す。

「《《その者は独り》》《《背を追う者はいても》》《《覇は道どうを共に進む者はなし》》」

　詠唱の進行と共に、我われ々われの周囲に複雑な幾何きか学模様が現れては消え……

「《《誰にも理解されることはなく》》《《皆、彼のもとから離はなれていく》》」

　睨み合う我等の中央。彼我の戦せん闘とう意思がぶつかり合うその場が、歪んで見えた。

「《《唯ゆい一いつの友にさえ捨てられて》》《《彼は狂きよう気きと孤こ独どくの海へと沈しずんでいく》》」

　もはやこの勝負の決着は、どちらかの死によってしかつくことはない。

　その確信を深めながら、俺は……改めて、自己の意思を確認する。

「《《その死に際に安らぎはなく》》《《悲ひ嘆たんと絶望を抱いて溺おぼれ死ぬ》》」

　……勝つ。必ず、勝つ。

　勝てる、はずだ。

　歯嚙みしながら、俺は、

「《《きっとそれが》》──」

　最後の一唱節を放った。




「《《孤独なりしプライベート王の物語・キングダム》》」




　刹せつ那な、我が目前に、そして奴の隣となりに、彼女が現れた。

　リディア。彼女の魂たましいの一部が形作る、ありし日の姿。

　次の瞬間、その姿が巨大な剣けんへと変化する。

　漆しつ黒こくの刀身に、血管の如ごとく紅いラインが刻まれたその形状、それ自体は互たがいに同じであったが……ローグのそれは、傷付いていた。

　刀身全体にヒビ割れが走っており、その傷が、奴の生き様を反映しているように思えた。

　我々は、そんな得物の柄つかを握にぎり締しめると、

「……ハァッ！」

　互いに気合いを放ちながら、一直線に踏ふみ込んだ。

　凄まじき膂りよ力りよくが大地を抉えぐり、膨ぼう大だいな土つち塊くれが天へと舞まう。

　それが降り注ぐよりも前に。

　我々の第一合目が始まっていた。

「るぅあッ！」

「シィッ！」

　鋭するどい呼気と共に、闇やみ色いろの剣つるぎを繰くり出す。

　全てが急所狙ねらい。全てが必殺の一いち撃げき。

　魔法は使用しない。

　いや……使えないと言うべきか。

　我が《固有魔法オリジナル》の力は、解かい析せきと支配。敵方の魔法を解析し、それを支配下に置く。

　ゆえに……あらゆる魔法は発動する前に無力化、あるいは自分自身に牙を剝く。

　互いに同じ力を持つがために、我々の勝負は純じゆん粋すいな剣けん技ぎ、あるいは肉体技による戦いとならざるを得なかった。

　さりとて。

　それは尋じん常じようの仕合ではない。

「ぬぅあッ！」

「ぎぃッ！」

　互いに剣を振るう度、その刀身がぶつかり合うことで大気が鳴動し、大地に亀き裂れつが走る。

　両者共に《魔ま王おう》の称しよう号ごうで呼ばれし者。我等の勝負は、単純なぶつかり合いであったとしても、世界に甚じん大だいな被ひ害がいをもたらす。

　……戦せん況きようは五分と見た。

　それならば。

「リディア。フェイズ：Ⅱ、レディ」

【了りよう解かい。勇ゆう魔ま合身、第二形態へ移行します】

　応答と同時に、闇色のオーラが我が総身を覆おおい尽つくす。

　……どうやら、敵方もまったく同じ発想へと至ったらしい。

　こちらが形態変化を遂とげた頃ころ、奴やつもまた、第二形態へと姿を変えていた。

　髪かみ色いろは総じて白へ。身に纏まとう衣服が闇色の装束へ。

　互いに同じ姿。だが……ローグが纏う甲かつ冑ちゆうに似たそれは、刀身と同様に無数の傷が走り、ボロボロになっている。

「これならば……！」

「どうだッ！」

　両者共に、その膂力は先刻までの比ではなかった。

　刀身同士がぶつかり合い、鼓膜が破れんばかりの轟ごう音おんが発生。

　我等が立つ大地に、大穴が穿うがたれる。

　音を置き去りにし、光へ迫せまる勢いで地表を駆け巡めぐり、滅めつ亡ぼうの大地と呼ばれし一帯へ闘とう争そうの爪つめ痕あとを刻んでいく。

　……これでも、五分か。

　ならばもはや、この勝負、互いが持つ技わざの優ゆう劣れつで決着がつくことはなかろう。

　勝敗を分けるのは、おそらく……心構え。

　いずれの精神が、より優すぐれているか。戦いに臨のぞむ意思が、どれほど強いか。

　これは、そういう勝負だ。

　それゆえに。

「るぅ、ああああああああああああッッ！」

「くっ……！」

　やがて均きん衡こうが崩くずれていく。

　劣れつ勢せいへと陥おちいるは、必然的に──

　この俺だった。

「ぬ、ぅ……！」

　少しずつ、奴の切っ先がこちらの体からだに触ふれ始める。

　そしてとうとう頰ほおを裂さかれ、鮮せん血けつが宙を舞った。

　それを顔に受けながら、ローグは叫さけぶ。

「貴様はなぜ、命を断った!?　間ま違ちがいなく、俺とは違ちがうのだろうな！　大方、孤独感に耐たえられなかったのだろう!?　違うかッ！」

　敵方の威い勢せいが強まっていく。それに反して……

　こちらの体は、次し第だいに鈍どん重じゆうさを増していった。

　その原因は、やはり。

「そんな貴様がッ！　よくもこの俺にッ！　逃げているなどと言えたものだなッ！」

　心だった。

　奴と俺とでは、心構えに大きな違いがあった。

「リディアを殺したことは、貴様にとってその程度のことだったのかッ！　世界が違えば、俺はここまで自己中心的になれるのかッ！　リディアを殺あやめたことによる罪悪感よりも、貴様には孤独感の方が強かったというわけだッ！　自じ業ごう自得の結末を呪のろい、来世での幸福を願って転生したッ！　その身勝手さに反吐へどが出るわッッ！」

　なんの反論も、できなかった。

　実際、奴の言う通りなのだから。

「なにゆえ、そこまで利己的になれるのかッ！　俺には理解できんッ！　貴様はまさか、リディアに放った最後の言葉を忘れているのではなかろうなッッ！」

「そんな、わけが……あるかッッ！」

　刀身をぶつかり合わせ、鍔つば迫ぜる。

　剣けん越ごしに睨にらみ合あいながら、俺は過去を思い返した。

　……長き戦いくさの終しゆう盤ばん。哀かなしみを繰り返した末に、我々は目的の達成を目前としていた。

《外なる者達アウター・ワン》を滅ほろぼし、主権を人の手へと移す。

　もはやそれは、ほとんど実現できていると言ってもよい状じよう況きよう。

　我々は世界の大半を手中に収め……奴やつ等らは残すところ、一柱のみ。

　そうした現状に、俺はもう、満足していた。

　いや、ある意味では、辟へき易えきしていたと言える。

　多くの友を失い続け、孤独へと陥り……

　最後に残ったのは、リディアだけ。彼女だけが、俺にとっての救いだった。

　そうした自己の現状に、俺は辟易して……もう、これ以上の争いは避さけたかった。

　リディアを失うようなリスクなど、負いたくはなかった。

　最後の一柱は《外なる者達アウター・ワン》の頭目とされし者。その力量はまさしく桁けた外はずれ。もし彼奴きやつを討とう滅めつせんとするならば、自軍の半数を犠ぎ牲せいにする覚かく悟ごが必要であった。

　その犠牲者の中には俺だけでなく、リディアも含ふくまれる可能性がある。

　最悪の未来を予期したがために、俺はこう結論づけたのだ。

『もはや争う必要はない。俺は奴の要求を吞のむ。奴の領地における自治権を認め、生き延びた《魔族》達による国家成立を黙もく認にん。そして……我等は停戦協定を結び、また、不ふ可か侵しん条約を締てい結けつする』

　これで、我等の長き戦は終わりを迎むかえるのだと、俺は断言した。

　……その結論にすぐさま嚙かみついたのが、リディアだった。

『ざけんなッ！　奴を放置してたら、またいつか同じ事が起きるッ！　それを防ぐためにも！　今！　奴等を叩たたくべきだッ！』

　当時、リディアはその身に受けた呪じゆ詛その影えい響きようもあって、非常に好戦的な人間になっていた。その発言は過去の彼女を知る身からすれば、ありえぬもので……

　そんなふうになってしまったことも、苛いら立だちの原因だったと、今は思う。

『貴様が何をどうのたまったところで、結論は変わらぬ。受け入れよ』

　方針の違いが、我々の関係に大きな亀裂を生むと……あの当時、思い至っていれば。

　今でこそ、それは理解できることだが。あのときは、それがわからなかった。

　俺にとってリディアという存在は、空気のようなものだったのだ。

　そこに在るのが当たり前で、消えることなどありえない。

　生きるために必ひつ須すの存在にもかかわらず、ありがたみを完全に理解できていなかった。

　だから。

『なんでオレの気持ちがわからねぇんだ！　オレ達の志は、一いつ緒しよじゃなかったのかよッ！』

　この言葉に、俺は、最悪の応答を返してしまった。

「何度ッ！　何度悔くやんだことかッ！　何度、己おのれを呪のろったことかッ！　あのとき、リディアの問いに、自らの本音を吐と露ろしていればッ！　ただ一言、お前を失いたくないのだと、そう素す直なおに伝えてさえいればッ！　あんなことには、ならなかったッッ！」

　ローグの叫びは、我が本心であった。当時の俺は彼女に対し、なぜ俺の気持ちをわかってくれないのだと、身勝手な情だけを抱いだいてしまった。

　ゆえに、己が本音を素直に述べるどころか。

　俺は、こう返してしまった。




『そんなにも争いを続けたいなら、勝手にしろ。貴様のことなどもう知らぬ』




　これが。

　こんな言葉が。

　人間としての彼女に送る、最後の言葉になった。

　彼女との、最後のやり取りを、俺は喧けん嘩か別わかれで終わらせてしまった。

「あんな結末、俺は断じて認めぬッ！　ゆえに、リディアを救うのだッッ！　救った末に、俺は彼女の手によって断罪されるッ！　あのときの我が愚ぐ行こうを謝罪し、そのうえで地じ獄ごくへと落ちるッ！　そして……リディアは、この世界の俺と、幸福な人生を歩むのだッ！」

　自分ではなく、ある意味では赤の他人であるこの世界の自分を、その役に選んだ時点で……こいつの自責の念が、あまりにも深いことがわかる。

　そして……リディアへの思いも。

　彼ひ我がの心構えに違いがあるとしたなら、そこだろう。

　俺はもう一人の自分に対する自己嫌けん悪お、同族嫌悪だけを燃料に戦っている。

　だが、奴はそれに加えて、リディアへの迷いなき思いを背負いながら戦っているのだ。

　……俺はまだ、迷っている。

　リディアを救わないという結論が正しいのか。そこに、迷いが生じている。

　だって、当然じゃないか。

　どんなに当人がそれを望んでいても……

　俺は、彼女に幸せになってもらいたいのだから。

「く、ぅ……！」

　迷いが俺を劣勢へと導き、そして。

「ぬぅ……!?」

　決着の時をもたらす。

　あろうことか、俺は地面の凹おう凸とつに足を取られ、体勢を崩してしまった。

　生じた隙すきは一いつ瞬しゆんであったが──

　しかし、命を刈かり取るには、十分な時間だった。

「ぬぅおおおおおおおおあああああああああああああッ！」

　雄お叫たけびと共に、ローグが向かってくる。

　構えられし大たい剣けんの切っ先は、我が胸部を向いており……

　それはきっと、瞬まばたき一つした後には、こちらの心臓を貫つらぬいているのだろう。

　……不思議と、悔かい恨こんの念はなかった。

　むしろ、これでいいのだと、そんな情さえあった。

　イリーナとジニーは悲しむだろうが……ローグとて、俺なのだ。

　きっと悪いようにはならんだろう。

　俺が死した後、ローグが本ほん懐かいを遂とげるかはわからぬが……

　もし、リディアの救済が成るとしたなら、それは喜ばしいことだ。

　ゆえに俺は、己が死を──

　完全に受け入れ、相手の一いち撃げきを浴びるという、直前のことだった。

「ぬぅッ……!?」

　切っ先が止まる。

　我が胸部を貫く寸前で、闇やみ色いろの刀身が震ふるえたまま、動こうとしない。

　どうなっているのだ？　これは？

「く、お……！」

　ローグもまた、動どう揺ようしている。傷きず跡あとが刻まれし面めん貌ぼうに、強い困こん惑わくを浮うかばせていた。

「これ、は……！　まさ、か……！」

　奴やつの口から、そんな一言が紡つむがれた矢先。

　俺は、目を見開いた。

　幻げん覚かくであろうか。

　ローグの背後に、リディアの姿が見える。

　彼女が、ローグを羽は交がい締じめにして、動きを止めているように見える。

　そして。

〝オレの願いを、守ってくれ〟

　こちらを見つめる彼女の瞳ひとみが、そんな思いを伝えてきたような気がして。

　だから、俺は。

「リディア……！　それが、お前の意思ならッ……！」

　歯を食くい縛しばって。

　こみ上げてくるものを感じながら。

　我が手に在る剣つるぎを、全力で繰くり出した。

「がぁっ!?」

　袈け裟さ懸がけに振ふるったそれは、胴どうを斜ななめに両断するつもりの一撃であったが。

　その直前、奴はどうにか身を動かし、後方へ跳ちよう躍やく。

　されど、一いつ瞬しゆん遅おそかった。

　我が刀身は奴の胴を深々と斬きり裂さいたのだ。

「ぬ、ぅ……！　やめろ、リディア……！　こんなときさえ、貴様は……！　俺の邪じや魔まをするのかッ……！」

　趨すう勢せいの逆転は、誰だれの目にも明らかであった。

　先刻まで、この勝負は一対一の戦いだったが……

　今や二対一。

　リディアの意思が、奴の動きを鈍にぶらせているのだろう。

　与あたえた深手も相まって、一気にこちらが優勢へと変じていく。

　が──

「負けて、なるものか……！　失敗して、なるものか……！　もう、二度と……二度と、失敗せぬと誓ちかったのだ……！　俺は……俺はぁッッ！」

　それでも、ローグは懸けん命めいに抗あらがった。

　凄すさまじき後こう悔かいが。強きよう烈れつ極きわまりない自己意思が。奴に力をもたらす。

　さりとて。

　逆転は、なかった。

「う、うぅ……」

　遂ついに、ローグが片かた膝ひざをつく。

　全身を刻まれ、闇色の装束と大地を鮮せん血けつの紅あかに染める、もう一人の自分。

　その命脈を断ち、決着をつけるべく、俺は無言のまま身構えた。

「……終わりだ。ディザスター・ローグ。我が分身よ」

「貴様、は……真に、これでよいと……そう、思っているのか……」

　荒あらい息を吐はき、肩かたを上下させながら、ローグはこちらを見た。

　その瞳にあるのは、恐きよう怖ふ。だが、死に対するものではない。失敗に対するものだろう。

　そして……
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　奴は、命いのち乞ごいを始めた。

「思い、出してくれ……リディアとの、日々を……それが、どれほど……貴様にとって、どれほど、尊いものだったか……」

　奴の感情が、俺には痛いほどよくわかる。

　この男は、俺自身なのだ。

　命乞いなど絶対にありえない。それをするぐらいなら、無限に続く拷ごう問もんであろうと甘んじて受け入れる。そんな誇ほこり高さをねじ曲げてでも、生き延びようと必死になっている。

　全ては、リディアのために。

　……そんな自分に、俺は涙なみだを流した。

　涙せずには、いられなかった。

「失敗、できぬのだ……今回だけは……今回、ばかりは……失って初めて、真に理解した……リディアへの思いを、ようやく……だからこそ、彼女を……彼女を、救いたい……俺は……俺、は…………」




「彼女を、愛していた……！」




　その言葉を受けた瞬しゆん間かん。

　体が、震え出す。

　剣を握にぎる力が、僅わずかに緩ゆるむ。

　だが、しかし。

「う、お……おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ！」

　迷いを払ふつ拭しよくするために、雄叫びをあげて。

　俺は──




　曇どん天てんの下もと。

　一いつ気き呵か成せいに、ローグの心臓へと、切っ先を突つき立てた。







　　　第五六話　元・《魔ま王おう》様、現代に帰き還かんする







　肉を斬り裂く、気持ちの悪い手て応ごたえ。

　ローグの胸へと深く突つき刺ささった刀身が、我が手元へと実感を運んでくる。

　命を刈り取ったという、実感だ。

　もはや慣れ親しんでしまったそれに、何かを覚えることもなく……

　俺はただ、目前の我が分身を見つめるのみだった。

「ごふっ……！」

　吐と血けつし、全身を小刻みに震えさせる。

　そうしながら、ローグはこちらを睨にらみ、

「貴様、は……再び、罪を犯したのだ……！　忘れるな……！　貴様は、これで……もう一度……もう一度、その手で、リディアを……殺したのだ……！」

　何も言い返すことなく、俺は、死にゆくローグを見つめながら歯は嚙がみする。

　そうだとも。こうすることで未来がどうなるか、理解したうえで決行したのだ。

　俺はこの手で、リディアの死を確定させたのだ。

　……それが、彼女の願いだったから。

「ぐ、はっ」

　再び大量の瀉しや血けつ。もはやローグの命脈は……

　と、そう考えた矢先のことだった。

　奴の肉体が淡あわく輝かがやき出し、やがて、粒りゆう子し状じようとなって消えていく。

　これは、いったい……!?

「あぁ、どうやら……奴やつ等らはなんとしても、この世界に終しゆう焉えんをもたらしたいようだな……」

　消えゆくローグが、何やら得心したように呟つぶやく。

「どういう意味だ……!?」

「そんな、ことは……自分で考えろ……ただ……俺が言えることは……」

　一いつ拍ぱくの間を置いてから、ローグは口元に僅かな笑えみを浮かべる。

　それは断じて、穏おだやかなものではなかった。

　俺に対する殺意と、目的意識に対する狂きよう気き。

　おぞましい情念を孕はらんだ、寒気がするような笑みだった。

「まだ、終わってなどいない……！　奴等が俺に……《魔王》であることを、期待するなら……それを演じきって見せよう……！　その果てに……我が贖しよく罪ざいと、リディアの幸福があるのなら……！」

　一人、全てに納なつ得とくした様子で消えていく。

　そして。

　最後にローグは、ふと思い出したかのように。

　面貌へ宿した狂気を僅かに薄うすめながら、言葉を残す。

「……イリーナとジニーを、死なせるな。俺にとってもまた、彼女等は最後のよすがであった。貴様は俺にとって、最大の敵だが……その一点のみ、失敗せぬことを祈いのる」

　ここまで語ると、奴の姿は完全に消失し……

　場には、俺だけが残った。

　気になることはいくつもある。

　だが、考えが及およばなかった。

　これで全てが終わったのだと、そう思うと。

　俺は……瞳に涙が浮かぶのを自覚しながら、天を見上げる。

　いつの間にか曇天は晴はれ渡わたり、美しい蒼そう穹きゆう色いろが空一面に広がっていた。

　今はそんな蒼あおが、心の底から憎にくい。

　俺は一筋の涙を零こぼしながら、誰にともなく、言葉を紡いだ。




「これで、よかったのか……？」




　　　　◇◆◇




　それは本当に、唐とう突とつな出来事だった。

　リディアが《魔王》の霊れい体たいを封ふうじた媒ばい介かいを破は壊かいしてから、少しして。

　なんの前まえ触ぶれもなく、イリーナとジニーの全身が淡く輝き始め──

　足あし下もとからゆっくりと、粒子状になって消えていく。

「えっ……!?」

「こ、これは……!?」

　両者の脳内に、全く同じ言葉が浮うかぶ。

　真っ先に出たのは、アードの勝利。

　続いて……現代への帰還。

　二人は顔を見合わせ、喜びや安あん堵どが混ざり合った、穏やかな笑みを向け合った。

　その横で。

「……どうやら、帰っちまうみてぇだな。ま、お前等にゃあそれが一番か」

　リディアの発言に、二人は目を丸くした。

「えっ。リ、リディア様、もしかして……」

「私達が未来人だってこと、知ってたんですかっ!?」

　瞠どう目もくする二人に、リディアは苦笑しながら、

「まぁ、なんとなくな。オレぁ馬ば鹿かだけどよ、勘かんだけは鋭するどいのさ。だからま、今回の一件に関しても色々と想像を膨ふくらませてたわけだが……いやぁ、まっさか、マジだったとはなぁ～。今回ばっかりはさすがにビックリだぜ」

　さしものリディアも、少しばかり動どう揺ようしているのか。

　その美び貌ぼうに浮かぶ笑みはなんとも言えぬものだった。

　それから。リディアは頰ほおを搔かきながら、僅かに迷うような仕草を見せつつ、

「なぁ、一つだけ聞かせてくれねぇか？　……未来は、どうなってる？　平和になったのか？　皆みんなが笑って生きられるような、そんな世界になってるのか？」

　二人は一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

　リディアの問いに対し正確な返答を送るなら……断じて否いなであると、答えざるを得ない。

　彼女が望むのは、人間の笑顔だけではないのだ。

　きっと彼女は、人間と《魔ま族ぞく》が良き形で共存し、互たがいに手を取り合い、笑っていられるような、そんな世界を望んでいるのだろう。

　だが……現実は残ざん酷こくだ。

　未来世界において、《魔族》は最大級の差別対象であり、共存などありえぬ存在。

　相手方もまた、人類を猿さる以下の存在として見下している。

　両種族はもはや、どちらかが滅めつ亡ぼうするまで争い合うだろう。

　だが……とてもではないが、そんな悲しい答えなど、口にはできなかった。

「未来は……未来は、リディア様が想像なさっているよりも、素す晴ばらしい世界になっておりますわ！」

「そうそう！　毎日楽しいことばかりで、皆幸せに暮らしてるわ！　誰だれもが笑って生きていられる世界に、ちゃんとなってると思う！」

　二人は噓うそを口にした。そうせざるを得なかった。

　真実を語ることなど、到とう底てい出来なかった。

　そんな二人の真意に気付いているのか、それとも、二人を信じたのか。

　リディアは嬉うれしそうに微笑ほほえんで。

「そっか。……オレ達の犠ぎ牲せいは、無む駄だじゃなかったんだな」

　皆の、でもなく、仲間の、でもなく。

　リディアは「オレ達」と、そう口にした。

　これは、つまり……

　彼女は己おのれの宿命にさえ、勘付いているのだろう。

「リディア、様……リディア様は、その……」

「あぁ。死ぬんだろ？　オレも。きっと、悲ひ惨さんな形で」

　こともなげに言ってのける彼女に、イリーナ達は再び瞠目する。

　そんな二人の頭を、リディアは微笑しながら撫なで回まわし、

「いいのさ、それで。さっきも言ったろ？　オレぁ、平へい穏おん無事な死に様なんぞ望んじゃいねぇからよ。だから……お前等が気にするこたぁねぇよ」

　優やさしげにそう語るリディア。彼女はきっと、こちらの苦く悩のうを読み取っているのだろう。

　この人のことを知り、最初は戸と惑まどいがあった。あまりにも、伝え聞く人格と違ちがうから。

　イリーナからすれば、初印象は失望に近いものだった。

　ジニーにしても同じだ。こんな色しき欲よく魔まのような人間、好きになれないと思っていた。

　だが……接していくにつれて、だんだんと、この人のことを可愛かわいいと思う瞬しゆん間かんも増えて。

　それと同時に、この人は間ま違ちがいなく、神話に名を刻みし英えい雄ゆうなのだと、尊敬の念も覚えるようになって……

　気付けば二人は、リディアに敬意と憧しよう憬けいの念を抱いだいていた。

　だからこそ思う。

　この人に、死んでほしくないと。

　無む惨ざんな結末など、迎むかえてほしくはないと。

　だが……自分達に何ができるというのか。

　そもそも、リディアの死には謎なぞが多いのだ。その真実さえ知らぬ自分達に、どんな手が打てようか。それに……もし手が打てたとしても、リディアはそれを拒きよ否ひするだろう。

　彼女の信念は、あまりにも固い。

　それが理解できるから……

　二人はせめて、リディアの姿を最後まで、目に焼き付けておこうと思った。

　この人のことを忘れない。

　それだけが、自分達にできる唯ゆい一いつのことなのだと、そう思った。

「……もう、マジで時間がねぇみたいだな。ハァ、残念だぜ。ジニーちゃんとはキスすらできやしねぇし……イリーナ、お前にゃあちょっとばかし、稽けい古こをつけてやりたかったんだがな。けどま、しょうがねぇか」

　頭を搔きながら、リディアは心底残念そうに息を吐はくと、

「本当ならもうちょっと、形として、お前等に何かを残したいんだが……しょうがねぇから、言葉だけ送っとくよ」

　そう前置いてから、まず、リディアは澄すみきった瞳ひとみをイリーナへ向けた。

「今後、苦しい思いをするかもしれねぇが……そんときゃ、落ち着いて周りをよく見ろ。お前にとって大事なもんが、必ず見えてくるはずだ。そんでな、これだけは断言しとく。お前は決して、一人なんかじゃねぇ。そのことだけは、絶対に忘れんじゃねぇぞ」

「……はいっ！」

　瞳を涙なみだで濡ぬらし、別れを惜おしみながら、イリーナは頷うなずいた。

　そんな彼女とハグを交かわしてから、リディアはジニーを見て、

「どうやら、今回の一件で一ひと皮かわ剝むけたみてぇだな。ちょっと前とは面つら構がまえが違うぜ。よく成長したな、ジニー」

「全て、リディア様のおかげですわ……！　リディア様が、励はげましてくれたから……！」

「んなこたねぇさ。結局はお前の力だよ。……いいか、ジニー。今回のことを忘れんじゃねぇぞ。壁かべなんてのは、お前自身が勝手に決めてるものでしかねぇんだ。もし辛つらいことがあったら、馬鹿になれ。誰よりも馬鹿になって、突つっ走れ。そうすりゃ、お前は誰よりも前に行ける。不可能なことなんざ、どこにもありゃしねぇよ」
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「はいっ！」

　ジニーもまた、瞳に大おお粒つぶの涙を浮かばせながら頷いた。

　そして、彼女もリディアと最後のハグを交わして……

「最後に、伝言を頼たのまれちゃくれねぇか？　どうしても、アイツに……アードに、言っておきてぇことがあるんだ」

　断る理由など、どこにもない。

　頷く二人に、リディアは語り出した。

　その一言一言を記き憶おくに刻み込むと……遂ついに、そのときがやってきた。

　イリーナとジニー、両者の体が完全に、粒りゆう子しとなって消失する。

　最後の最後、リディアは満面に華はなが咲さいたような笑みを浮かべ、

「あばよ二人とも。帰った先でも元気でな。風邪かぜなんざ引かずに、長生きしろよ。飯は好き嫌きらいせずに食え。あと、それから…………ハハッ、なんだよオレ、母ちゃんみてぇだな」

　たむけの言葉を送りながら、無む邪じや気きに笑う。

　それが、イリーナとジニーが見た、彼女の最後の姿だった。

　願わくば。

　せめて、この世界だけでも。

　この世界の彼女だけでも。




　末期には、自分達が見た平穏な笑顔を浮かべてほしいと。

　二人はそう、心の底から願うのだった──




　　　　◇◆◇




　全ては唐突で、何もかもが、気付けば終わっていた。

　現状に至るまでの軌き跡せきを言い表すなら、こんなふうになるのだろう。

　非常に慌あわただしい時間旅行の末に、我われ々われは始まりの場所へと帰ってきた。

　即すなわち、黒い空間である。

　闇やみのみが一面に広がるこの空間にて、俺はイリーナとジニー、両名に再会し、

「うわぁ～～～～～ん！　ア～ドォ～～～～～！　会いたかったよぉ～～～～～！」

　俺が居ぬ間に、色々とあったのだろう。イリーナが滝たきのような涙を放ちながら、こちらの胸元へと飛び込んできた。

「あぁっ！　ずるいです、ミス・イリーナっ！　せめて私が抱きつく場所を残して…………あぁもうっ！　離はなれなさいな、この単たん細さい胞ぼうっ！」

「うっさい馬鹿っ！　今のアードはあたしだけのアードなのっ！　あんたなんか、そこのわけわかんない自じ称しよう・神様にでも抱きついてなさいよっ！」

　こちらの胸板に頰ずりしながら、イリーナはビッと指を差した。

　その先に立つは、神を自称する性別不明の幼児。

　彼または彼女は、無気力を絵に描かいたような表情でジニーを見て、

「ぼくで……良ければ……」

　ゆったりとした動作で、両りよう腕うでを開くのだが。

「けっこうですっ！　私が飛び込みたいのは、アード君の胸元だけですのでっ！」

「あ……そう……」

　さして気にした風もなく、神を自称する幼児は、自らの髪かみを弄いじりだした。

　そうしながら。

「今回の一件は……完全なるイレギュラーでは……あったけれど。いつものそれと劣おとらず……劇的だった。やりきってくれた君達に……万感の思いを抱かずには……いられない」

「それにしては、完全に無表情ですね」

「これで……今回の演目は……幕引きとなる。けれど……君達の舞ぶ台たいが、完全に終わったわけじゃ……ない。元居た世界で……再び……己が役を、やり抜ぬいてほしい」

　そんなことを奴やつが口にした矢先。

　イリーナとジニーの姿が、忽こつ然ぜんと消え去った。

「……お二方は、元の世界へ戻もどったと解かい釈しやくしてよろしいか？」

「うん」

　小さく頷く自称・神に、俺は新たな問いを投げかける。

「私だけを残した理由を伺うかがっても？」

「君には今回……残酷な役割を……任せてしまった。その点について……本当に、申し訳なく思っている……だから、ほんの少しだけ……話をする機会を設けた。聞きたいことがあれば……なんでも……聞くといい」

　無気力な表情で、真まっ直すぐにこちらを見つめる自称・神。

　そんな彼または彼女の言葉通り、俺は疑問をぶつけることにした。

「貴方あなた達は何者ですか？　ディザスター・ローグの発言からして、貴方達は集団であることがわかる。また、ヴェーダは貴方達を高次元存在と称しようしていましたが、結局のところ詳しよう細さいは何もわからない。貴方達は何者で、何を目的としているのか。そして……我々の味方なのか、それとも敵なのか。お答えいただきたい」

　神を自称する幼児は、やはり無表情のまま、淡たん々たんと答えた。

「ぼく達を表す言葉は……どこにも……ない。ヴェーダの言う通り……高次元存在と呼びたければ……そうすれば……いい。別の呼び名がよければ……それでも……いい。正体や目的に関して……は……今、それを明かすことは……できない。そもそも……ぼく達がこうして役者キヤストに接せつ触しよくすること自体……本来はルール違い反はん。今回は、真に例外的な状じよう況きようだった」

　要領を得ぬとは、まさにこのことか。

「結論から言って、貴方は私の問いに答えるつもりがないと？」

「ある意味では……そうかもしれない。ただ……これだけは……信じてほしい。少なくとも……ぼくは君達の味方。どんなことがあろうとも……それこそ……君達が観測者ギヤラリーに見み飽あきられたとしても……ぼくだけは味方で在り続ける。だってぼくは……君た◇δ○φｓ■χ…………この程度のことさえ禁則事じ項こうだなんて……ちょっと……酷ひどいんじゃないかな」

　瞳を細めながら、ぼやくように呟つぶやく。

　結局のところ、コイツが一体なんなのか、この場ではわかりそうにはなかった。

　なんでも聞けと言っておいてこれか。まったく、どうにも腹立たしいわ。

　さりとて、幼子の如ごとく地じ団だん駄だを踏ふんでも仕方があるまい。

　こうなればもはや、思うことは一つである。

「二度とお会いすることはなきよう、心から祈いのっておりますよ、ミスター・ゴッド」

　皮肉を込めながら口にする。が、相手はなんら気にしたそぶりを見せず、ただ頷くのみだった。

　それから……ようやっと、俺の番が来たらしい。

　意識が次し第だいに遠のいていく。

　やっと帰れるのか。

　しかし、この疲つかれ果てた状態で修学旅行を乗り切らねばならぬとは。

　やれやれと、そう独りごちた、次の瞬しゆん間かん。

「ぼくも……君と同じ。君とは……二度と、会いたくない。だって……次にぼくが……君と顔を合わせる……というのは……つまり……」

　神を自称する幼児は、最後の最後で。




「観測者ギヤラリーに見捨てられた君達が……筆記者ドミネーターによって滅ほろぼされるという……ことだから」




　あまりにも気になる発言を残して。

　俺の目前から、消きえ失うせた。

　奴に対し何かを返したかったが……

　それよりも前に、我が意識は闇色に染まりきったのだった。




　………………

　…………

　……声が、聞こえる。

　聞き慣れた、その声は。

「おい。おい、アード・メテオール。着いたぞ、起きろ」

　我が姉貴分、オリヴィアのものであった。

　彼女の声に加え、体の揺ゆれを感じたことで、意識が覚かく醒せい。

　ゆっくりと瞼まぶたを開けると……我が瞳に、馬車内部の様子が映った。

　元の世界へ戻ったのだという実感が、こみ上げてくる。

　いや……待てよ。

　そもそもアレは、移動中に見たつまらぬ夢か何かだったのでは？

　そう考えた矢先。

　ふと横を見やったことで、その考えが否定されることになった。

「お～き～る～の～だ～わ～！　起きるのだわっ！　まったくもう、二人ともぐっすりと眠ねむりすぎよっ！」

　シルフィーに起こされる、イリーナとジニー。

　その頭には、リディアから贈おくられた髪かみ飾かざりが、眩まばゆい光を放っていた。

　それと、もう一つ。

「シルフィーさん。不ぶ躾しつけな問いを投げてもよろしいでしょうか？」

「あによ!?　アタシは今、二人を起こすのに忙いそがしい──」

「胸部を肥大化するための体操、未いまだ続けてらっしゃるのですか？」

「はぁ!?　そんなの当たり前だわっ！　……って、なんでアンタがそれ知ってんの!?」

　ほんの僅わずか。まさに超ちよう微び細さいの領域だが。

　シルフィーの胸が、大きくなっている……ように見えなくもない。

「な、何よ！　ジロジロ見てんじゃないのだわっ！　この変態っ！　で、でも、そんなに見たいって言うなら……と、特別に、見せてやっても……」

「あぁ、いえ。けっこうです。もう確かく認にんは終わりましたので。そもそも私は貴女あなたの胸部にさしたる興味もございませんので、どうかご安心を」

「だわわっ!?」

　なぜだかショックを受けたような顔をするシルフィー。

　……なんだろうな。帰ってきたって感じだ。

　やがて、イリーナやジニーも意識を覚醒させ、

「さぁ、早く降りろ。他の者達は既すでに移動を開始している」

　やれやれといった調子で、オリヴィアが下車を促うながした。

　それに従って、我々は馬車籠かごから降りて──

　少し前に、歩き回った場所。

　かつては王都と呼ばれし、古き都……

　現代における、キングスグレイヴの土を踏むのだった。

「こういう意味でも、帰ってくるとは……」

　独りごちた声は誰だれの耳にも入らず、虚こ空くうへと溶とけ消えた。

「なっつかしいのだわ！　ここはあんま変わってないわねっ！　子分のジョニーがやってたお店はまだ残ってるかしら!?」

「おい、勝手に動くな。団体行動を守れ」

　はしゃぐシルフィーと、それを諫いさめるオリヴィア。

　二人がゆっくりと離はなれていく中……

「では、我われ々われも参りましょうか」

　俺はイリーナとジニーへ声をかける。

　二人は明るい表情で頷うなずく、が……

　ふと、何かを思いだしたような顔となって。

「あ、そうだ。別れ際に、リディア様から伝言を頼たのまれたんだけど」

「……伝言、ですか」

「うん。えっとね──」

　イリーナの口から、それが紡つむぎ出される。

　アイツによく似た彼女が語ると、まるで本人から直接言われたようで。

　俺は、涙なみだを堪こらえるのに、必死だった。




『ありがとな、色々と』

『オレのことは、まぁ、なんつ～か。忘れてくれって、言うべきなんだろうけどよ』

『悪わりぃな。ダメだわ。お前に忘れられちまうなんて、寂さびしくて仕方ねぇや』

『だから、オレのこと、忘れないでくれ。でも……』

『後ろは振ふり向むくなよ。難しいかもしんねぇけど、それでも、前向いて生きてくれ』

『何があっても。どんなことになっても』




『オレ達は、親友だ』




　………………

　…………まったく、あの馬ば鹿かめ。

　いつまで俺の心を、かき乱すつもりだ。

「お～～～いっ！　なにしてるのだわ～～～！　置いてっちゃうわよ～～～～！」

「はいはい！　今行くから待ってなさい！」

「無む駄だに元気ですねぇ。この時代のミス・シルフィーも」

　イリーナもジニーも苦笑しながら、並び立つシルフィーとオリヴィアのもとへと向かう。

　一方で……俺は、リディアの言葉を嚙かみしめていた。

「前を向いて生きろ、か。アイツらしいな」

　思わず微笑が零こぼれる。

　が……

〝貴様、は……再び、罪を犯したのだ……！〟

〝忘れるな……！〟

〝貴様は……もう一度、その手で、リディアを……殺したのだ……！〟

　ディザスター・ローグの呪じゆ詛そが、蘇よみがえる。

　……あぁ、そうだ。俺はまた、罪を犯した。

　二度も、リディアを殺してしまった。

　それは許されることじゃない。たとえ本人が許しても、俺自身が許さない。

　しかし、それでも。

「お～～～い、ア～～～ドォ～～～！」

「行きますよぉ～～～～～～！」

　俺は、生きている。

　生き続ける。




　この世界で、彼女達と共に──







　　　あとがき







　二巻目から引き続きの方はお久しぶりです。

　三巻目からのご新規様には初めまして。下か等とう妙みよう人じんでございます。




　さて皆みな様さま。テレビゲームはお好きでしょうか？

　私は中学時代こそ週に一本はソフトを購こう入にゆうし、早解きしてはすぐに飽あき……というのを繰くり返かえしておりましたが、高校になりますと様々な事情からゲーム離ばなれいたしまして。

　それは成人して以降も続いたのですが……ここ最近、再びゲーム熱が再燃しております。

　そしてテレビゲームと言えば、私にとっては避さけて通れぬものがございます。

　そう、癇かん癪しやくです。

　私は癇癪持ちというわけではないのですが、ゲームが絡からみますとどうもダメで……

　幼少期、某ぼう配管工のアレをゲームなボーイでプレイしていたところ、あまりに上手うまくいかず癇癪を起こし、画面に頭ず突つきを入れた結果、高かったゲームなボーイを破は壊かいし、親に𠮟しかられた……といった記き憶おくもございます。

　三つ子の魂たましい百までという言葉の通り、ゲーム絡みの癇癪はどうにも治っていないようで、ここ最近、またもや癇癪を起こしました。思い通りに行かぬ展開の連続に腹を立てた私は、ついついコントローラーを思い切りブッ叩たたいたのです。

　結果、指を怪け我がしました。

　でも、コントローラーは無事でした。

　なんだか、色んな意味で負けた気分になりました。




　……最後に謝辞を。担当様、もはやご迷めい惑わくをおかけすることが日常になってしまっておりますが、なにとぞ見捨てないでくださいませ。

　今回も素晴らしいイラストを提供してくださった水みず野の様。非常に抽ちゆう象しよう的てきなイメージしかお伝えしなかったにもかかわらず、超ちようハイレベルなイラストを提供してくださいまして、まことにありがとうございます。やっぱりプロってすごい。

　最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆様に、無限の感謝を。

　四巻目でお会いできることを祈いのり、筆をおかせていただきます。
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